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			第１話　治(ち)療(りよう)院(いん)での日常

			　

			　窓から差し込む月明かりが、廊下を照らす。

			　季節は春だが、夜はまだまだ冷える。早くベッドに潜(もぐ)りこみ、布団で暖まりたいところであるが――

			「私は、できればご主人様と一緒に寝たいです」

			　ユエルが俺の服の裾(すそ)を掴(つか)みながら、エリスと向かい合う。

			　場所はエリスの治(ち)療(りよう)院(いん)。

			　俺はエリスに治(ち)療(りよう)院(いん)の権利書を渡した後、この治(ち)療(りよう)院(いん)へと住む場所を移した。

			　そして酒場で夕食を摂(と)り、エリスの引継ぎや酒場に顔を出す頻(ひん)度(ど)が減るかもしれない等の諸(もろ)々(もろ)の話を酒場のマスターとして、そして、さあ治(ち)療(りよう)院(いん)に帰って寝ようという段階になって……問題は起きた。

			「でもね、ユエルちゃん。確かに今までは何もなかったかもしれないけど、これからもそうだとは限らないのよ？　それにユエルちゃんは女の子なんだから、いつまでも一緒に寝るわけにもいかないでしょう？」

			　夜になり、エリスにおやすみなさいと挨(あい)拶(さつ)をしながら、当然のように俺と同じ寝室に入ろうとしたユエル。それをエリスが見(み)咎(とが)めたのだ。

			「ほら、ベッドならまだ余ってるんだから、ね？」

			　幼い子供を諭(さと)すような、優しい声音で、ユエルを説得しようとするエリス。

			　エリスはこういったことには厳しい女性である。

			　わずかに寂(さび)しいものもあるけれど、ユエルと一緒に寝る機会は、これからはもうないかもしれない。

			　そう、今までがおかしかったのだ。まだ幼く、手を出すつもりはないとはいえ、女の子と一緒のベッドで寝る。確かに、間違っていることだ。

			「……」

			　そんなエリスの言葉に、ユエルは何かを考えるように俯(うつむ)いて、そして……窺(うかが)うようにして俺に視線を向けた。

			　そのうち季節も夏に変わるし、いつまでも一緒に寝るというのも大変だ。暑いだろうし。

			　エアコンのような魔道具もこの世界に存在してはいるが、着火や発光、放水等の量産に成功した魔道具以外は、高価で手が出ない。

			　魔道具は基本的に、迷宮の宝箱や古代の遺跡等から産出されるものだからだ。

			　これからのことを考えても、ユエルには一人で寝るか、エリスと寝てもらうかしてもらうべきだろう。

			　俺は、エリスの言葉を肯(こう)定(てい)する意味で、ユエルに頷(うなず)きを返す。

			　そして、それを確認したユエルが――

			「えっと、私は大きくなったらご主人様に抱いていただく約束をしてもらっているので、問題ありません」

			　――もじもじと恥ずかしそうに、こんなことを口にした。

			　おっとユエルさん、いったい何を口走ってくれているんでしょうか。

			「……どういうこと？」

			　問い詰めるような、エリスの低い声。

			　そのエリスの目つきは、怒(ど)気(き)を多分に含んでいるように見える。これは不(ま)味(ず)い。

			　対応を間違えれば、エリスの好感度がどうなるかわからない。

			　不快な汗が、頬(ほほ)を伝うのを感じる。

			　いや、ピンチの時こそ落ち着くべきだ。

			　まずは、客観的に見てみよう。

			　エリスから、今の俺はどう見えているんだろうか。

			　幼い少女に「大きくなったら結婚してあげる」という約束を取り付けた、子供好きで優しい好青年、

			「……こんなに小さな女の子を抱くだなんて……そんな最低な約束を、あなたはしたの？」

			　違いますね。

			　今のエリスの目は、無知な幼い少女奴(ど)隷(れい)を言葉巧(たく)みにたらしこみ、性的な食い物にしようとした下(げ)衆(す)を見るような、そんな目だ。性犯罪者を見る目だ。

			　これはいけない。

			　せっかく治(ち)療(りよう)院(いん)を買い戻してエリスと仲直りできたのに、俺の好感度が下がり続けている気がする。

			　しかし、ユエルを奴(ど)隷(れい)商人から買った日の夜、俺は確かにユエルに言った。

			「大きくなったらね」と、ユエルに約束した。

			　……けれど、それは床で寝ようとしたユエルをベッドで眠らせるための、ただの方便だ。

			「エリス、待ってくれ、誤解なんだ」

			「えっ……？」

			　俺が否定すると同時、ユエルの口から悲痛な声があがる。

			　横を見れば、ユエルが俺の顔を見上げていた。

			　そのユエルの顔には、確かな悲しみの色が滲(にじ)んでいる。いけない。

			　今のユエルの表情は、まさに信頼していた人に裏切られたというような……そんな表情だ。

			　駄目だ。これはいけない。ユエルのそんな顔は見たくない。

			「あー、いや、やっぱり誤解じゃなくて」

			「……誤解じゃないの？」

			　再度の否定に、エリスの軽(けい)蔑(べつ)混じりの低い声。

			　腕を組んで、こちらを睨(にら)んでいる。やはりユエルに手を出すのはエリスとしてはＮＧらしい。もちろん俺のストライクゾーン的にも、倫(りん)理(り)的にもＮＧだ。

			　しかしエリスは怒っている。目つきが本気で怖い感じになっている。

			　不(ま)味(ず)い。どうしようもない。

			　ユエルの発言を否定すればユエルが傷つき、肯(こう)定(てい)すればエリスから軽(けい)蔑(べつ)される。

			　どうしよう。本当にどうしよう。どうすればユエルとエリスの好感度を保ったまま、この場を切り抜けられるんだろう。

			　いっそのこと、「ユエルが遠慮して床で寝ようとしていたから、ベッドで寝かせるために適当なことを言った」と正直に言うか。

			　いや、駄目だ。これではユエルがショックを受ける。

			　その場しのぎの適当な発言だったとはいえ、約束を反(ほ)故(ご)にするわけにはいかない。あのかわいらしいユエルの笑顔を、曇(くも)らせるわけにはいかない。

			　他に何か良い言い訳は……いや、そもそも、ユエルは俺の奴(ど)隷(れい)なのだから、俺がユエルをどうしようとエリスには関係のないことなのではないだろうか。

			　……いやいや、だからといって「お前には関係ない」と突っぱねたなら、多分、今度こそエリスに愛(あい)想(そ)を尽(つ)かされる。

			　幼い少女奴(ど)隷(れい)を買った挙(あげ)句(く)に、未発達なその肢(し)体(たい)に猛(たけ)る肉欲をぶつける男……そんな男と一緒に住みたいだなんて、エリスは思わないだろう。エリスでなくともそうだろう。

			　俺が治(ち)療(りよう)院(いん)を買い戻したという手前、追い出すなんてことはしないだろうけれど、エリス自身が出て行ってしまうという可能性は大いにある。

			　エリスに嫌われず、ユエルを傷つけず、この状況を脱するには……。

			「エリスって、美人だよな」

			「誤(ご)魔(ま)化(か)されないわよ」

			　ですよね。

			「エリスは髪も本当に綺(き)麗(れい)だよな。透(す)き通るような金色で、ツヤツヤしててさ」

			「そ、そんなことはいいから、これがどういうことなのか教えて」

			　エリスの視線が、ほんの少し髪の毛先を気にするように動いた。

			　……が、表情は変わっていない。エリスは幼いユエルを俺の魔の手から守ろうと、義(ぎ)憤(ふん)に燃えている。

			　治(ち)療(りよう)院(いん)を、命がけで迷宮に潜(もぐ)って買い戻した……という嘘(うそ)がバレる前の、あの時のかわいらしいエリスはどこへいってしまったんだろうか。

			　あの土(ど)下(げ)座(ざ)の後、ユエルが見てないところでさりげなくエリスの尻(しり)を撫(な)でてみたら、腕をはたかれた。

			　撫(な)でるだけで女の子はデレる、という話を聞いたことがあったが、どうやら嘘(うそ)だったようだ。

			「エリス、後で、後で話をしよう。ちょっと複雑な事情があってさ、今は説明できないんだよ」

			　チラチラと、ユエルに目線を向けながら、エリスに言う。

			　エリスだって、さっきのユエルの態度を見れば、俺が説明できない理由を想像できるはずだ。もうこれしかない。察してくれるだろうか。というか、察してくれないと手詰まりである。

			　そんなこちらの態度に、エリスはため息をついて俺の目を見る。

			　怒っているというよりは、呆(あき)れている感じだ。察してくれたのだろうか。

			　いやよく考えれば、エリスだって、俺が本気でユエルとそんな約束をしていると思ってはいなかったのかもしれない。

			　ちょっと鬼(き)気(き)迫(せま)る雰囲気があったのも、内容が内容だから説明を求めていただけで。

			　最初からこう言えばよかった。

			「わかったわよ……。でも、ユエルちゃん、男の人と一緒に寝るのはやっぱりよくないわ。一人で寝るのが寂(さび)しいなら、私と寝ましょう？」

			　そして、会話が振り出しに戻る。

			「わ、私は……」

			　ユエルを思いやったエリスの言葉。そのエリスの言葉に、ユエルは嫌だとは言わない。

			　俺の服の裾(すそ)を掴(つか)む、力の篭(こも)ったユエルの指先。目に溜まった、こぼれ落ちそうな涙。悲しそうに唇を引き結ぶ、その表情。

			　何を考えているかは、よくわかる。それでも、ユエルは嫌だとは言わない。

			　きっと、これ以上「ご主人様と一緒に寝たい」と主張するのは、ユエルにとって「わがまま」になってしまうのだろう。

			　今まで、ほとんどわがままを言わなかったユエル。

			　多分、ユエルは自分がやって良い行動と、いけない行動にきちんと「線」を引いているのだ。

			　奴(ど)隷(れい)という立場がそうさせているのか、育ってきた環境がそうさせているのかはわからないが、ユエルはなんらかの基準をもって、自分の行動を制限している節がある。

			　一緒に寝たい気持ちはあるけれど、これ以上それを言ってしまったら、その「線」を越えてしまう。

			　でも、どうしても一緒に寝たい。

			　でも、わがままを言いたくない。

			　そんな気持ちがせめぎあっているから、ユエルはこんな表情をしながら、何も言えなくなっているのだろう。

			　なんて……。なんて、いたいけな……。

			　ユエルは今、こんなにも悲しそうにしている。俺は馬鹿だ。

			　一人で寝れば良いし、それが寂(さび)しいならエリスと寝ればいい。そんなふうに考えていた俺が恥ずかしくなってくる。

			「ごめん、ごめんなユエル。俺と一緒に寝よう。これからもずっと、一緒に寝ような」

			「っ……！　はいっ！　はいっ、ご主人様っ！」

			　床に膝(ひざ)をつき、小柄なユエルの身体を抱きしめる。

			　そう、ユエルはまだ子供だ。親離れできなくて、当然なのだ。

			　俺は親ではないけれど、ユエルに最も近しい存在である。似たようなものだろう。

			　ユエルには辛い選択を強いてしまった。胸に抱くように、優しくユエルの頭を抱きしめる。

			　その柔らかな銀髪を、子供の背中をさするように、ゆっくりと撫(な)でていく。

			　俺が間違っていた。

			　自分のことを上手く主張できないユエルの代わりとなって、俺が代弁するべきだったのだ。

			「なぁ、エリス……」

			　俺はユエルを抱きしめながら、決意を込めて、エリスの瞳(ひとみ)を見つめる。

			　今の俺には、不(ふ)退(たい)転(てん)の覚悟がある。

			　もしかしたら、俺はユエルを甘やかしてしまっているのかもしれない。

			　けれど、俺はユエルの悲しむ顔を見たくない。

			　ユエルには、笑顔でいてほしいのだ。

			　俺が真(しん)摯(し)にエリスを見つめると、エリスは困ったように眉(まゆ)を歪(ゆが)める。

			　そしてユエルの表情を見て、何か葛(かつ)藤(とう)するように一度唸(うな)ると、諦(あきら)めたような声で言った。

			「もう、わかったわよ。でも……それなら、私も一緒に寝るから」

			　

			　結局――

			　一緒に寝る、といっても同じベッドで、というわけではなかったらしい。

			　今、この八畳程度の広さの寝室には、二つのベッドが並んでいた。

			　片方には俺とユエル。そして、もう片方にはエリスが寝ている。

			　正直、エリスがここまでするとは思っていなかった。

			　エリスはかなり身持ちの固いタイプだ。男と一緒の部屋で寝る、なんてありえない行動だ。

			　これは、ユエルのおかげでエリスとの仲が進展したと言ってもいいのではないだろうか。

			　ベッドは離れているから、添い寝というわけではないが、同じ部屋で寝るというのは大きな進展だ。

			　トイレに行った帰りにうっかりエリスのベッドに戻ってしまい、その豊満な身体をまさぐってしまわないように、気をつけよう。気をつけよったら気をつけよう。

		

	
		
			　

			第２話　風呂に入る

			　

			　ユエルが、ゴブリンの喉元にナイフを突き立てる。

			　倒れ伏したゴブリンが、光の粒子となって霧(む)散(さん)した。

			　迷宮の三階層。

			　昨日、治(ち)療(りよう)院(いん)を買い戻した俺たちは、迷宮に金を稼ぎにきていた。

			　なぜ治(ち)療(りよう)院(いん)があるのに迷宮に行くのかといえば、治(ち)療(りよう)院(いん)に客が来ないから、である。

			　俺は今朝から昼まで、治(ち)療(りよう)院(いん)で客の治療をするため待機していた。

			　けれど、一人も客が来なかった。そう、一人も。

			　客が来なかった理由は想像できなくもない。

			　治療費を相場に合わせて上げたことと、一度閉院してしまったことが原因だろう。

			　今まで安かったからという理由で来ていた冒険者は、値段が上がったことでわざわざ遠くの治(ち)療(りよう)院(いん)まで足を運ばなくなり、固定客は一度閉院したことで離れてしまった。

			　値段を上げたといっても相場通りなのだから、近所に住む固定客はそのうち戻ってきてくれるかもしれないが、それでも時間はかかりそうだ。

			　だてに一度潰れていない。

			　エリスの借金は返しきったのだから、無理に金を稼ぐ必要はないけれど、あれだけ客が来ないと俺がいる意味がない。しばらく治(ち)療(りよう)院(いん)の方は、エリス一人に任せて大丈夫だろう。

			　ということで、俺はユエルと二人で、迷宮探(たん)索(さく)である。

			　迷宮なら客に左右されず、ある程度の金銭を稼ぐことができる。

			　そのうちエイトやゲイザーたちとヒュージスライム狩りの都合をつけられれば、もっと儲(もう)かるだろう。

			　それに、このままずっと治(ち)療(りよう)院(いん)に客が増えず、俺がエリスの分まで迷宮で生活費を稼ぐなんてことになったら――。責任感の強いエリスは、俺に恩を感じて何かしらの形で返さないと、という気持ちになるかもしれない。

			　その時はぜひ身体でお願いしたい。

			　そういうわけで、俺とユエルはゴブリンを狩っていた。

			　今日は迷宮にもぐり始めたのが昼過ぎだったので、七階層まで行くつもりはない。

			　ちょっと稼いで、たくさんユエルを褒(ほ)めて、ちょっと酒場で酒を飲んで、たくさんミニスカウェイトレスを眺めてから治(ち)療(りよう)院(いん)に帰る。

			　そんな感じでいこうと思う。

			　……別に六階層のジャイアントアントがトラウマになっているわけではない。

			　ユエルと二人だけで六階層に行くと、とどめを刺すのが俺になるから必然ジャイアントアントに近寄らないといけなくなって、それが怖いとかそういうわけじゃない。あの鋭い刃物のような顎(あご)が超怖いとか、全然ない。

			　ユエルの前で、あんな低階層の魔物相手にビクビクするわけにはいかないのだ。

			　……まぁそんなことはともかくとして、今日は三階層だ。

			　アイテムボックスから串焼きを取り出し、一口齧(かじ)りながら迷宮を散策する。

			　ユエルは最近ますます動きにキレが出てきた。栄養状態が良くなり、体調も万全になったということだろう。

			　ユエルは危なげなくゴブリンを狩り続け、俺の方には一度も魔物が流れてこない。三階層程度だと、もはや散歩のようなものである。

			　そして、ドロップを回収して駆け寄ってくるユエルの頭を撫(な)でる。ユエルは頭を撫(な)でる俺の手を、はにかみながら受け入れる。

			　撫(な)でるといえば今朝、治(ち)療(りよう)院(いん)で客を待つ間暇(ひま)だったから、ユエルを撫(な)でくりまわしたり褒(ほ)め殺したりして遊んでいたら、エリスが微妙な顔で俺を見てきた。

			　治(ち)療(りよう)院(いん)であんまりユエルをかわいがりすぎると、エリスが俺をロリコン認定してしまうかもしれない。

			　ユエルとの誰はばかることないスキンシップのためにも、やはり迷宮探(たん)索(さく)の時間は必要だ。

			「ご主人様、この先に何かあります」

			　そんなことを考えていると、ユエルが唐(とう)突(とつ)に口を開いた。

			「何か？」

			「えっと、向こうに……箱みたいなものがあります」

			　箱……。

			　迷宮に、箱…………。

			　……宝箱。

			　ついにきたか。

			　迷宮に潜(もぐ)り始めて数週間。やっと俺にも運がまわってきたらしい。

			　宝箱。

			　迷宮が作り出す、人を呼ぶための撒(ま)き餌(え)、はたまた迷宮内の魔力が冒険者の遺物に溜まったもの、等々。なぜ宝箱が迷宮にあるのか、様々な説があるが、その中にはたいてい高価な宝石、触(しよく)媒(ばい)、魔道具等が入っている。

			　もちろんピンキリではあるが、中には致(ち)命(めい)的(てき)な攻撃を受けた時に身代わりとなって砕け散る水晶だったり、空気中から魔力を集めて無限に水を作り出す魔道具だったり、家一軒ではすまないような金額の魔道具もある。

			　まさに一(いつ)攫(かく)千(せん)金(きん)の代名詞である。

			　ユエルの指差す方向に目を向ければ、確かに何かがある。箱のように見えなくもない。

			　近づいてみれば、迷宮の石造りの通路、それが不自然に盛り上がり箱の形になっていた。

			　造りは単純そうで、鍵(かぎ)がかかっているような様子はない。

			　ゲームなんかだと、魔物が擬(ぎ)態(たい)していたり、罠(わな)がかけられているなんてことも多いが、冒険者ギルドからは、宝箱に罠(わな)が仕掛けられていることはまずないと聞いている。

			　期待に胸を膨らませ、ゆっくりと蓋(ふた)を開けると……、

			「……拳銃か？」

			　二〇センチ程度の、拳銃のようなものが中に入っていた。

			　いや、拳銃とは少し違うだろうか。それはＬ字型の、艶(つや)のある無機質な素(そ)材(ざい)で作られた何かだった。

			「けんじゅう……？　ご主人様、これが何かわかるんですか？」

			　俺が手にした魔道具を見て、ユエルが興味津々といった感じで尋ねる。

			　この魔道具。拳銃に近い形状をしているけれど、拳銃ではない。

			　トリガーもなければ、ハンマーもない。その上、フォルムもなんだか丸っこい。

			　ゆえに、もちろん俺にはこれが何かなんてわからないけれど――

			「このぐらいなら、一目見ればな」

			「っ……！　凄(すご)い、ご主人様凄(すご)いです！」

			　俺の言葉を聞いて、無邪気にはしゃぐユエル。その瞳(ひとみ)には、尊敬の色が多分に混じっているように感じられる。

			　そう、俺は何でも知っている博識なご主人様だ。少なくとも、ユエルの前ではそうである。

			　まぁ一応、全部が全部嘘(うそ)というわけじゃない。俺には鑑定スキルがあるのだ。嘘(うそ)は本当にしてしまえばいい。

			「ユエル、この魔道具はな……」

			　そして、鑑定を発動する。

			　魔道具：ウォーターガン

			　性質：放出・水

			「……水鉄砲じゃねーか」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ゴブリンに魔道具の銃口を向け、魔力を込める。

			　温かそうな温水が、湯気を立ち上らせながら、標的に向かって緩(ゆる)やかな弧(こ)を描く。

			　温水が、ばしゃばしゃと、水音を立てながらゴブリンの体の汚れを洗い落としていく。

			　銃口から出る温水の勢いは、水道の蛇口を全開にしたぐらいだろうか。ゴブリンもそこはかとなく気持ちよさそうだ。

			「やっぱり駄目か。もしかしたら沸(ふつ)騰(とう)したお湯を出したり、ウォーターカッターみたいなことができると思ったんだけど……」

			　どうやらこの魔道具は、魔力を込めると銃口から水を吐き出すものらしい。

			　ある程度水の温度が調節できるようで、手で触れた感覚ではだいたい五〇度ぐらいまで温度を上げることができる。

			　いろいろ試してみた結果、魔力を込める量を増やしても温度を上げたり水量を増やしたり、ということはできないようだ。

			　つまり……、

			「給湯器もどきか」

			　どうやっても攻撃には使えそうにない。

			「きゅうとうき、ですか？」

			　温水で綺(き)麗(れい)になったゴブリンの首を掻(か)っ捌(さば)いて戻ってきたユエルが、俺に尋ねる。

			「えっとな、風呂をいれる魔道具のことだよ」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　酒場に寄って、治(ち)療(りよう)院(いん)に帰る。

			　ちょうど、エリスの治(ち)療(りよう)院(いん)には給湯用の魔道具がなかった。

			　どうせなら自分で使える攻撃用の魔道具を手に入れたいところではあったけれど、これはこれで便利だ。

			　俺は手に入れた魔道具を使って風呂に湯を張る。

			　迷宮から出る魔道具は使用者が魔力を直に供給して、魔法を発動するタイプのものが多い。

			　加工した魔石を燃料として動くように作られた人工の魔道具と比べて、迷宮直産のものは魔力の多い俺と相性がいい。

			　魔力量が人並みのエリスには少し使いづらいかもしれないが、俺が使う分には無制限である。

			　そして早速風呂に入ろうというところで……またも、問題が発生した。

			「わ、私はできればご主人様と一緒に入りたいです」

			　俺が風呂に入ろうとして、その後ろに当然のようについてきていたユエルを、エリスが見(み)咎(とが)めた。デジャヴを感じる。

			「ユエルちゃん、さすがにお風呂は駄目よ。あの人は隙(すき)あらば人にセクハラ、隙(すき)がなければ隙(すき)を作り出してでもセクハラをするような駄目な人なの。一緒に寝るだけならまだしも、一緒にお風呂に入るなんて絶対駄目よ」

			　今までは決してユエルの前で俺を貶(けな)したりしなかったエリスも、今だけはそれを曲げている。

			　倫(りん)理(り)観(かん)の強いエリスとしては、男と幼い少女が一緒にお風呂に入る、というのがどうしても見過ごせないらしい。

			　まぁ、俺としても一緒にお風呂というのはそろそろないかな、と思わないでもない。ただユエルに「別々で入ろう」なんて言おうものなら、まるで捨てられたような目をするだろうから、言わないだけで。

			「ご、ご主人様はそんな人じゃありません！」

			　ごめんねユエルさん、ご主人様はそんな人です。わざわざ否定はしないけど。

			　だが、ユエルはエリスの言葉を否定する。その口調は強く、そして、わずかに震えている。

			　ご主人様を悪く言われて、本気で悲しんでいる、というのがよくわかる。そんなユエルの様子を見て、エリスが俺をジトッと睨(にら)む。

			　ご主人様のことを尊敬しているユエルの幻想を壊すことができず、けれど不健全な行為を見逃すこともできない。

			　だから、ユエルの前で理想のご主人様像を演じ続けてきた俺を睨(にら)んでいる。そんなところなんだろう。仕方ない。助け舟を出してやるか。

			「エリスも一緒に入れば万事解決――」

			「ふざけないで」

			　ですよね。

			「じょ、冗談だよ。ユエルも俺もタオルを身体に巻く。ほら、それならかまわないだろ？」

			　タオルで隠す。このあたりがユエルが悲しまず、エリスもギリギリ許容できるところだろう。

			「まぁ、それなら……」

			　ユエルの表情を一目見て、不承不承、というふうに返事をするエリス。
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			　なにやら不安そうにそわそわしているあたり、納得はしていないようだけれど。でも、昨日の焼き直しになるのも嫌なのだろう。

			　そんなに心配しなくても俺がユエルに手を出すなんてことはまずない。はずである。

			　エリスは俺とは違うベクトルで、ユエルに対して過保護な気がする。

			　

			　結局、タオル一枚しか身につけていないユエルに俺がクラッときたり、偶然タオルがハラリと落ちてしまうようなハプニングも特になく、風呂から出る。

			　ユエルは残念そうではあるけれど、こればかりは仕方ない。

			「あぁユエル、エリスに風呂があいたって、伝えてきてくれるか？」

			「はい、ご主人様！」

			　俺は、ユエルにエリスを呼びに行かせた後、風呂場に戻る。

			　そして、アイテムボックスから、大きな蜘(く)蛛(も)の死(し)骸(がい)を取り出す。

			　以前、偶然見つけた箪(たん)笥(す)の裏なんかによくいるタイプの蜘(く)蛛(も)だ。

			　それを、石(せつ)鹸(けん)の裏にそっと置く。石(せつ)鹸(けん)を取ろうとすると、触れてしまうような位置に。

			　これなら、もし蜘(く)蛛(も)が嫌いな人物が石(せつ)鹸(けん)を取ろうとすれば、不意に蜘(く)蛛(も)に触れてしまって悲鳴を上げてしまい、同居人に心配されてしまうことがあるかもしれない。

			　関係のない情報ではあるけれど、エリスは蜘(く)蛛(も)が嫌いである。

			　俺は期待に胸を膨(ふく)らませ、風呂場を後にした。

		

	
		
			　

			第３話　打ち止め

			　

			　数日が経った。

			　いまだに、エリスの治(ち)療(りよう)院(いん)の客は増えない。

			　一人も来ない、というほどではないけれど、やはり治療費を相場まで上げた影響が大きいようだ。

			　エリスとしては俺にも治(ち)療(りよう)院(いん)で働いてほしいようだが、現状では俺に以前の給料すら払えなさそうだ。

			　それでもたまに治療を手伝う分は、「ドキドキ！　お風呂に蜘(く)蛛(も)、エリスの悲鳴大作戦」なんかを決行したりしてもらおうとしているけれど。

			　あれは結局、エリスが悲鳴をあげなくて失敗だったが。

			　まぁそれはともかくとして、今は治(ち)療(りよう)院(いん)よりも圧倒的に儲(もう)かる仕事がある。

			　そう、ヒュージスライム討(とう)伐(ばつ)である。

			　俺はここ数日、エイトたちや以前治療した冒険者たちと組んで、ひたすらヒュージスライムを討(とう)伐(ばつ)していた。

			　そして、今日も今日とてエイトたちとヒュージスライム討(とう)伐(ばつ)である。

			　今日はどうやら運が良かったようで、いつもより多くのレアドロップを手に入れることができた。

			　以前、俺がエリスの治(ち)療(りよう)院(いん)を取り戻した時に比べればいくらか少ないが、それでもパーティー全体で見れば大きな収入である。

			「今日は儲(もう)かったなぁ、おい！」

			　迷宮を歩きながら、嬉しそうに俺の肩を叩くゲイザー。

			「あぁ、スライムの雫(しずく)が五個だから……頭割りしても最低一〇万ゼニー、すげぇ、すげぇよ！」

			　ゲイザーの横で、今回の狩りの儲(もう)けを計算するエイト。

			　ヒュージスライム狩りは、危険を伴う。

			　ボス部屋はボスを倒すまで出られない上に、下手に挑めば大怪(け)我(が)をする危険もある。

			　しかし、だからこそ儲(もう)かる。

			　一〇万ゼニーと言えば、日本円だとだいたい一〇〇万円。その日暮らしの冒険者にとっては大金だ。

			　そう、俺は大金を手に入れたのである。

			　けれど、俺は現状、生活にあまり金を必要としていない。

			　衣類はいつも同じ種類の修道服を着まわしているし、食事は好きなだけ食べて一日五〇〇ゼニーもしない上、最近はユエルの分も含めてエリスが作ってくれていた。

			　住居は治(ち)療(りよう)院(いん)に住み込んでいるから、一切費用がかからない。

			　病気や怪(け)我(が)をした時のための備えだって、俺には必要がない。

			　治(ち)癒(ゆ)魔法で健康状態を維(い)持(じ)できるからだ。

			　つまり、この大金を、俺は好きなように使えるのである。自分の使いたいように使っても、かまわないのである。

			　……これはもう、楽しんじゃっても、良いんじゃないだろうか。

			　俺は頑張った。

			　ユエルを探しに行った時は勘違いだったとはいえ、怪(け)我(が)をしながらも必死で迷宮に潜(もぐ)った。

			　エリスの治(ち)療(りよう)院(いん)も治(ち)癒(ゆ)魔法を駆(く)使(し)して綺(き)麗(れい)な形で取り戻した。

			　最近のヒュージスライム討(とう)伐(ばつ)で、そこそこ懐(ふところ)も暖かい。

			　いいんじゃないだろうか。いっちゃっても、いいんじゃないだろうか。

			　今日のための準備は万端、キッチリと根回しもしてある。

			　この後俺が酒場に行けば、マスターはユエルに「どうしても人手不足だから、手伝ってほしい」と声をかける。

			　実際は人手不足なんてことはないけれど、そういう手はずになっている。

			　酒場でユエルが働き始めたら、適当な理由をつけて、そのまま俺は酒場を出る。

			　そして大人のお店でたっぷりと楽しんだ後、しっかり風呂に入ってからユエルを迎えに行く。

			　これでユエルにはバレない。

			　それから、さもユエルとずっと一緒にいましたというふうに治(ち)療(りよう)院(いん)に帰れば、エリスにだって悟られない。完(かん)璧(ぺき)な計画である。

			　しかし、そんな妄想を膨(ふく)らませていると――

			「おいおい、すげぇな一〇万ゼニーかよ！　よっしゃ、花屋でも行くか。シキも来いよ、店を丸ごと貸し切れるぜ？」

			　――ゲイザーが指をアレな形に握りこみながら、ニヤリと笑ってそんなことを言い出した。

			　どうやらゲイザーも似たようなことを考えていたようだ。

			　ユエルぐらいの年齢だとわからないだろうけれど、「花屋」というのは娼(しよう)館(かん)の隠語である。

			　この場でわざわざ隠語を使ったのは、きっと、ゲイザーなりにユエルに気を使った結果なのかもしれない。

			　……でも、それは逆効果だ。

			「ご主人様、お花屋さんを貸しきって、何をするんですか？」

			　キラキラと、目を輝(かがや)かせて俺に聞くユエル。

			「花屋」という単語で、逆に興味を持たれてしまったらしい。

			　確かに花屋を貸しきると言われても、隠語を知らなければ意味がわからないだろう。

			　もしかしたら今、ユエルの頭の中には花に囲まれてお茶会を開くご主人様とチンピラ冒険者たちの姿が浮かんでいるのかもしれない。それでなぜ目を輝(かがや)かせているのかはわからないが。

			「えーっと、それはな……」

			　ナニをするんだよ、なんて言えない。

			　でも適当に誤(ご)魔(ま)化(か)すにしても、上手い言葉が思い浮かばない。

			　ユエルは無意識なのかもしれないが、答えを求めてくいくいと俺の服を引っ張っている。

			　……もう完全に興味津々である。

			　花が好きなんだろうか。

			　多分好きなんだろうな。ユエルはダークエルフ、ルーツは森の民、エルフの一種なわけだ。綺(き)麗(れい)な花とかが、好きなのかもしれない。

			　わくわく、そわそわ、といった雰囲気で、俺を見つめるユエル。頭の横についている、かわいらしいエルフ耳もピコピコと揺れている。

			　駄目だ。これは駄目だ。

			　ユエルの瞳(ひとみ)はもう期待一色に染まっている。

			　この後、もし俺がユエルを酒場に置いて出かけたりしようものなら、どれだけユエルは悲しむだろうか。

			　いや、もし悲しまなかったとしても、ユエルがこの疑問を持ち続けたら。

			　エリスあたりに「ご主人様がお花屋さんを貸しきるって言っていたんですけど、何をするのかわかりますか？」なんて聞いたりしたら。

			　エリスの中での俺の評価は、地に落ちる。

			　大人のお店に行ったことを責められる、というような関係でもないけれど、エリスはそんな店に行った俺を軽(けい)蔑(べつ)するだろう。

			　そんなことになれば、エリスにほんのちょっとしたセクハラすらできなくなってしまうかもしれない。

			　ユエルに疑問を持たせ続けてはいけない。

			　ユエルを置いて、俺だけ酒場を離れれば、きっとユエルは疑問を持つだろう。「ご主人様は今、何をしているんだろう」、と。

			　ただ疑問に持つだけなら良い。

			　けれど、今は駄目だ。

			　さっきの話を聞いたユエルは「ご主人様は、お花屋さんを貸しきって、何かをしている」、そう思ってしまう。

			　そしていつかユエルが、花屋という隠語を知ってしまったら……。いつも俺に向けてくれている天使のような笑顔が、軽(けい)蔑(べつ)の表情に変わって……。

			「……ゲイザー、俺はそっちには行かない。ユエル、後で一緒に花、買いに行こうな？」

			　ユエルに清(せい)廉(れん)なご主人様としての笑顔を向けながら、ゲイザーの誘いを断る。

			　と、俺がそんな苦(く)渋(じゆう)の決断をしたところで、冒険者ギルドにたどり着いた。

			　そして、いつものようにドロップを買い取ってもらおうとカウンターに向かうと、

			「……申し訳ありません。スライムの雫(しずく)はこれを最後に、買い取りを停止させていただきます」

			　頭に犬耳を載せた受付嬢が、申し訳なさそうに頭を下げた。

			「お、おいおいマジかよ」

			「か、買い取り停止？　どういうことだよ！」

			　受付嬢の言葉に、ざわざわとエイトたちが騒ぎ出す。

			　そういえば、エリスの治(ち)療(りよう)院(いん)を買い戻した時、あまりのスライムの雫(しずく)の量に、買い取り担当の受付嬢の顔が引きつっていた。

			　いつか値下がりぐらいはするだろうと思っていたけれど、いきなり停止とは、どういうことなんだろうか。

			「え、えぇとですね、スライムの雫(しずく)は……」

			　受付嬢の話では、スライムの雫(しずく)はこの地方で稀(まれ)に発生する、とある風土病に対する特効薬の原料らしい。

			　今まではこの地方の領主がギルドから買い取って備(び)蓄(ちく)していたらしいが、それが最近の供給で十分に溜まったから、買い取らなくなった。

			　風土病に対する特効薬なんて、その地域以外では需要がない上に、病気が発生しなければ消費もされない。

			　かといって買い取り価格が低いと供給が皆(かい)無(む)になってしまう。

			　だから、たまに冒険者が売りにくる、という程度まで価格を吊り上げていた。

			　そんな状態だったのだけれど、最近になって異常なほどに供給が増えたために、慌てて買い取りを停止した、ということらしい。

			　一言で言えば供給過剰。

			　ヒュージスライムだけで一生楽して暮らせると思ったけれど、そんなうまい話はなかったようだ。

			　冒険者ギルドを後にして、花屋で大量の花を買って治(ち)療(りよう)院(いん)に帰る。

			　ユエルは少し首を捻っていたけれど、最後には頭に花(はな)冠(かんむり)を載せて、笑顔で店を出た。

			　花を大量に買うということが、花屋を貸しきりにする、という意味だと納得したのかもしれない。

			　……その認識は、後でどうにか修正する必要がありそうだが。

			　治(ち)療(りよう)院(いん)に帰ると、夕飯の買い物に行くと言うエリスに治(ち)療(りよう)院(いん)を頼まれた。

			　なんだかんだでエリスには家事をやってもらっている。

			　治(ち)療(りよう)院(いん)に客が来ない上、俺とユエルが迷宮で金を稼いできている。

			　そんな中で家事しかしていないエリスは、なんだか引け目のようなものを感じているようだ。俺にとってはどうでもいいことではあるんだが。

			　俺は大量の花を飾れるところに飾りつけたり、ユエルを膝(ひざ)の上に乗せ、その頭を花で飾ったりしながら、客を待つ。

			　すると、珍しく客が来た。

			「あっ、あー！　本当にここにいた！」

			　客じゃなかった。

			　治(ち)療(りよう)院(いん)にやってきたのは、赤毛の冒険者、ルルカである。

			　ルルカは膝(ひざ)の上にユエルを乗せた俺を見るなり微妙な顔をした。

			　そういえば、以前ルルカの胸を揉(も)んでユエルに誤解されそうになったことがある。誤解じゃないんだけれど。

			　……あの時の嘘(うそ)はまだユエルにバレていないだろうか。

			　少しだけ気になって、俺は膝(ひざ)の上に座るユエルの横顔を見る。

			　花(はな)冠(かんむり)を頭に載せて、ご機嫌そうだ。

			　頭に飾られた花を触りながら、えへへ、とはにかむように笑っている。

			　あれから時間が経って、嘘(うそ)だと気づかれていないか心配だったが、問題はなさそうである。

			「なんだよルルカ、どうしたんだ？」

			「最近あんまり酒場にいないし、探したんだよ？　まさか、エリスさんのところに戻ってるなんて思わなかったけどね。……な、仲直りしたの？」

			　どうやら俺を探していたらしい。そういえば、治(ち)療(りよう)院(いん)に戻ったことをルルカには言っていなかった。まぁ、酒場で偶然会うぐらいしか接点がないから、仕方なくはあるんだけれど。

			「あぁ。で、今日はなんだよ、治療じゃないのか？」

			　わざわざ俺を探しにくるぐらいだから、何か怪(け)我(が)でもしたのかと一瞬思ったが、そんな様子はない。どう見てもピンピンしている。

			「あはは、もう、わかってるくせにー。ほら、アレだよアレ」

			「アレ？」

			　胸でも揉(も)ませてくれるんだろうか。

			　でも、今はユエルがいるから、できれば今度の機会にしてほしい。

			　ユエルを膝(ひざ)の上に乗せた状態でいろいろされてしまったら、目もあてられない。

			「えへへー。ヒュージスライムで荒稼ぎしてるって聞いたよ？　私も一枚噛ませてほしいなって」

			　そう言って、ニッコリと笑うルルカ。媚(こ)びの入った、良い笑顔である。なるほどそっちか。
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			　しかし残念、タイミングが悪かった。

			「あぁ、それなら今日、ちょうどスライムの雫(しずく)が買い取り停止になったところでさ。もうヒュージスライム狩りはやらない。残念だったな」

			　俺自身も残念だ。

			　買い取り停止になっていなければ、ヒュージスライム狩りに適当な条件をつけたりできたのに。

			　治(ち)癒(ゆ)魔法の値下げで胸を触れるのなら、数万ゼニーの儲(もう)けを出せるボス狩りではどこまでできてしまうのか、大変気になる。

			「えっ、えぇー!?　そ、そんなぁ、嘘(うそ)でしょ？　せ、せっかく頑張ってフランも説得したのに……武器も新調しちゃったし……！」

			「本当だよ。運が悪かったな」

			「か、買い取り停止って、いつまでなの？　そのうち買い取ってくれるようになるんでしょ？」

			「多分、しばらくは無理だろうなぁ」

			　風土病の治療薬ということなら、一度その大病気が流行でもしない限り、大きく在庫は減らないだろう。

			　そんな俺の言葉を聞くと、ルルカは頭を抱えて唸(うな)り始めた。

			「い、一獲千金のチャンスが……」

			　そして、諦(あきら)めたようにうなだれる。

			「はぁ……どうしようかな、掲示板の依頼でも受けてこようかなぁ」

			　ルルカはどこか拗(す)ねたような表情で、ぽつりと呟(つぶや)く。

			「掲示板の依頼？　儲(もう)からないんじゃないか？」

			　それは冒険者ギルドの入り口にある掲示板に掲示された依頼のことだろう。

			　でもあれは、冒険者ギルドが出しているというわけじゃなく、都市の住人が個人的な依頼を張りつける場所だったはずだ。報(ほう)酬(しゆう)も、大(たい)概(がい)が安い。

			　なぜかといえば、街道の魔物退治や盗(とう)賊(ぞく)の討(とう)伐(ばつ)のような重要な仕事は街を守る騎士の仕事で、そうそう冒険者には回ってこないからだ。

			　冒険者にくるような依頼は畑を守ってくれ、害(がい)獣(じゆう)を駆(く)除(じよ)してくれ、といった個人的かつ小規模な依頼が多い。

			　ルルカのパーティーが迷宮でどこまで深く潜(もぐ)っているのかは知らないが、普通に迷宮に潜(もぐ)った方が儲(もう)かると思う。

			「シキは知らない？　えっとね、最近街の外になぜか魔物が多いらしくてさ。珍しいことに今は騎士団からの依頼があるんだよ。これが案外儲(もう)かるみたいでね。ゴブリンみたいな雑(ざ)魚(こ)でも、討(とう)伐(ばつ)すれば結構な額が騎士団からもらえるらしいんだよね」

			　普段、この街の防(ぼう)衛(えい)は、騎士団が担っている。

			　街道を巡回して盗(とう)賊(ぞく)を蹴(け)散(ち)らしたり、定期的に周辺の森や山に入って、魔物の数を減らしたりするのも騎士団の仕事だ。

			　しかし、このあたりはもともと魔物が多く出る土地ではない。

			　最近は戦争もないから、騎士団の人員もそう多くないと聞いたことがある。

			「へぇ。でも、街の外なんて危険な魔物もいるんだろ？　大丈夫なのか？」

			　街の外は迷宮のように出る魔物が階層によって決まっている、なんてことはない。

			　不意に強力な魔物にでくわすこともあるだろう。

			「このあたりにはあんまり強い魔物はいないはずだからねー。迷宮の外の魔物も何度か討(とう)伐(ばつ)したことあるし、大丈夫だと思うよ？」

			「まぁ、気をつけろよ」

			「……ところでさ、その花、どうしたの？　ユエルちゃんの頭以外にもたくさん飾られてるけど」

			　ルルカが、ユエルの頭の花(はな)冠(かんむり)を見て言う。やっぱり、気になりますよね。

			「あぁ、これは……」

			　どうしよう。下手に答えられない。

			　今は、一緒に花を買いに行ったユエルがいる。適当なことを言えば、ユエルが違和感を持ってしまうだろう。そう俺が悩んでいると――

			「お花屋さんを貸しきりにしたんですよね、ご主人様！」

			　ユエルが、笑顔でそう答えた。

			　あとで、なんて言わずにすぐにユエルの認識を修正する必要があったらしい。

			「……シキ、行ったの？　しかも、貸しきりにしたの？　ひ、一人で？」

			　ルルカがぎょっとした顔で聞いてくる。

			　俺は行こうとしたけど行ってない。貸しきろうと思ったけど貸しきってない。

			　特に使い道もないし、一〇万ゼニー全部を使ってしまおうかとも少し考えはしたけれど、考えただけだ。まだやってない。未(み)遂(すい)だ。無実である。

			「そ、それは、ほら、まぁ、なんていうかさ……」

			　俺は膝(ひざ)の上に座るユエルの後頭部に視線をやり、そしてルルカに視線を送る。

			　アイコンタクトだ。今、その話は不(ま)味(ず)い。

			　ユエルの前では、詳しいことは話せない。

			　ゲイザーは俺を娼(しよう)館(かん)に誘った。

			　しかし、それをユエルに知られてはいけない。

			　ユエルのご主人様は金で女を買うような、そんな人間ではないからだ。

			　清(せい)廉(れん)で、高(こう)潔(けつ)で、優しいご主人様なのである。

			　娼(しよう)館(かん)なんかには誘われないし、行こうとも思わない。

			　うんちだってしない。

			　そうでなければユエルのあの、キラキラとした尊敬の視線は得られない。

			　ユエルに持ち上げられることは、今の俺の楽しみの一つなのだ。

			　ただでさえ、ちょくちょくエリスにセクハラしているせいか、エリスの態度がきつくなっている。

			　ユエルの笑顔で癒(いや)されないといけない。尊敬の視線を浴びなければいけない。ユエルの理想のご主人様像を壊すわけにはいかないのである。

			　俺のアイコンタクトにルルカはゆっくりと頷(うなず)く。

			　わかってくれただろうか。ルルカは察しが良い。きっとわかってくれたはずだ。

			「わ、わかってるよ。うん、シキも……男、だもんね？　そういうことしたい時もある、よね？　しょうがないって、ちゃんとわかってるから」

			　駄目だ、全然わかってなかった。

			　ルルカは顔を赤らめ、しきりに指を組んだりほどいたりしながら、目線をあっちにこっちに向けている。

			　ふと目が合うと、パッと顔を逸らされた。やっぱり駄目だこれ。

			「わかってない！　お前は絶対わかってない！」

			「わ、わかってるから。ちゃんとわかってるから。男の人は、その、た、溜まっちゃうから……そういうところに行きたくなるんだって、わかってるから」

			　わかってくれてありがとう。でも、そっちじゃない。

			　いつもは胸を触らせたり押し付けたりしてくるのに、なんで今に限ってこんな反応なんだ。

			　純情か。

			　気を遣ってくれているようで、ユエルにわかるような決定的な単語が出てこないことだけが救いだろう。

			　ユエルは話の流れがわからないようで、首を傾げて何か考えこんでいる。

			　これならユエルの方は後で適当に誤(ご)魔(ま)化(か)せそうだ。

			　あとはルルカの勘違いをどう正すかだが……。

			「勘違いなんだよ、そうだ、後で、後で話そう！」

			「う、ううん、いいから、誤(ご)魔(ま)化(か)さなくても大丈夫だから。私はそういうの、全然気にしないから！」

			　気にしないでくれてありがとう。

			　でも、誤(ご)魔(ま)化(か)しているわけじゃない。

			　俺はそもそも娼(しよう)館(かん)に行ってない。貸しきって獣耳やエルフ耳のお姉さん相手にお代官プレイをしてみたい気持ちはあったけれど、行ってないのだ。

			　どうする。どうやって誤解を解く。

			　いや、そもそも気にしないと言ってくれているんだから、誤解を解く必要はないのかもしれない。

			　しかし、このままだとルルカの中で、俺は娼(しよう)館(かん)に通う人間。しかも、臨時収入があれば貸しきって豪遊するような、駄目な人だと思われてしまう。

			　事実俺はそういう人なわけだけれど、他人からそう思われるのはよろしくない。

			　やはり、誤解は解かねばならない。そんなことを考えていると――

			「え、えっと、ヒュージスライムの件は残念だったけど、何かおいしい話があったら誘ってね？　ま、また来るから」

			　――ルルカはもう用はすんだからとばかりに椅子から立ち上がろうとしていた。

			　立ち上がって引き止めようにも、膝(ひざ)の上にユエルが乗っているため、すぐには立ち上がれない。

			「ちょ、ちょっと待っ……」

			　俺は、逃げるように治(ち)療(りよう)院(いん)から出て行くルルカを、そのまま見送るしかなかった。

			　

			　ルルカが治(ち)療(りよう)院(いん)を去った後、入れ違いにエリスが帰ってきた。

			「今、あの冒険者の子が出て行ったみたいだけど、治療だったの？」

			　どうやら本当にちょうどのタイミングだったらしい。

			　エリスは髪をくるくると弄(いじ)りながら、なんだか不機嫌そうに俺を見ている。

			　……そういえば、俺が治(ち)療(りよう)院(いん)を追い出された理由、本当の理由は治(ち)療(りよう)院(いん)の金銭難だったのかもしれないが、きっかけ自体はルルカにした値引き行為だった。

			　俺とルルカの組み合わせに、あまり良い印象を持っていないのかもしれない。

			　これは返答次第では、一気に不機嫌になるだろう。

			「ね、値引きはしてないから」

			　一応言っておく。

			　そもそも今日は治療ではなかったし、多分、持ちかけられたらしていたけれど。

			　エリスはそんな俺を、真実を見定めるかのようにじっと見る。

			　そして、話題についていけない、というように頭を傾げるユエルに視線を向けてから、

			「そう。あぁ、治(ち)療(りよう)院(いん)、ありがとうね」

			　微笑(ほほえ)みながら、こう呟(つぶや)いた。

			　エリスはそれだけ言うと、買ってきた食材を使ってそそくさと料理を作り始める。

			　あ、あれ？

			　なんだろう、簡単に信用されてしまった。なんだかんだでエリスとは三カ月近く一緒に暮らしていた。

			　正直、そっち方面での俺の信用なんてゼロだと思っていたのだけれど。

			　エリスは一人、料理を作り続けている。

			　流れるような手際だ。いらだっているような様子もない。

			　耳を澄(す)ませてみれば、小さな鼻歌まで聞こえてくる。ご機嫌エリスさんだ。

			　いったいどういうことだろう。注意深くエリスを観察する。

			　と、気づいた。

			　エリスが、飾られた花やユエルの頭の上の花(はな)冠(かんむり)をチラ見している。

			　花か。花だったか。

			　どうやら図らずも、俺はエリスのご機嫌取りに成功していたらしい。

			　ありがとうゲイザー。ありがとうユエル。

			　

			　機嫌の良いエリスの作る料理は、いつにもまして味が良かった。

			　ユエルも一口食べるなり、目を見開いてぱくぱくと食べていた。

			　そして食事を終えて、風呂に入ったら、後は寝るだけだ。

			　寝巻きに着替え、アイテムボックスから歯ブラシを取り出し、歯を磨く。

			　この世界にもちゃんと歯ブラシはあるし、歯磨き粉もある。

			　さすがに現代日本のものと比べれば質は良くないけれど。

			　そしていつものように、リビングのソファーに腰掛けながら、シャコシャコと歯を磨いていると――

			「ご主人様は、料理の上手な人が好きですか？」

			　――先に歯を磨き終わったらしいユエルが、こんなことを聞いてきた。

			　突然どうしたんだろうか。あぁ、今日のエリスの料理が美味(おい)しかったからか。

			　どうだろう。上手いか下手かで言えば、それは上手い方が良いだろう。

			　ユエルがどれだけ料理ができるかは知らないが、できないよりもできる方が良い。

			　それに、多分そう言った方が、料理に取り組むモチベーションにもなるだろうし。

			　俺は歯を磨きながら、頷(うなず)く。

			「じゃあ、ご主人様は、エリスさんが好きなんですか？　け、結婚してしまうんですか？　む、胸も大きいし」

			　握り込んだ俺の歯ブラシが、ベキリと折れる音がした。

			「ユ、ユエル、確かに俺はエリスが好きだ。でも、もちろんユエルだって同じぐらい好きだ。俺は皆が好きなんだ。は、博愛主義なんだよ。それにユエルの胸も……多分、そのうち大きくなるから大丈夫だよ」

			　俺が言うと、ユエルはゆっくりと頷(うなず)いた。そして「大きく……」なんて呟(つぶや)きながら、自分の胸をペタペタと触り始めた。

			　思考は胸の方に逸れているようだ。

			　今のは危ない話題だった。ヒヤっとした。エリスとユエル、結婚相手として考えるなら間違いなくエリスだ、年齢的に。

			　でも、そんなことを言えばユエルは泣く。ここは誤(ご)魔(ま)化(か)すところだろう。

			　ユエルは自分の胸をペタペタと触り続ける。

			　確かに、毎日あのエリスの巨乳を見ていれば、劣(れつ)等(とう)感(かん)を感じてしまってもおかしくはない。

			　けれど、この話はお終いだ。

			　この話を続けても、嫌な方向に行く予感しかない。

			　そして、歯磨きを再開しようとして気づいた。

			「歯ブラシが……」

			　先端に近いところで、綺(き)麗(れい)に二つに折れてしまっている。

			　歯ブラシの棒(ぼう)部分は木製である。

			　大人の握力でちょっと握りこめば折れてしまう程度の強度しかない。

			　ユエルの言葉に驚きすぎて、ついつい力をこめてしまったらしい。

			　アイテムボックスの中を漁(あさ)ってみるが……替えはないようだ。

			　そういえば、前にもうっかり踏(ふ)み折ったんだった。

			　どうしようかと考えていると、ユエルが自分の歯ブラシを手に持って、じっと見つめているのが視界に入った。

			　何を考えているのかは知らないが、念のため、やんわりと釘(くぎ)をさしておこう。

			「誰かの歯ブラシを借りるっていうのも、良くないからなぁ」

			　仕方がない。

			　中途半端に磨いてしまって少々気持ち悪いけれど、明日の朝に歯ブラシを買いにいって、それで磨こう。そう考えたところで、ユエルに声をかけられた。

			「ご主人様」

			　ユエルが、俺を見ている。手には、いつの間に拾ったのか、折れた歯ブラシの先端を持っている。すでに、歯磨き粉は塗られているようだ。

			　そして、ニコリと笑って、こう言った。

			「私が、お手伝いします」

			　二、三センチ程度しかない歯ブラシの先端部分を手に持って、お手伝い。

			　言わんとしていることはわかる。

			　ユエルは、あの小さい歯ブラシの先端を使って、俺の歯を磨くつもりなのだろう。

			　しかし、前歯ぐらいならあの小さなブラシでなんとかなるとしても、奥歯はどうなる。

			　まさか、自分の指ごと俺の口の中にブラシを入れるつもりなのだろうか。

			　いや、いくらユエルでもそんなことはしな……いや、やる。

			　ユエルならやりかねない。嫌な予感しかしない。止めるべき。やめさせるべきだ。

			「ユエル、歯磨きはもう良いから、それをしまってくれ」と、俺は言おうとした。

			　けれど、それは叶(かな)わなかった。

			　俺が口を開いた瞬間――スルリと口の中に、ユエルの指が入ってきたからだ。

			　口を閉じることができなかった俺の喉から、言葉にならない声が漏(も)れる。

			　ユエルは「私に任せてください」と言わんばかりの表情で俺に笑いかけると、そのまま俺の歯を磨き出す。

			　客観的に見てみよう。歯ブラシが折れたから、幼い奴(ど)隷(れい)に歯を磨かせる。

			　どこのお代官様だ。どこの悪徳貴族だ。

			　文句なしにアウトである。止めなければならない。

			　止めなければならないけれど、すでにユエルの指は俺の口内に入り込んでいる。

			　やめさせようにも、喋(しやべ)ろうとすればユエルの細い指を噛むことになってしまう。

			　どうしようかと悩んでいるうちにも、ユエルは俺の歯をブラシで優しく擦(こす)り上げ、歯茎を指でなぞるようにマッサージし、頬(ほほ)の内側をこそげとるように磨いて行く。

			　ユエルは歯磨きに集中しているようで、俺の開いた口を覗(のぞ)きこむようにして見ている。

			　咳でもすれば、触れてしまいそうなほどの至近距離。

			　ユエルの生温かい吐(と)息(いき)が、首筋にかかる。

			　風呂に入ったばかりのせいか、ユエルが動くたびに石(せつ)鹸(けん)の香りがふわりと広がる。

			　やっぱり駄目だ。これは駄目だ。

			　さすがに不(ま)味(ず)いと俺が顔を引くと、ユエルは俺の肩を押し――

			　――俺をソファーの背もたれに向けて、押し倒した。

			　俺が深くソファーに倒れこみ、ユエルがその上から覗(のぞ)きこむような体勢だ。

			　……角度の問題で、口の中が見えづらかったのかもしれない。

			　そうだと信じたい。

			　ユエルは俺の口の中を食い入るように見つめながら、指を動かしていく。

			　前歯を、犬歯を、奥歯を、そして歯の裏、歯の隙間と……丹(たん)念(ねん)に、丹(たん)念(ねん)に時間をかけて磨き上げているのがわかる。

			「んっ……」

			　そして、やはり口の中は見にくいのか、ユエルが姿勢を変えた。

			　……俺の腰の上に跨(またが)るような姿勢に。

			　確かにしっかりと座った方がやりやすいとは思うけれど、なんでよりにもよってこの体勢なのか。

			　それでもまだ見難いのか、ユエルは座る位置を小刻みに変えながら、俺の口の中を磨いていく。

			　シャコシャコと、ブラシの音が。

			　ピチャピチャと、水音が。

			　そして微かに、ユエルの吐(と)息(いき)が。

			　そのまま、ユエルは歯を磨く。

			　ユエルはふとももをもじもじと動かしたり、頻(ひん)繁(ぱん)に俺の上で座り直したりしてはいるけれど、歯を磨いているだけだ。

			　それだけなのだけれど。

			　なぜ、ユエルは顔を赤くし、耳まで紅(こう)潮(ちよう)させているのだろうか。いや、この状況ならわからないでもない。距離が近すぎる。

			　あれか、エリスの胸へのコンプレックスが変な方向に向かってしまったのか。

			　ちょっとユエル的にも冒険してしまったのか。こんな冒険はいらなかった。

			　ふと、ユエルの指が歯を磨く手を止め、俺の唇を撫(な)でた。

			「っ……!?」

			　待ってほしい。今、なぜ指で唇を撫(な)でたのか。

			　今のは歯磨きに必要のない動作だった。駄目だ。

			　ユエルの表情が、なんだかやばい感じになっている。

			　ユエルが完全に盛り上がってしまっている。

			　ふとユエルが俺の口から目を離し、視線を上に向ける。俺と目が合うと、ユエルの体がピクンと震えた。

			「ご、ご主人様……ご主人様っ……」

			　ユエルはすでに耳まで真っ赤に紅(こう)潮(ちよう)し、目を見開いて俺を見ている。

			　歯磨きに相当集中していたようで、呼吸は浅く速い。

			　不意に、ユエルの空いた片手が、俺の頬(ほほ)を愛おしむように撫(な)でてきた。

			　俺とユエルはそのまま無言で見つめ合う。

			　五秒、六秒と経ったところで、ユエルの細い喉が大きく上下した。

			　……食べられる。引き剥(は)がさないといけない。

			　でも、ここで力任せにユエルを引き剥(は)がしたら……。

			　それはユエルを拒絶したことになるんじゃないだろうか。

			　ユエルからすれば、ただ献(けん)身(しん)的にご主人様の歯を磨いただけなのに、それを力ずくで拒絶するのか。

			　そんなことをすれば、ユエルはどれだけ傷つくだろうか。

			　俺が行動に移せずに迷っている間にも、ユエルは俺の顔をまじまじと見つめてくる。

			　力任せに引き剥(は)がすのはユエルが傷つく。でも、このまま何もしなければ、俺が傷物になってしまう。

			　どうする。俺はいったい、どうすれば……！

			「あなたたち、何してるのよ……」

			　瞬間、リビングの入り口が、ガラリと開けられた。

			　風呂上がりのエリスが、濡れた髪をタオルで拭(ふ)きながら、呆(あき)れたようにこちらを見ている。

			　機嫌がそこそこ良くなっているように見えるのは、風呂に浮かべておいたバラ科っぽい花びらがお気に召したんだろう。

			　ユエルはエリスを見ると、名残惜しそうに俺の唇を一撫(な)でし、パッと俺の上から飛びのいた。

			「お、終わりました、ご主人様」

			　そしてユエルは、名残惜しそうにそう言った。

		

	
		
			　

			第４話　治療する

			　

			「いやぁ、凄(すご)かったんだよ？　二メートルはある魔物でさ、熊みたいにおっきいの。それを私がこの剣でズバァーッとね？　そうそうこの剣、少しだけだけどアダマンタイトが混ざってるんだ。ちょっと前に、貯めてたお金使って買っちゃった」

			　ヒュージスライム狩りに乗り遅れたルルカが、騎士団から出された魔物の駆(く)除(じよ)依頼を受けようか、とぼやいていたのが数日前。

			　その依頼を達成してきたらしいルルカが、治(ち)療(りよう)院(いん)にやってきていた。

			「まぁ、結局その魔物に囲まれて、ちょっと怪(け)我(が)しちゃったんだけどね。やっぱりパーティーに前衛一人は辛いなーと思ったよ」

			　そう言って、俺の隣に座るユエルへと視線をやるルルカ。なぜユエルを見る。

			　そんな物欲しそうな目でユエルを見るのはやめてほしい。

			「ユエルはやらないぞ……って、あれ？　ちょっと待てよ。そういえば、この街の周りにはあんまり危険な魔物はいないって言ってなかったか？　なんでお前、そんな魔物と戦ってるんだよ」

			　以前、ルルカはこの街の周辺に危険な魔物はいないと言っていた気がする。

			　けれど今、ルルカは二メートルサイズの魔物と戦って、しかも囲まれたなんて言っている。

			　二メートルサイズの魔物なんて、それだけで危険な魔物だろう。

			　ルルカは適当な性格をしていそうだから、話を盛っただけという可能性はあるけれど。

			「あ、あはは、それはねー……最初は森の浅いところでゴブリンとかコボルドみたいな雑(ざ)魚(こ)だけ狩ろうって話だったんだけどね。騎士団からの報(ほう)酬(しゆう)が高いせいか、周りにライバルの冒険者がたくさんいてさ。このままじゃ全然儲(もう)からないってことで、ちょっと森の奥の方まで行ったんだ。

			　そしたら雨に降られたり霧(きり)に呑まれたりして迷っちゃってさ、森のかなり深いところまで行っちゃったみたいでねー。霧(きり)がすぐ晴れてくれたから良かったけど、危うく遭(そう)難(なん)するところだったよ」

			　ルルカは笑いながら、そんなことを言う。

			　魔物の出る森で遭(そう)難(なん)しかけて笑っていられるというのは、肝が太いのか、それとも脳天気なのか。

			　いや、ルルカたちには魔物に囲まれてもちょっと怪(け)我(が)をするだけで切り抜けられる実力があるということか。

			　このあたりの魔物にはそうそうやられない、という自信があったのだろう。

			　怪(け)我(が)してるけど。

			「まぁ、このあたりは森の奥でも強い魔物はめったに出ないはずだったんだけどね。運が悪かったみたい。あ、でも次からはちゃんと遭(そう)難(なん)対策もするから大丈夫だよ？　……さて、ずいぶん話しちゃったけど、そろそろ治療してもらおうかな」

			　そう言って、ルルカは椅子に座りながら、指をシャツの裾(すそ)に添える。

			　散々ルルカの長話につき合わされたが……やっとのようだ。

			　しかし今、すぐそばにユエルがいる。これからすることを、ユエルに見られるわけにはいかない。

			「あぁ、そうだユエル。なんだか喉が渇(かわ)いたな。熱いお茶が飲みたい、淹(い)れてきてくれないか？」

			「熱いお茶、ですか？」

			　ユエルが疑問形で返す。

			　まだ春ではあるが、今日は少し気温が高い。なぜ、わざわざこんな暑い日に熱いお茶なんか、と考えているのだろう。

			　答えはユエルにこれからすることを見られないためだ。

			「あぁ、熱いお茶だ。沸(ふつ)騰(とう)したお湯で淹(い)れた、熱々のお茶が飲みたいな。いいか、ちゃんと沸(ふつ)騰(とう)させるんだぞ？　あと、危ないから絶対に火から目を離すなよ？」

			「はい！　ご主人様！」

			　俺の言葉に、ユエルは元気に返事をして、台所へ駆けて行く。

			　なんだか少し罪(ざい)悪(あく)感(かん)のようなものが湧(わ)かないでもないが、これは仕方がないことだ。

			　そう、仕方がないことなのである。

			　そういえば、最後にルルカと値引き交渉をしたのはいつだっただろうか。

			　ずいぶんと前だった気がする。二週間ぐらいはあいていそうだ。

			　このチャンスを逃すわけにはいかない。

			　と、考えていると――

			「え、えっと、別に今日は値引きとかはしてもらわなくても……いいよ？」

			　ルルカが、こんなことを言い出した。

			　そして俺に腹部の傷を見せる。ほんの少しだけ、シャツの裾(すそ)を捲(まく)りあげて。

			　ほんの少しだけ、である。

			　……この子はいったいどうしてしまったんだろうか。

			　ユエルは台所、エリスも今は近所の老人の家に出張治療に行っている。

			　以前はエリスが見ているかもしれないような、ギリギリの状態でもノリノリで値引き交渉を仕掛けてきたというのに。

			「よ、四〇〇ゼニーだぞ？」

			「うん。値上がりしたんだよね？　わかってるよ。ヒール、お願いね」

			　おかしい。

			　四〇〇ゼニーという、以前と比べて高い治療費。

			　いつもなら、間違いなく値引き交渉に突入するはずである。

			　怪(け)我(が)が腹部なら、ルルカはシャツを胸ギリギリまで捲(まく)りあげ、まずはほどよく引き締まった腹部、そして綺(き)麗(れい)にくびれた細い腰をこれ見よがしに晒(さら)す。

			　そこで俺がもう一声かけると、ルルカはシャツをさらに少しだけ持ち上げて、下着に包まれた下乳をチラチラさせる。

			　俺は苦悩し、葛(かつ)藤(とう)の果てに仕方なく、それはもう仕方なく治療費を値引きする。

			　こうなるはずだった。ところが今はどうだろう。

			　ルルカはチラチラと俺の様子を窺(うかが)いながら、ほんのわずかにシャツを持ち上げるのみ。下乳や腰のくびれどころか、ヘソすら見えていない。

			　見えるのはシャツとショートパンツの隙間に見える、手のひらサイズすらない肌色と、その中にある小さな切り傷だけである。

			「ねぇ、シキ……早く……」

			　そんなことを考えながら、腹部の傷を見ていると、ルルカがボソリと呟(つぶや)いた。

			　なんだろう。

			　これからはおしとやかな清純派で行きますとか、そんなイメージチェンジか何かなんだろうか。

			　確かに恥じらいはあった方が良いけれど、ルルカだってもともと恥じらいがなかったわけではない。

			　自分から見せているけど、恥じらっている、あの感じが良かったのに。

			「ね、値引きはいいのか？」

			　ついつい、口からそんな言葉が出てしまう。

			　間違っても治(ち)療(りよう)院(いん)側から出すような言葉ではないけれど、言わずにはいられない。

			「お金はあんまりないけど……でもシキ、ムラムラしたら……その、娼(しよう)館(かん)に行くんでしょ？だったらやめようかなって。べ、べつにそれを気にしてるっていうわけじゃないんだけどね？」

			「誤解！　それ、誤解だからっ……！」

			　

			「なんだ、そういうことだったんだ。あはは、早とちりしちゃったんだね」

			「……わかってくれたようで何よりだよ」

			　ユエルがお茶を淹(い)れている間に、なんとかルルカの誤解は解くことはできた。できたのだが……。

			「ご主人様、お茶がはいりました」

			　その話が終わると同時に、ユエルがお盆にお茶をのせて持ってきた。

			　そして、いつものように俺の近くにちょこんと座る。

			　いくら誤解を解けても、値引き交渉をする時間が残っていなければ意味がない。

			　俺はルルカからキッチリと四〇〇ゼニーを受け取って、お茶を淹(い)れてきたユエルの頭を撫(な)でてから、やたらと熱いお茶を飲み干した。

			　

			　そしてルルカが帰った後も、治(ち)療(りよう)院(いん)で治療を続ける。

			　ここ数日で、治(ち)療(りよう)院(いん)には少し客が増えた。多分、騎士団が魔物の討(とう)伐(ばつ)依頼を出したことが原因だろう。

			　街の中心から遠く、街の外縁に近いこの治(ち)療(りよう)院(いん)は、最近外で魔物を狩るようになった冒険者にとっては使いやすいのかもしれない。

			　俺が熱々のお茶が好きだと勘違いしたユエルが、湯のみが空になるたびに甲(か)斐(い)甲(が)斐(い)しく熱々のお茶を淹(い)れてきてくれる中、ヒールで客の怪(け)我(が)を治したり、たまにハイヒールを使って大怪我を治したり、ヒールを使って舌の火傷を治したり。

			　そんな日常が過ぎていった、その夜。

			　ドンドン、と何かを叩くような音で目が覚めた。

			　まだ外は暗い。体感的に多分、深夜だろう。

			「……玄関ね。こんな時間に何かしら」

			　隣のベッドでエリスが体を起こし、眠たそうに目をこする。

			　確かに、音は玄関の方向から聞こえている。

			　誰かが玄関のドアを叩いているのだろう、こんな深夜に。

			　こんな時間の来客……わざわざ玄関をノックしているのだから、空き巣や強盗の類ではないのは間違いないけれど。

			「シキ、シキ！　お願い、起きて！」

			　ふと玄関のドアを叩く音が止まったと思えば、切(せつ)羽(ぱ)詰(つ)まったような、聞き覚えのある声が聞こえてきた。ルルカの声だ。

			　何かあったんだろうかと思いつつ、玄関に向かう。

			「どうしたんだよ、こんな時間に」

			　ドアを開けると、息を切らせ、肩を上下させるルルカがいた。

			　どうやらこの治(ち)療(りよう)院(いん)まで走ってきたらしい。ルルカの表情からは、必死そうな雰囲気、焦りのようなものが感じられる。

			　深夜に若い体を持て余し、我慢しきれず夜這いに来たとかではなさそうだ。

			「良かった、起きてた！　お願い、一緒に来て！　フランとセラがっ……倒れちゃったの！」

		

	
		
			　

			第５話　深夜の治療

			　

			　早く早く！　と急かされながら、ルルカと夜の街を進む。

			　時間も時間なので、ルルカの宿に向かうのは俺とルルカの二人だけだ。

			　ルルカの話によれば、夕食を終えて装備の整備をしていると、フランとセラが突然高熱を出して倒れた、ということらしい。

			　治(ち)癒(ゆ)魔法をかけてもらいたいけれど、時間はすでに夜。ほとんどの治(ち)療(りよう)院(いん)が閉まっているから、知り合いの俺を呼びにきたとのこと。

			　二人がほぼ同時に熱を出したというところが気になるが、理由に関しては心当たりがないらしい。

			　夕食は三人同じ食事をとったということなので、何か悪いものを食べたというわけでもなさそうだ。ルルカはピンピンしているわけだし。

			　そういえば昼間に、ルルカたちは依頼中に森の中で遭(そう)難(なん)しかけたとか言っていた。

			　多分、街に戻って溜まっていた疲労が出たとか、そんな感じだろう。

			　そしてしばらくして、ルルカたちの泊まる宿にたどり着いた。

			　迷宮に近すぎず遠すぎず、可もなく不可もなくといったごく普通の宿だ。

			　前に俺とユエルが泊まっていた宿よりは高そうではあるけれど。

			　そんな宿の中に入り、二階のとある部屋、鍵(かぎ)付きの扉をルルカが開ける。

			　そこそこ広い、ベッドが三つある部屋。そのベッドには二人の女の子が寝かされていた。

			　たしか、金髪貧乳の方がフランで、青髪巨乳の方がセラだ。
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			　二人の顔は高熱のせいか紅(こう)潮(ちよう)し、肌には玉のような汗が浮かんでいる。

			　二人とも毛布は被っておらず、毛布はぐちゃっとベッドの隅によせられていた。暑かったのだろうか。

			　服装は寝巻きではなく、普段着だ。どうやらルルカは二人を介(かい)抱(ほう)したり、着替えさせたりするよりも、俺を呼ぶことを優先したらしい。

			　呼吸を荒らげ、目を閉じる二人の姿は、確かに辛そうだ。

			　しかし、なんというか、これは……。

			「ねぇシキ、こんな時間にわざわざ来てもらって言うのもちょっと心苦しいんだけど、寝てるフランとセラを凝視するの、やめてほしいな」

			　二人を見ていると、ルルカがこんなことを言い出した。

			　そう、寝ているフランとセラの姿はなんというか、目に毒なのだ。

			　今は普段着ているような服だからちょっと気になるかなという程度だけれど、これが薄手の寝巻きなら、汗で濡れて肌に張り付いたりして、もっとあられもない感じになっていただろう。

			　もしかして、だからルルカは二人を寝巻きに着替えさせなかったのだろうか。

			　ルルカは、俺が治療にかこつけて二人に何かするんじゃないかと疑っていたのかもしれない。

			　失礼なことである。

			「ルルカ、勘違いしないでくれよ。これは病状を観察しているだけだ」

			「……観察？」

			「あぁ、病気の治療法っていうのは、その病気によって違うんだよ。例えば体内に毒素が溜まってしまうような病気なら、ヒールだけじゃなくディスポイズンも必要になるだろ？　フランとセラのことを考えれば、病気に合わせた対処が重要、だから、今しているような入念な観察が必要なんだ」

			　俺はルルカに向かって断言する。

			　二人が同時に病に倒れた、その理由が何なのかはわからない。

			　毒のあるものを食べた、ということならディスポイズンが必要だし、ただの疲労からくる高熱ならヒールで十分。

			　俺だって、下心だけで二人を見ていたわけじゃない。

			　魔法の使い分けが重要だからこそなのである。

			　まぁ、どうであれ最終的にはヒールとディスポイズン両方かけるんだけど。

			　俺にこの世界の病気の知識とか、あんまりないし。

			「そ、そうなんだ。ごめんね、勘違いして。わざわざこんな時間に来てもらったのに。……でも、フランのスカートの裾(すそ)とか、セラの胸元はあんまり見ないであげてね」

			　ルルカは半信半疑といった表情で、しかしそれでも俺に言葉の上では謝罪する。釘(くぎ)も刺されたけど。

			　まぁ、見た限りではただの高熱だ、心配することもないだろう。

			　サクっと治療を済ませよう。

			「わかればいいんだよ」

			　ルルカから視線を戻し、寝ている二人に目をやると、フランの短いスカートの裾(すそ)からは汗に濡れた華(きや)奢(しや)な太ももがチラリと覗(のぞ)き、そして、セラの胸は浅い呼吸を繰り返し、ふるふると揺れていた。

			　俺が近づいても二人は特に反応を示さない。

			　眠っているのか朦(もう)朧(ろう)としているだけなのかはわからないが、意識はないようだ。

			　そして、俺が早速治療に入ろうとすると――

			「ねぇシキ、ちょっと待って。なんでセラの服のボタンに指をかけるの？」

			　――ルルカがストップをかけてきた。もちろん理由はある。

			「それはな、病気で体力がない時は、胸元を緩(ゆる)めて呼吸をしやすくすることが大切だからだ」

			「……そうなの？」

			「あぁ、胸元をはだけさせれば呼吸は楽になるし、熱だって籠(こも)らなくなる。ほら、セラを見てみろよ。胸が服で圧迫されて、苦しそうだろ？」

			「そ、そうなんだ、ごめんね、勘違いして。でもそれはしなくていいから、治(ち)癒(ゆ)魔法だけお願いね？」

			　少し安心したような、でも不安そうな、そんな表情をするルルカ。

			　きっと本気で言っているのか、それとも嘘(うそ)なのか、確信が持てないのだろう。

			「あぁ、セラの病状をじっくりと、念入りに確認してからな」

			　俺の言葉を聞いて、ルルカが俺とセラの間に体を入れる。

			　いくらなんでも警戒しすぎだと思わないでもないけれど、それだけ仲間のことが大切なのかもしれない。しかしこれでは治療すらできない。

			　仕方がないので、逆側のベッドに寝ているフランに向き直る。

			　そういえばこいつは、初対面からなかなか失礼なやつだった。

			　別にもう根に持ってはいないけれど、こうして顔を見ているとなんだかもやもやとしたものがこみあげてくる。

			　しかし、ルルカに治療を頼まれてこの宿まで足を運んでおいて、フランだけは治療しません、なんてことも言えないだろう。

			　俺も目の前の病人を放置するつもりはない。

			　だが、俺がフランの治療に入ろうとすると――

			「……ねぇシキ、ちょっと待って。なんでフランのスカートをめくろうとしてるの？」

			　ルルカにストップをかけられた。これにももちろん理由がある。

			「このムカつく女のパンツを見ておいてやろうかと」

			「は、離れて！　フランから今すぐ離れて！」

			「じょ、冗談だって、本気にするなよ」

			「本気にしか聞こえないから心配なんだよ……」

			　ルルカが疲れたような顔でため息をつく。

			　そんなに不安なら俺以外の治(ち)癒(ゆ)魔法使いを連れてくればよかったのに。

			　深夜だし、他に来てくれそうな知り合いがいなかったのかもしれないが。

			　しかし、さすがに冗談が過ぎただろうか。ただの高熱とはいえ、そろそろ真面目に治療をしよう、と考えたところで、ふと、ソレが目に入った。

			「ん？　なんだこれ……」

			　さっきめくろうとして摘(つま)んだせいか、少しだけめくれあがったフランのスカート。

			　そこから覗(のぞ)くフランの内(うち)腿(もも)に気になるものを発見し、スカートを持ち上げる。

			　気になるものとは、パンツのことではない。

			「あっ！　めくった！　シキ、最低、最低だよ！」

			　ルルカが喚(わめ)いているが、俺はフランのピンク色のレースで飾られたパンツを見るためにスカートをめくったわけではない。

			　大義名分がある。めくる必要があったのだ。

			　きっとルルカも許してくれる。俺はソレを指差しながら言う。

			「いや、違うって。ルルカも見てみろよ、これ」

			　フランの内(うち)腿(もも)にある、明らかに自然にできたものではない、毒々しい紫色の発(ほつ)疹(しん)。

			　それが体の中心から広がるように、フランの太ももを冒していた。

			「見てみろって……って、う、うわぁ、なにこれ!?」

			　ルルカはフランの太ももにある紫色の発(ほつ)疹(しん)を見て、丸見えになったフランのパンツを隠すことも忘れて驚く。

			「こんな症状、今まで治(ち)療(りよう)院(いん)でも見たことないな。多分、これが病気の元か何かじゃないか？　ルルカ、ちょっとセラの方も脱がせてみてくれよ、もしかしたら同じ発(ほつ)疹(しん)があるかもしれない」

			「う、うん、わかった」

			　俺の言葉に、ルルカはセラの服に手をかけて、そしてハッとしたような顔で俺を見る。

			　どうしたんだろうか。

			「一度、部屋から出ていってくれるかな」

			「おかまいなく」

			「出てって！　お願いだから出てって！」

			　

			　少し部屋の外で待ってから、部屋の中に戻ると、

			「やっぱり、紫色の発(ほつ)疹(しん)があったよ」

			　セラの服の中を確認したらしいルルカが言った。やはり、二人共通の症状だったらしい。

			「何か心当たりはないのか？　森で遭(そう)難(なん)してそこらへんに生えてたキノコを食べたとかさ」

			「た、食べてないよ。森の中で迷いはしたけどアイテムボックスにちゃんと食料は入ってたし。まぁ、私も調べてみるけど」

			　しかし、原因がわからない。まぁ、この世界の病気の知識なんて俺はほとんど持っていない。

			　俺は一応、客が少ないといっても三ヶ月、エリスの治(ち)療(りよう)院(いん)で治療をしていたから、メジャーな病気だけは知っているつもりだけれど、それでもこの世界の一般人と同レベルだろう。

			　考えても仕方がないか。

			　とりあえず、二人にヒールをかける。

			　二人の体が暖かな光に包まれて、呼吸が穏やかになる。効果はあるようだ。

			　今度はディスポイズンをかけると、フランの太ももの発(ほつ)疹(しん)が消えた。

			　二人は穏やかな表情で眠っている。

			　ルルカにセラの方も確認してもらったが、そっちもしっかりと消えていたようだ。

			　念のため、ハイヒールもサービスでかけておく。

			　ハイヒールならたいていのものはなんとかなるだろう。

			「これで大丈夫だろ」

			　しかし、深夜に叩き起こされたせいか、やはり眠い。

			　俺はルルカから治療費をもらって、治(ち)療(りよう)院(いん)に帰ることにした。

		

	
		
			　

			第６話　騎士

			　

			　フランとセラの治療をした翌日。

			　治(ち)療(りよう)院(いん)の窓から外を眺めながら、俺はとあることについて考えていた。

			　この対応次第で、俺のこれからの人生が変わるかもしれない。そんな重大な悩みについて、である。

			「ユエルちゃん、クッキー焼いたんだけど、食べる？」

			「……！　ありがとうございます、エリスさん！」

			　治(ち)療(りよう)院(いん)の中を見渡せば、三時のおやつにお菓子を作ったらしいエリスと、満面の笑みでそれを受け取り、俺のもとに駆け寄ってくるユエルの姿がある。

			　一つつまむと、クッキーは口の中でホロっとほどけるようにして崩れた。美味(おい)しい。

			　しかし、これは悩みとは関係ない。

			「ユエルちゃん、おいしい？」

			「おいひいへふ！」

			　今日エリスが着ている修道服の胸回りのサイズが、微妙に合っていないことも。

			　それをもったいないからと着続けているエリスの胸元の張り具合が、とっても気になることも。

			　ユエルがクッキーを口一杯に頬張ってそれはもうおいしそうに、幸せそうにもぐもぐしていることも、俺の悩みとは関係ない。

			　俺の悩みは、ただ一つだ。

			　窓から見える、簡素な造りの治(ち)療(りよう)院(いん)の門。

			　そこに半身を隠すようにしながら、鎧(よろい)を着込んだ緑髪の女がこちらを覗(のぞ)いているのである。

			　見覚えのない、知らない女だ。

			　ユエルもエリスも気づいていないあの女にどう対処するか、そのことに俺は頭を悩ませていた。門にいる女が、ただの女なら良かった。「なんだ、俺のファンか」で済んだ。

			　しかし、彼女の顔に見覚えはないけれど、彼女の着ている鎧(よろい)、あの鎧(よろい)には見覚えがあった。

			　時には街の門で警備をしている姿を。

			　時には暴れる犯罪者らしき人物を取り押さえる姿を。

			　街の外に魔物を討(とう)伐(ばつ)しに行くのか、隊列を作って門から出て行くところも見たことがある。

			　……あれは、この都市の騎士団の鎧(よろい)だ。

			　なぜ、騎士団の人間が、こんな個人経営の治(ち)療(りよう)院(いん)を覗(のぞ)いているのか。それも、まるで監視をするかのように。

			　まず思いつくのは、あの女騎士がこの治(ち)療(りよう)院(いん)に治療に来た、というパターン。

			　しかし、これはない。

			　騎士団には、騎士団専属の治(ち)癒(ゆ)魔法使いがいるはずだ。

			　それも、ハイヒールを使える程度には優秀なのが。

			　俺もヒュージスライム乱(らん)獲(かく)以降、冒険者の間ではハイヒールが使える腕の良い治(ち)癒(ゆ)魔法使い、という感じに認識されてはいるけれど、エクスヒールを使っているところを見せたりはしていない。

			　エリス、ユエル、エイトたちを除けば、俺はただのハイヒールが使える程度の治(ち)癒(ゆ)魔法使いにしか見られていないはずだ。

			　奴(ど)隷(れい)市場ではエクスヒールが使えると言ったこともあるけれど、あれはろくに信じてすらもらえなかった。

			　同じ程度の実力の治(ち)癒(ゆ)魔法ならば、身内の治(ち)癒(ゆ)魔法使いのところで無料でやってもらうことを選ぶはず。

			　それにそもそも、門の所からこっちを覗(のぞ)いているだけで、治(ち)療(りよう)院(いん)に入ってすらこない。

			　治(ち)療(りよう)院(いん)に来ているのに、あの女騎士の目的は治療ではない。

			　つまりこれは、客としてではなく騎士として、仕事を果たしにきたと考えるべきだろう。

			　その仕事とは、そう、犯罪者の捕(ほ)縛(ばく)。

			　騎士が街の中でする仕事といえば、これである。

			　誰を捕(ほ)縛(ばく)しにきたのか。

			　考えるまでもない。俺だ。

			　エリスもユエルも罪を犯すようなタイプじゃない。

			　法と命を天(てん)秤(びん)にかけなければならないような切迫した状況なら別かもしれないが、日常生活の中で犯罪じみた真似をしたりはしないだろう。

			　けれど、俺はどうだろう。

			　俺はセクハラが原因で治(ち)療(りよう)院(いん)を追い出されるような人間である。

			　清純なシスターの風呂を覗(のぞ)いたこともあれば、酒場のウェイトレスの尻(しり)を撫(な)でたこともある。

			　知り合いの冒険者の胸を揉(も)んだこともあれば、スカートをめくったこともある。

			　記憶に残らないような細かいことまで合わせれば、似たようなことを今まで何件もやっている。

			　……誰か一人ぐらい、通報していたっておかしくはない。

			　いや、でも、さすがにそんなことで騎士がわざわざ捕(ほ)縛(ばく)に来るとは考えにくい。

			　まだ厳重注意レベルだろう、多分。

			　しかし、俺は以前に金を稼ごうとして、違法な賭(と)博(ばく)場に足を運んだこともある。

			　あの時は一応、周りに合わせて顔を隠していたが。

			　心当たりがないわけでもない。

			　というか、それぐらいしか騎士が治(ち)療(りよう)院(いん)の前で張り込んでいる理由が思いつかない。

			　いや、まだエリスの個人的な知り合いという線が残っていたか。

			　俺のストーカーという可能性もゼロじゃない、ゼロではない。

			　本当に騎士が俺を捕まえようとしているならどうせ逃げられないだろうし、ポジティブに行こう。

			　と、そんなことを考えていると、門の前にいた女騎士が動き始めた。

			　女騎士はブンブンと頭を振って、グッとガッツポーズを作ると、決意を秘めたような顔付きで、門の内側へと歩みを進めた。

			　そして、女騎士によって治(ち)療(りよう)院(いん)の入り口の扉が開かれた。

			　俺、ユエル、エリスの視線がその女騎士に集中するのもかまわずに、彼女は口を開き――

			「め、メルハーチュ騎士団所属、マリエッタと申しみゃす！　本日はこ、こちらに優秀な治(ち)癒(ゆ)魔法使いがいるとうきゃがってまいりまひた！」

			　

			「あの、粗茶ですが」

			「あ、その、お、おかまいなく」

			　自己紹介を噛んで慌てふためいていた女騎士をとりあえず椅子に座らせ、お茶を出すエリス。

			　エリスはなぜ騎士なんかが治(ち)療(りよう)院(いん)にやってきたのかと怪(け)訝(げん)そうにしながらも、俺にチラチラと視線を送っている。

			　どうやらエリスの知り合いではなかったようだ。

			　この女騎士、マリエッタも俺のことは知らないようだし、ストーカーという線もなさそうだ。ないとは思っていたけれど。

			「な、なぁ、マリエッタ……さんは、なんでずっと治(ち)療(りよう)院(いん)の外から、こっちを見てたんだ？」

			「え、えっと、すみません。私、人見知りが激しくて。知らないところに入るとなると、タイミングがなかなか……あ、あの、それと、呼び捨てにしていただいてかまいませんので」

			　……。

			　なるほど。

			　彼女、騎士団のマリエッタさんは、どうやら治(ち)療(りよう)院(いん)を見張っていたわけではなく、治(ち)療(りよう)院(いん)に入るタイミングを窺(うかが)っていただけだったようだ。なんて紛らわしい。

			「それで、騎士さんがこの治(ち)療(りよう)院(いん)に何の用なの？　治療に来たわけじゃ、ないのよね？」

			　エリスが言う。

			　確かに彼女の身体を上から下まで見ても、怪(け)我(が)らしきものは見当たらない。

			　しかし俺を捕(ほ)縛(ばく)しにきた、というわけでもなさそうだ。

			　マリエッタから、これから犯罪者を捕らえよう、といったような緊張感は感じられない。

			　態度も下手な感じだし、おどおどしている。なんだか雑用を押し付けられた気の弱い女の子って感じだ。

			「ええっと、こちらにシキさんという治(ち)癒(ゆ)魔法使いがいる、と聞いてきたんですが……」

			　おずおずと、俺の方を見ながらマリエッタが言う。

			「俺か？」

			「は、はい。えっと、何から話せば良いか……あっ、最近この都市の周辺で魔物がよく現れるようになった、というのはご存知ですか？」

			「あぁ」

			　前にルルカが話していたアレだろう。そういえば、討(とう)伐(ばつ)依頼は騎士団から出されていたんだったか。

			「えっと、今朝方、このたびの魔物の増加の原因が判明したんです。それで、その解決のため、できるだけ有能な治(ち)癒(ゆ)魔法使いを急いで集めてこいとの団長の指示がありまして。

			　あの、その、冒険者ギルドで提供していただいた情報によれば、いつも幼い少女を連れ回す幼女趣味ではあるものの、シキさんは複数回のハイヒールの使用も可能な、優秀な治(ち)癒(ゆ)魔法使いだとか。……魔力、かなり多いんですよね？」

			　恐る恐る、という感じでそう言うマリエッタ。確証はなさそうな雰囲気だ。

			　多分、噂(うわさ)程度の話を辿ってきたんだろう。一緒に根も葉もない酷(ひど)い噂(うわさ)も聞いてきたようだが。

			　エリスの視線が少し痛い。

			　しかし、それでわざわざ治(ち)療(りよう)院(いん)まで来るということは、なんだか理由がありそうだ。

			「んんっ……あー、確かに魔力は人より少し多いけど……でも騎士団にだって、治(ち)癒(ゆ)魔法使いはいるだろ？　ハイヒールぐらいは使える優秀なのが。なんだって今さら治(ち)癒(ゆ)魔法使いを集めてるんだ？　あと、ロリコンじゃないからな？」

			「え？　えっと、はい。あの、今回の魔物の増加の原因となった魔物が……クランクハイトタートルと呼ばれる、ちょっと特殊な魔物なんです。この魔物は大きな亀の魔物で、獲物を発見すると周囲数十メートル、個体によっては一〇〇メートル以上に特殊な毒霧を発生させて、獲物を弱らせるという厄(やつ)介(かい)な特性がありまして。

			　えっと、この毒霧に対処するには、定期的にヒールを使って、症状の発生を抑える必要があるんですが、現状の騎士団の人員だけでは治療が追いつかないだろう、というのが団長の判断でして」

			　クランクハイトタートル。

			　名前は初めて聞いたけれど、厄(やつ)介(かい)そうな魔物だ。

			　ゲームで言えば範囲毒攻撃をしてくるボスモンスターという感じだろうか。

			　魔物の増加の原因、とも言っていたし、多分こいつが街に近づいてきたせいで、他の魔物が森から逃げてきたとか、そんな感じだろう。

			「もし間違って街にでも来たら大変そうね。あっ、でも、それならお客さんも……っ！　いいえ、なんでもないわ」

			　マリエッタの言葉に、エリスは何かを思いついたかのように目を見開いたが、即座に自分を責めるように首を横にブンブンと振った。

			　治(ち)療(りよう)院(いん)に客が増える妄想でもしたのだろうか。

			　……つい最近まで金銭的な苦労をしていたせいかもしれない。

			　そしてそのまま葛(かつ)藤(とう)するエリスを見ていると――

			　唐(とう)突(とつ)に、エリスの胸元のボタンが一つ、ぱつん、と音を立てて弾け飛んだ。

			　緩(ゆる)やかな放物線を描くボタン。一つボタンが外れて、わずかに開く胸元。

			　頭を抱えて、身を捩(よじ)ったりしながら罪(ざい)悪(あく)感(かん)と戦うエリス本人は気づいていないようだ。

			　刹(せつ)那(な)の瞬間に、服と服の間に生まれたデルタ地帯に視線が吸い寄せられそうになるが、ふと、そんな視界にユエルが映った。

			　ユエルは飛ぶボタンを見つめながら……あんぐりと口を開いて、自分の胸のあたりをスカスカと触りながら、呆然としていた。

			　そして一瞬だけ、ユエルと目が合う。

			　そんな目で見ないでほしい。

			　さすがに駄目だ。いくらなんでも無理だ。慰(なぐさ)めきれない。

			　……見なかったことにしよう。何も見なかったことにして、話を戻そう。

			「や、厄(やつ)介(かい)そうな魔物だな？」

			「えっ？　あっ、えっと、そうですね。クランクハイトタートルの毒は遅(ち)効(こう)性ですが、とても強力です。も、もし街にクランクハイトタートルが来るようなことになれば、治療が追いつかずに街には甚(じん)大(だい)な被害が出るでしょう。クランクハイトタートルは足も遅いですし、まだ森の奥にいるようなので、その点は心配する必要はありませんけど」

			　マリエッタは、エリスの胸元に一瞬視線を向けながらも、話を続ける。

			　空気の読める良い子だ。

			　エリスの服の隙間は、ユエルが落ち着いてから、じっくりとチラ見しよう。

			「森の奥にいるのに、討(とう)伐(ばつ)に行くって、ちゃんと場所はわかってるのか？」

			「え、えぇ、今朝早くのことなんですが、森に入ったらパーティーメンバーが変な病気になったから治療費を報(ほう)酬(しゆう)とは別に経費で欲しい、なんて言う冒険者がやってきまして。

			　彼女たちはクランクハイトタートルの毒霧をわずかに浴びたようなので、彼女たちが毒霧を浴びたという場所に行けば、そう遠くない場所にいるでしょう」

			　なんだか聞き覚えがあるような話だ。

			　ルルカだろうか。その図々しさはルルカな気がする。多分ルルカだ。

			　そうか、フランたちのあの発熱はそのクランクハイトタートルとかいう魔物が原因か。

			　毒霧をわずかに浴びて、遅(ち)効(こう)性のクランクハイトタートルの毒でああなったということか。

			　ルルカだけは森から帰ってきてすぐに俺のところで治(ち)癒(ゆ)魔法をかけてもらっていたから、遅(ち)効(こう)性の毒が発症しなかった、と。

			　そんなことを勝手に納得していると、マリエッタが居住まいを正して口を開いた。

			「クランクハイトタートルの移動速度は決して速くはありませんが、時間をかけすぎれば広い森の中、見失ってしまう可能性もあります。毒霧の対策のため、安全な討(とう)伐(ばつ)のため、優秀な治(ち)癒(ゆ)魔法使いであるシキさんには、ぜひ同行してほしいんです」

			　そして、真(しん)摯(し)な表情で俺にこう告げた後――

			「……あと、あの……胸のボタン、取れましたよ？　その、凄(すご)いですね」

			　エリスに向けて、そう言った。

			「えっ……？　あぁっ！」

			　マリエッタに指摘され、顔を赤くしながら急いで胸を隠すエリス。

			　そんなエリスを、ユエルは呆然としながら見つめる。

			　そして、ユエルがまた、表情を窺(うかが)うかのように俺を見る。

			　……俺にはユエルの胸をどうにかしてやることはできない。

			　俺にできることといえば、自分の胸をユエルに見せて「俺も同じだから気にするな、お揃いだな」と慰(なぐさ)めることぐらいだ。

			　もちろんそんなことをすれば、ユエルは泣く。やはり見なかったことにして、マリエッタと話を続けよう。

			「騎士団に同行してほしいっていうのは、俺だけなんだよな？」

			「えっと、は、はい、今のところはそうです」

			　マリエッタが、エリスの方に視線をやりながら言う。

			　少し含みがあるな。

			　今のところは、ということはそのうち声をかけることもあるかもしれないということなんだろうか。

			　有能な治(ち)癒(ゆ)魔法使いに断られれば、エリスみたいな普通の治(ち)癒(ゆ)魔法使いにも順番がまわってくる可能性はある、そんな感じかもしれない。

			　質が駄目なら、数を揃えるしかないわけだ。

			　しかしどうしよう。正直、面倒な気もする。

			　街の外には魔物が増えているというし、街の中で安全にエリスの胸でも眺めていたい気持ちはある。

			「他を当たってくれ」と言うのは簡単だ。でも。

			　……今、ユエルが俺を見ている。

			　そわそわとした表情で、じっと俺を見ている。

			　そして俺の目の前にいるのは、いかにも困っていそうな、気弱な女騎士。

			　用件は、皆が住む街を守るために力を貸してほしい、という内容。

			　高(こう)潔(けつ)で尊敬できる、博愛主義で誰よりも優しくて、そして格好いいユエルのご主人様としては、断ってはいけないような気もする。

			　そう、ユエルに、俺の人格について疑問を持たせてはいけないのだ。

			　今のユエルの瞳(ひとみ)は俺への尊敬でそれはもう曇(くも)りに曇(くも)りきっているけれど、それがなくなるといろいろ不(ま)味(ず)い。

			　具体的には俺がエリスの治(ち)療(りよう)院(いん)を追い出された理由とか、ルルカに治療と称して何をしていたのかとか、バレると不(ま)味(ず)い。

			　尊敬から軽(けい)蔑(べつ)への急転直下は間違いなしだ。

			　まぁ、騎士は罪を犯した冒険者崩れのチンピラを軽々と捕(ほ)縛(ばく)してしまう程度には強い。

			　その集団に守られて、そうそう危険な目には遭(あ)わないような気もする。

			　それこそ、森の中ではぐれて迷子になったりでもしなければ、大丈夫だろう。

			　それに、もしこの話を断って、俺の代わりに行った治(ち)癒(ゆ)魔法使いが死んだ、なんて話を後で聞いたりしたら後味が悪い。エリスが徴発されたりすればもっと不(ま)味(ず)い。

			　俺ならエクスヒールが使える分、そうそう死んだりはしないし、致(ち)命(めい)傷(しよう)を負った人間が出ても対応できる。

			　騎士団なんて、貴族と繋がりのありそうな人間にエクスヒールを見せるつもりはないけれど、もしもの場合を考えれば俺がついていくことは多分、最善だ。

			　そんなことを考えながらふと顔を上げれば、無言で悩む俺に断りの気配を感じたのか、マリエッタが涙目になっていた。

			　ちょっとかわいい。

			　自信なさげで、なんだか小動物みたいな感じがする。よく見れば、胸もそこそこだ。

			　そしてマリエッタは、少し俯(うつむ)いて、ビクビクしながらも俺の反応を窺(うかが)うように聞いてくる。

			「駄目、でしょうか？」

			「駄目じゃないよ」

			　全然駄目じゃない。

			　できれば謝礼を身体で払ってもらいたいぐらいだ。そんなことは言えないけれど。

			「ほ、本当ですか!?　よ、よかったぁ。教会の偉い方々には会うことすらできないし、よその治(ち)療(りよう)院(いん)に行っても本業があるからと断られてしまって。また断られたら、もうどうしようかとっ……！」

			　俺の言葉に、安(あん)堵(ど)の表情を浮かべるマリエッタ。

			　何かに納得したかのように、うんうんと頷(うなず)くユエル。

			　そうして、話が纏(まと)まりかけたところで――

			「ちょ、ちょっと待って、そんなの、危険なんじゃない？」

			　エリスが、羞(しゆう)恥(ち)に頬(ほほ)を染めながらも、口を開いた。顔は赤いけれど、表情は真剣だ。

			　そんなことより、今すぐに着替えに行った方がいいんじゃないだろうか。手で胸元を隠しているけれど、隠し切れていない。それとも、そこまで俺のことが心配なんだろうか。

			　やれやれ。

			　やれやれやれ。

			　まったくエリスは仕方がないな。そんなに俺のことが心配なのか。

			　そんなエリスに視線を向けると、エリスはさらに顔を赤くしてまくしたてた。

			「シ、シキが行くとなれば、ユエルちゃんだってついていくでしょう？　ユエルちゃんは戦えるけど、やっぱり心配よ」

			　あ、ですよね。そっちですよね。俺はそうそう死なないからね。治(ち)癒(ゆ)魔法も使えるからね。

			「わ、私は……どこであろうと、ご主人様についていきます！　ご主人様を、お守りします！」

			　そして、エリスの言葉にユエルがこう返す。

			　表情を見る限り、その決意はかなり固そうだ。

			　視線がチラチラとエリスの胸に向いているのが気になるけれど。

			「えぇっと、一応、個人的な護(ご)衛(えい)ということであれば、問題はありません。冒険者ギルドでシキさんの話を聞いた時にも、いつも一緒にいるダークエルフの少女は相当に強い、と聞いていますし。騎士団としても、シキさんの安全を保証はしますが……その、絶対というわけではありませんから」

			　騎士団としても護(ご)衛(えい)の同行を断ったりしておいて、その上で怪(け)我(が)でもされたら不(ま)味(ず)い、ということか。

			　正直、ここでマリエッタがユエルの同行を拒否してくれれば楽だったけど、騎士団のスタンスとして、そうはいかないようだ。

			　まぁ、ユエルはスキルを持っているし、迷宮で実戦の経験もある。足手まといにはならないだろう。連れていってもいいのかもしれない。

			　俺は行くけどユエルは待っていろ、と説得するのも難しいだろうし。これまでの経験的に。

			「あっ、でも、もちろん心配はいりませんよ？　しっかり騎士団で守りますから！　以前街道に出没したアーマーオーガの亜種でも、森の奥に住み着くフォレストコドラの群れでも、騎士団は後れを取ったりしませんので！」

			　聞いたことのない魔物だけれど、名前からなんだか強そうな雰囲気は伝わってくる。

			　このあたりにいる強い魔物を挙げたんだろうか。

			　エリスを見ると、難しい顔をしているが、これ以上は何も言わないようだ。

			　ユエルの顔を見て、説得が難しそうだと感じとったのかもしれない。

			「そ、それでは、今日は失礼しますね。出発は明日の早朝、街の南門に集合でお願いします」

			　そして、マリエッタは最後にそう言うと、はっとしたようにエリスを見て――

			「……あ、あと、その、できれば教えてほしいんですが……どうすればそこまで大きくなるんですか？　や、やっぱり……揉(も)んだりすると良いんでしょうか？」

			　――エリスにそう聞いたのだった。

			　

			　マリエッタが帰ってからのユエルの表情は暗い。

			　エリスは胸を育てるために、胸を揉(も)んだりなんてしていない、とマリエッタに言っていた。

			　そして、特別なことは何もしていないと、手をブンブンと振りながら、恥ずかしそうに説明していた。

			　そのせいだろうか。

			　今、ユエルに声をかけるのはやめておこう。

			　マリエッタが言った「揉(も)むと大きくなる」なんてことを真に受けている可能性もないでもない。お願いされてしまう可能性もある。

			　

			　それからしばらくすると、立ち直ったらしいユエルの方から、俺に声をかけてきた。

			　少し表情がぎこちないような気もするけれど。

			「ご主人様、買い物に行きませんか？」

			「買い物？」

			「はい、街の外に出るなら、相応の準備をしたいです。それに、その……」

			　そして、ユエルが自分のバンクカードを握りしめ、もじもじとし始めた。

			　なるほど。わかった。

			　たまに時間を見つけては行っていた酒場のアルバイト。

			　あれは、ユエルが自分でつくったお金で俺に贈り物をしたい、という理由から始めたものだった。

			　そして、最近ユエルは自分のバンクカードの残高をよく見つめていた。

			　ついに、お金が溜まったということだろう。

			　それからユエルに言われるがまま街に出て、ナイフの予備を増やしたり、食糧やらサバイバルグッズやらを購入した後のこと。

			　ユエルに手を引かれた俺は……街の中央付近にある、アクセサリーショップにやってきていた。

			　チラリと商品棚を見てみると、多くの種類の指輪や腕(うで)輪(わ)、ピアスやイヤリングが並んでいる。

			　なんだろう、少し嫌な予感がする。

			　もしかして、ユエルから指輪をプレゼントされてしまうんじゃないだろうか。

			　それも、左手の薬指にはめるようなやつを。

			　ユエルが精一杯働いたお金をはたいて指輪を買って、そして期待を込めた純粋な瞳(ひとみ)で見つめられたとしたら、俺はそれを無視できるのだろうか。

			　俺に指輪を渡した後、どこの指につけるかをその青い瞳(ひとみ)でじっと見つめるユエル。

			　俺が左手の薬指以外の指につけようとすると、それを見て涙ぐむユエルの姿が簡単に想像できる。

			　もしそんな状況になれば、俺は薬指に指輪をはめてしまうかもしれない。

			　そして、治(ち)療(りよう)院(いん)に帰ってエリスにドン引きされる、と。

			　そんな展開もありそうだ。そんなことを考えていると、ユエルが手に何かを持ってやってきた。

			「ご主人様、これ、その……お返しです」

			　ユエルがその手に持っていたのは……加工した魔石らしきものがあしらわれた、腕(うで)輪(わ)だった。

			「う、腕(うで)輪(わ)か」

			　良かった。指輪じゃなかった。指輪じゃなくて本当に良かった。

			「はい。ほんの少しだけですけど、致(ち)命(めい)的(てき)な攻撃を肩代わりしてくれる魔法がかかっているらしいです。発動すると、その……割れてしまいますけど」

			　ただの装飾品かと思えば、やけに実用的な一品だ。

			　いや、ユエルらしいといえばユエルらしいだろうか。

			　そして、高そうでもある。

			　わずかとはいえ魔法のかかったアクセサリー。

			　ユエルのバイト代なんて、全部なくなってしまうぐらいの値段がするのではないだろうか。

			　俺はユエルに一〇〇〇ゼニーぐらいのネグリジェを買っただけなのに。

			　そういえば、心なしかユエルの表情も暗いような気がする。やはり、吊り合っていないのかもしれない。

			「あぁ、店員さん、これと色違いのその腕(うで)輪(わ)もくれないか」

			「はい、えぇと、二万ゼニーになりますね」

			　……この腕(うで)輪(わ)、日本円換算だと二〇万円ぐらいか。

			　ホワイトデーですら三倍返しなのに、どうやらユエルは二〇倍返しをしてくれたようだ。

			　値段に少し引いてしまったが、まぁわずかとはいえ、魔法のかかったアクセサリーなら安い方だろう。

			　そして、代金を支払って店員に色違いの腕(うで)輪(わ)をもらい、なにやら落ち込んでいるユエルの腕につけてやる。

			「お揃いだな？」

			「っ……！　はい！」

			　ユエルはパァッと表情を輝(かがや)かせて、嬉しそうにその腕(うで)輪(わ)をそっと撫(な)でた。

		

	
		
			　

			第７話　イヤリング

			　

			　騎士団から、クランクハイトタートル討(とう)伐(ばつ)への参加要(よう)請(せい)を受けた翌朝。

			「行ってきますね、エリスさん！」

			　治(ち)療(りよう)院(いん)の門の前で、ユエルがエリスに向かって明るい声をかける。

			　けれど、対するエリスは複雑そうな表情だ。

			　エリスは昨日から、食事中も、寝る前も、俺の方を心配そうにチラチラと見ていた。

			　なんだかんだ言っても、やはり俺のことが心配で心配でたまらないのかもしれない。

			　ギュッと俺の腰に抱きついて眠るユエルを見たり、俺とユエルの腕にはまったお揃いの腕(うで)輪(わ)を見たりして微妙な顔をしてもいたから、俺がユエルに手を出さないかと、気が気じゃなかっただけかもしれないが。

			「行ってらっしゃいね、ユエルちゃん。その、本当に気をつけてね。……シキ、あなたもよ」

			　おっと。どうやら、エリスは本当に俺の身の安全を心配してくれていたらしい。良かった。

			　ユエルとお揃いの腕(うで)輪(わ)をしている俺を、ロリコン認定するエリスはいなかった。

			　そして、真面目な顔でエリスは続ける。

			「騎士にセクハラしたりなんかしたら、冗談じゃ済まないんだから。きっと、厳重注意でも済まないわ。騎士団の詰所に、身元保証人としてあなたの身柄を引き受けに行くなんて、私、嫌よ？」

			　そっちか。そっちでしたか。

			　確かに騎士団のマリエッタさんは、そこそこかわいかった。

			　でも俺だって、後先考えずにセクハラなんてしない。あんまりしない。

			　保身ぐらいは考えている。ユエルの前で誤解を招くような発言はやめてほしい。

			「お、俺はセクハラなんてしないから……！　そ、それじゃ、そろそろ行くぞ」

			　慌てて話を終わらせに入ると、そんな俺を見てエリスがクスッと笑う。どうやら冗談だったらしい。

			「待って」

			　そして、一歩、俺に向かって踏(ふ)み込むエリス。

			　トン、と軽い衝(しよう)撃(げき)が、胸に走る。

			　エリスがまるで温もりを確かめるかのように、服を掴(つか)んで、俺の胸に頭を当てた。
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			　胸が当たりそう。いや、ちょっとだけ当たっている。

			「お、おおう……」

			　いったい、どうしたんだろうか。エリスがこんなに隙(すき)だらけで俺に密着するなんて珍しい。

			　いつもは俺につけいられまいと、ボディタッチを避けている感じなのに。

			　もしかしたら、デレ期なのかもしれない。

			　俺を尊敬するユエルの手前、断ることができなかっただけの今回の依頼だけれど、街のために献(けん)身(しん)的に働こうとする俺の姿に、エリスはグッときてしまったのかもしれない。

			「誰かがやらなくちゃいけないことだから、行かないわけにはいかないんだって、わかってるけど……。でも……ちゃんと、ちゃんと帰ってきてね」

			　そしてエリスは俺を見上げて、そんなことを言った。

			　エリスの目を見て気づいた。

			　これは、違う。本当に俺の身を案じている、そんな目だ。

			　少し、悔しそうでもある。

			　……そういえば、エリスの両親は事故で死んだと言っていた。

			　何があったのかは聞いていないが、きっと、エリスの両親は帰ってくると言って出かけて、帰ってこなかったんだろう。

			　俺は今回、騎士団に守られていてそうそう危険なことにはならないと思っているが、エリスにとってはそうじゃないのかもしれない。

			　でも、エリスの治(ち)癒(ゆ)魔法の腕では、足手まといになる。魔物相手に自衛ができるわけでもない。討(とう)伐(ばつ)隊に、ついてくることすらできない。

			　そのことに、エリスは無力さでも感じているのだろうか。

			「心配するなよ」

			　エリスの尻(しり)……ではなく、頭にポンと手を置く。

			　さすがにこの雰囲気で尻(しり)を撫(な)でられるほど、図太い神経はしていない。

			　正直このまま抱きしめてエリスの胸の感触を堪(たん)能(のう)したくはあるけれど、ユエルの前でもある。

			「大丈夫です、ご主人様は必ず、私がお守りしますから！」

			　そして、そんなエリスを見て、なんとも頼もしいことを言うユエル。

			「だから、帰ってきたらおいしいクッキーの作り方、教えてくださいね！」

			　でもユエルさん、そういうのは死亡フラグって言うんですよ。

			　治(ち)療(りよう)院(いん)を出て、騎士団との合流場所である、街の門に向かう。

			　ユエルはもうすっかり昨日の「エリス胸ボタンショック」から立ち直ったようで、俺の隣を歩きながらニコニコと笑顔を浮かべている。

			　そして歩きながらユエルを眺めていると、ふと、ユエルの視線が動いた。

			　ユエルが、俺の腕(うで)輪(わ)をチラリと見た。

			　次に、自分の腕(うで)輪(わ)を見つめて、そっと撫(な)でた。それから、満足そうに息をついて、また俺の腕(うで)輪(わ)を見る。そして、俺が見ていることに気づいたのか、ユエルは恥ずかしそうに頬(ほほ)に手を当ててはにかんだ。

			　かわいい。

			　どうやら、ユエルは腕(うで)輪(わ)をたいそう気に入ったらしい。

			　お揃いというところが良かったのだろうか。

			　でも、このアクセサリー、発動したら壊れてしまうようだ。

			　つい勢いで、ユエルが買ったものと同じ魔道具を買ってしまったけれど、普通のアクセサリーの方が良かったかもしれない。

			　気に入るのはいいんだけれど、発動して壊れてしまったりしたら、ユエルは大丈夫なんだろうか。泣く気がする。

			　そう致(ち)命(めい)的(てき)な攻撃なんて受けないだろうから、まぁ発動することはないとは思うけれど。

			　でも、もし発動してしまったらどうユエルを慰(なぐさ)めるか、一応考えておこう。

			　そんなことを考えていると、集合場所に着いた。

			　周囲を見渡せば、鎧(よろい)を着込んだ騎士や、騎士団の紋(もん)章(しよう)が入った揃いのローブを着込んだ魔法使いが目に入る。

			　それにちらほらと、俺と同じような治(ち)癒(ゆ)魔法使いがいた。

			　騎士団の人員が合計五〇人程度で、俺と同じような治(ち)癒(ゆ)魔法使いが二桁(けた)いない程度だろうか。

			　少ないような気もするが、まぁ少数精(せい)鋭(えい)ということなんだろう。

			　そうして、ぼんやりと人の集団を見ていると、その中を掻き分けるようにして赤髪の、軽鎧をつけた女がブンブンと手を振りながら、こっちに向かってきた。

			「おはよう、シキ。一昨日はありがとね。やっぱりシキも、クランクハイトタートルの討(とう)伐(ばつ)に呼ばれたんだねー」

			　ルルカだ。

			　いつものように、冒険者としての装備をつけている。どうしてここにいるんだろうか。

			　確か、ここには騎士団の人間と優秀な治(ち)癒(ゆ)魔法使いしかいないはずなんだけれど。

			「……なんでここにいるんだ？」

			「えへへ、知りたい？」

			　俺が聞くと、ルルカは何やら自慢気な顔をして言う。

			「いや、別に」

			　まぁ、だいたい想像はつかないでもない。

			　ルルカのパーティーはクランクハイトタートルの被害を受けていたし、それ関連で来ているんだろう。道案内とか。

			「な、なんでよ、聞いてよ！　実はね、今回クランクハイトタートルの場所を突き止めたのって、私たちなの。だから、騎士団に案内役として雇ってもらったんだ。凄(すご)いでしょ、びっくりした？」

			　やっぱり案内役か。

			　でも、居場所を突き止めたんじゃなくて、遭(そう)難(なん)したら偶然霧(きり)にのまれただけなんじゃなかったか。

			　というかこれは、以前ルルカ本人が俺に言っていたことのような気がする。「雨に降られたり霧(きり)にのまれたりして遭(そう)難(なん)した」とか。

			　そんなことを考えていると、

			「あ、あれ、その腕(うで)輪(わ)どうしたの？」

			　ルルカが俺の腕(うで)輪(わ)に視線をやった。

			「あぁ、これか？　これはユエルが……」

			　しかし、こういう時、なんて説明すればいいんだろうか。

			　正直に「ユエルに買ってもらった」と言うのはいかにもヒモくさい。「ユエルとお互いにプレゼントしあったんだ」と言うのはもっと不(ま)味(ず)い気もするし。

			「いつもお世話になっている人には、プレゼントを贈るんだって、ご主人様が言っていました」

			　俺が口(くち)籠(ごも)っていると、そうユエルが説明する。

			　そして、ユエルがボソリと、腕(うで)輪(わ)を撫(な)でながら呟(つぶや)いた。

			「ご主人様と、お揃いです」

			　それはもう、それはもう幸せです、といった表情で。

			　ほう、とため息をつきながら。

			　そんなユエルの言葉が聞こえたのか聞こえていないのか。

			　ルルカは俺の腕(うで)輪(わ)を見て、ユエルの腕(うで)輪(わ)を見て、もう一度俺の腕(うで)輪(わ)を見て……固まった。

			　やはり、ユエルとお揃いというのは不(ま)味(ず)かったか。

			　ペアリングではないけれど、ペアアクセサリーである。ロリコン認定されて、ドン引きされてしまってもおかしくない。

			「ね、ねぇ、それなら、私には？」

			　そんなことを考えていると、ルルカが何やらそわそわしながら、こんなことを言い出した。

			　それなら、というのはさっきユエルが言った、世話になっているから、というアレだろうか。

			　でも、それは遠慮がちなユエル向けの建前だ。そこそこ世話になったエイトやゲイザーにだって、物を贈るつもりは今のところまったくくないし。

			「ルルカには……ないかな」

			「えぇ!?」

			　ルルカにも世話になっているといえばなっているけれど、ルルカにプレゼントなんて、してはいけない気がする。味をしめられると不(ま)味(ず)い。

			　ルルカに胸を押し当てられて「買って？」なんて言われたら、俺は財布を空にしてしまう自信がある。

			「な、なんでよー。……で、でも、でも、ちょうど良いからこれ、シキにあげるね」

			　そう言って、ルルカは自分のつけていたイヤリングを片方外す。

			　赤い宝石があしらわれた、そこそこ値段のしそうな一品だ。

			「イヤリング？」

			「ほ、ほら、フランとセラの治療をしてもらったお礼、ね？」

			　いや、お礼と言われてイヤリングを片方だけ渡されても困るんだけれど。

			　そんな俺の考えを無視するように、ルルカはさっと、そのイヤリングを俺の耳につける。

			「お、お揃いだね？」

			　そして、ルルカが髪をかきあげてイヤリングのついた耳を見せつけてきた。

			　ちょっとドキッとした。

			　どうしたんだろう。

			　ユエルに嫉(しつ)妬(と)しちゃって、対抗意識みたいなものを燃やしてしまったんだろうか。

			　いやいや、でも、媚(こ)びているだけかもしれない。

			　思い出せ、今まで勘違いさせられて、何度治療費を値引きさせられてきたか。

			　でも、もしこれが演技だとしたら、俺はお返しにどれだけ高価なものを要求されるんだろうか。

			　ルルカの態度にもやもやしつつも耳につけたイヤリングを弄(いじ)っていると、騎士の集団の中から、マリエッタ、フラン、セラが何やら話をしながら歩いてきた。

			　マリエッタは何やら困ったような顔をしながら、フランは何やら満足したような顔で、そしてセラはそんなフランを見てため息をついている。

			「あっ、シキさん、来ていただいてありがとうございます。えっと、すぐに移動になりますので、門の方へお願いします」

			　マリエッタは俺を見つけるなり、そう声をかける。

			　そろそろ出発ということだろうか。

			　そして「移動しよう」と、ユエルに声をかけるため視線を移すと――、

			　ユエルが俺の耳を、じっと見つめていた。

			　俺の耳をじっと、じっと見つめていた。

			　よく見れば、服の裾(すそ)もちょっとつまんでいる。

			　……表情からは感情が読めない。何を考えているんだろうか。

			　いや、さっきまでのことを考えればわかるか。

			　多分ユエルは、ルルカに嫉(しつ)妬(と)してしまったんだろう。

			　お揃いの腕(うで)輪(わ)で喜んでいたところに水をさされたような、そんな気分なのかもしれない。

			　……何かフォローをするべきなんだろうか。

			　でも、ルルカのいる目の前で「ユエルがくれた腕(うで)輪(わ)の方が、ルルカのイヤリングよりもずっと大事だよ」なんて言うわけにもいかない。

			　俺がルルカなら、そんなことを言われればまずキレる。

			　たとえ恋愛感情を持っていないとしても、間違いなくキレる。

			　そして、あいつは絶対にロリコンだと、そう確信するだろう。どうすれば良いんだろう。

			　……適当に頭でも撫(な)でておこうか。

			「あ、あの……」

			　いや、適当な扱いは駄目だ。子供はそういう扱いに敏感だ。

			　ユエルがもしお揃いのアクセサリーというところに「特別性」を感じていたならば、このかわいらしいユエルの目尻から、じわっと涙が滲(にじ)み出てしまう。

			　真剣に考えるべきだろう。また今度、ユエルと買いものに行く約束でもするか？

			　でも、これから街の外に行くわけだし……。

			「シ、シキさん……？」

			　いや、そもそもユエルは本当にルルカに嫉(しつ)妬(と)しているんだろうか。

			　表情からは、嫉(しつ)妬(と)や悲哀は感じられない。ただ、イヤリングを見ているだけだ。

			　案外、自分もイヤリングが欲しい、なんて考えているのかもしれない。いや、でも――

			「あ、あの、シキさん？　ユエルちゃんと見つめ合うのは、その、こ、個人の自由ですし、かまわないんですが。あの、は、早く門の方へ移動を……」

			　……すいません。

			　

			　門の方へ足を向けると、フランと話をしていたセラが、横から声をかけてきた。

			「あの、先日はわざわざ夜中に治療に来ていただいたという話で、ありがとうございました。本当に助かりました」

			　ずいぶんと丁(てい)寧(ねい)だ。

			「いや、気にしないでくれよ。治療費はしっかりルルカからもらってるからさ」

			　俺がこう言うと、セラは顔を上げてニコリと柔らかく微笑(ほほえ)む。

			　大人の笑顔、といった感じだ。

			　確か二人は治療の時は寝ていたと思ったが、俺が治療したという話はルルカから聞いたんだろうか。

			　……。

			　セラの態度に、含むところはまったく感じられない。

			　ルルカを見る。

			　ルルカはなんだか気まずそうな顔をして、フランとセラから視線を逸らしている。

			　どうやらルルカは、俺が二人を治療する時にやっていたアレを、黙っていてくれたらしい。

			　しかし、あの時は医療行為だと言い張ったが、あれは正直、無防備な女性が二人もベッドの上に横になっていたことで、衝動を抑えられなかっただけである。

			　こう丁(てい)寧(ねい)にお礼を言われるともやもやするというか、自分の下(げ)衆(す)さが目立つというか、なんだか自分がゴミクズのように思えてくる。

			　もしそう言われてしまえば、否定はできないんだが。そんなことを考えていると、セラが隣のフランを肘(ひじ)で小突いた。

			「……」

			　フランは少し俯(うつむ)いて眉根を寄せ、何か逡(しゆん)巡(じゆん)するような素振りを見せる。

			　そしてなぜか、マリエッタの方に視線をやった。

			　あれ、そういえばマリエッタは人見知りだとか言っていたのに、さっきフランたちと普通に話していたな。もともと知り合いか何かだったのかもしれない。

			「……そ、その……あ、ありがと」

			　そして、聞こえるか聞こえないかぐらいの声で、フランがボソリと呟(つぶや)いた。

			　なんだろう。普通にお礼を言われてしまった。

			　フランは潔(けつ)癖(ぺき)症(しよう)というか、男を完全に目の敵にしているような、そんな性格だと思っていたのに。アレか。

			　病気の後は妙にしおらしくなってしまうという、アレなのだろうか。

			　でも、やはりなんだかもやもやとするものがある。

			　スカートをめくってパンツを見たアレとか、以前治療した時の態度へのあてつけみたいなものも半分あったわけで。

			　半分は本当に太ももの痣(あざ)が気になったからだけれど。

			　今さら普通にされても、なんというか、こっちが困る。具体的には今さらながら罪(ざい)悪(あく)感(かん)が湧(わ)いてくる。後悔はまったくないんだが。

			　でも多分、今の俺はかなり気まずそうな顔をしていることだろう。

			　ふと視線を逸らせば、ルルカが口をぱくぱくとさせて、俺に何かを伝えようとしていた。

			　俺が首を傾げると、ルルカは少しむくれたような顔でもう一度口パクをする。

			　これは――

			「と、い、れ、に、い、き、た、い？　なんだ、もう出発だぞ、早く行ってこいよ」

			「ち、違うよ！　その、セクハ……じゃなくて！　え、えっと、もうしないでねって伝えようとしたの！」

			　なるほど。

			　ルルカも、やっぱり少し怒っていたんだろう。自分は下着を見せたり胸を揉(も)ませたりするけれど、仲間はやはり別らしい。

			　いや、私以外にはしないでねっていうアレなのかもしれないけれど。

			「……？　何のことですか？」

			　そんな俺とルルカのやりとりを見て、セラが不思議そうに首を傾げた。

			　

			　街の外。

			　騎士に囲まれながら、街道を進む。

			　てっきり馬車にでも乗って移動するのかと思いきや、どうやら徒歩らしい。

			　まぁ、アイテムボックスがあれば荷物を運ぶのに馬車を使う必要もないし、そもそも一時間程度歩くだけで森に着くという話だ。

			　それに、馬は森の中に入れられないだろうし。

			　わざわざそれだけの距離のために馬を森の外で待機させたり、街まで戻したり、というのも大変なのかもしれない。

			　歩きながら、だんだんと遠ざかっていくメルハーツの街を眺める。

			　天気はあいにくの曇(くも)り空だが、高い石壁に囲まれた迷宮都市はずいぶんと立派に見える。

			　そういえば、俺はこの街の外に出るのは今回が初めてだ。

			　今までの生活は、治(ち)療(りよう)院(いん)と、酒場と、迷宮だけでほとんど完結していた。いつも住んでいる街なのに、外から見るだけでなんだか観光気分になってしまう。

			「今までは意識もしなかったけど、なかなか大きな街だよな」

			「そうですね。こんなに、立派な街だったんですね」

			　ユエルも感(かん)嘆(たん)の声を上げながら、相(あい)槌(づち)を打つ。

			　そういえば、ユエルも買った当初は目が見えていなかった。この街を外から眺めるのは、ユエルも初めてなのかもしれない。

			「あら、わかってるじゃない」

			　誇らし気な声。一瞬誰だ、と思ったら、フランだった。

			　ふふん、と腰に片手を当てながら、自慢気な表情だ。どういう風の吹き回しだろう。

			　てっきり、男に話しかけたりなんて絶対にしないようなタイプだと思っていたのに。特別地元愛に溢(あふ)れた人だったんだろうか。

			「まだ幼いのに見る目があるわ、お父様もきっと喜ぶでしょう」

			　ですよね。ユエルに話しかけていたんですよね。

			　いや、でも、お父様も喜ぶってどういうことだろう。

			　親が工事の現場監督とか、そんな感じなんだろうか。

			　……絶対に違う気がする。俺が困(こん)惑(わく)していると、ルルカが横から耳打ちしてくる。

			「……フランはね、実は、この街の領主の娘なの」

			「はぁ!?」

			　ルルカはフランから少し離れて、ちょいちょいと手招きをする。

			「フランの本名はね、フラン・ルルーナ・メイルハルツ。この街で代々領主をやっている貴族の娘なの。別に隠してるわけでもないし、シキも一応知っておいてね。フランにセクハラして問題になっても、私、庇(かば)わないからね？」

			「ちょ、ちょっと待てよ。なんでそんなのが冒険者なんてやってるんだよ」

			　いきなりそんなことを言われても混乱してしまう。いったいどういうことなんだろうか。

			「……え、えっと、それは、ほら、なんていうか……。昔ね、フランの親……領主様が決めたお見合いがあってね、でも、フランは男と結婚するのが嫌だったらしくて、お見合い相手の……その、股間に攻撃魔法を撃って追い返したらしいの。こうすれば、親も二度とお見合いの話なんて持ってこないだろうって」

			　ヒュンとした。

			　男嫌いなんだろうな、とは思っていたけれど、男に対して苛(か)烈(れつ)すぎる。いくら治(ち)癒(ゆ)魔法が存在するとはいえ、やってはいけないことだ。

			　そうか、だからルルカも俺が治療した時の件について黙っていてくれたのかもしれない。

			　感謝しても、したりない。

			　さっきマリエッタと話していたのもそういうことなのだろうか。領主の娘なら騎士団と繋がりがあってもおかしくはない。

			　いや、でもマリエッタや騎士連中と面識があったとしても、領主の娘を危険な街の外へ連れていっても良いものなのか？

			　フランは気が強そうだし、どうしてもついていくとか言ったのかもしれないが。一応、案内役として必要な人員でもあるし。

			「でもそれが原因で、フランは家を追い出されたらしくてね。そんなに気に入らないなら、もう平民でもなんでも良いから自分の気に入る男を見つけてこい、それか男嫌いを直してこい、それまでは帰ってくるなー！　って。

			　まぁ追い出したって言っても、やっぱり心配だから、セラを付き人として付けたらしいんだけどね。昔から仲が良かったんだって。フラン自身はまだ領主になりたいみたいだから、お父さんに認められようとして、男嫌いが霞(かす)むような功績をあげようとしてみたり、男嫌いなところをお父さんの知り合いに見られないようにって努力してるみたいなんだけど」

			　外の世界を知って一から性根を叩き直してこい、みたいなアレなのか。

			　フランの親としては、フランの男嫌いを直すためにお見合いやら社交会なんかを開こうにも、股間に攻撃魔法をぶち込むような女とお近づきになりたがる貴族もいないだろう。

			　もう手の打ちようがなかったのかもしれない。

			　チラリ、とフランを見れば、フランはユエルに、ひたすら何かを話していた。

			　少し聞いてみると、内容はメルハーツの街の壁が造られた歴史のようだ。

			　凄(すご)く退屈そうな話だが、ユエルはふんふんと興味深そうに聞いている。

			　フランも少し楽しそうだ。

			　二人には共感する何かがあるのかもしれない。

			　胸とか。

			　ルルカと話を終えて、ユエルのところに戻ると今度は攻守が逆転していた。

			　ユエルが「ご主人様は凄(すご)いんです！」「清(せい)廉(れん)で、立派な人なんです！」と、ご主人様の素晴らしさをこんこんと語り、フランがうんざりとした顔でそれを聞いていた。

			　嫌いな男の話なのに聞くのか、とも思ったが、ユエルのあの楽しそうな顔を無視するのは、フランでも良心が痛むのかもしれない。

			　どうやらユエルは俺がいないところで、俺の素晴らしさを布教しているようだ。

			　そういえば、エリスも「ユエルのご主人様は素晴らしい人だと聞いた」みたいなことを話していた。なるほど、こうして誤解は広がっていくのか。

			　ちょっと気分が良いからやめさせようとは思わないけど。

			　そしてユエルの長話が終わる頃、森に着いた。

		

	
		
			　

			第８話　森の中を進む

			　

			　騎士に囲まれながら、森の中を進んでいく。これまでは、ある程度安全な行程だった。

			　どうやらこのあたりの魔物であれば、騎士はそうそう苦戦もしないようで、後衛が魔法を使う間もなく魔物をバッサリと切り捨てて進んでいく。

			　たまにスライムのような小型の魔物が騎士の目をすり抜けて来ることもあったけれど、そんな場合でもユエルが敏感に気配を察知して、ナイフで串刺しにしていた。

			　ユエルは森に入ってからというもの、常に俺のすぐ目の前を歩いて、耳を小刻みに揺らしながらずっと周囲を警戒している。

			　些(さ)細(さい)な気配や物音から、潜(ひそ)む魔物の位置を特定しようとしているようだ。

			　安全だ。問題はない。

			「ファイアーボ……ああっ！　もうっ……！　あとちょっとだったのに！」

			　俺の、いや、ユエルの隣にいる、ちょっとキレ気味な金髪ツインテドリルさえいなければ。

			　この金髪、フランは、森に入ってからというもの、やたらと戦闘に参加したがっている。

			　魔物を倒したくて倒したくて仕方がないらしい。

			　そういえば森に入る前もルルカが、フランは家を追い出されたから家に戻るための功績を欲している、みたいなことを言っていた。

			　多分、騎士の中にあっても際立った活躍をする優秀な魔法使い、みたいな話が領主のもとに届くことを期待しているんだろう。

			　残念なことに、騎士はフランが詠(えい)唱(しよう)を終える前に魔物を切り捨ててしまっているけれど。

			　しかし、なんというか、個人的にこいつは苦手だ。

			　いつ攻撃魔法をぶっ放してくるかわからない危うさがある。

			　ちょっと素肌に手が触れてしまっただけで、股間を消し炭にされそうだ。

			　いくら治(ち)癒(ゆ)魔法を使えるからといっても、そんなことをされては洒落(しやれ)にならない。

			　こんな危ない子は保護者にしっかり見ておいてほしいものではあるけれど、今ルルカとセラは地図を片手に騎士の男となにやら話し込み、忙しそうだ。

			　進行方向の相談でもしているんだろう。

			　それに、ユエルが魔物を処理するたびに、フランがユエルを物欲しそうに見つめているのがとても気になる。

			　どうやら、ユエルのことを相当気に入ったらしいが――

			「ねぇユエル、やっぱり、私たちのパーティーに入らない？」

			　……主人の目の前で奴(ど)隷(れい)を引き抜こうとするところも、とても気になる。

			　以前、ルルカともこんなことがあったけれど。

			「あ、あの、私はご主人様と一緒にいたいので」

			「駄目よ。今はいいかもしれないけど、男が女の奴(ど)隷(れい)を所有するなんて、どうせろくでもないことをするために決まっているわ。さっき、ルルカやセラを見る目も凄(すご)くいやらしかったし」

			　俺の目の前で堂々と俺を貶(けな)すところも、とても気になる。

			　決して凄(すご)くいやらしい目でなんて見ていない。

			　ほんの、ほんのちょっとだけ胸に視線を向けてしまっただけである。

			「ご、ご主人様はそんな人じゃありません！」

			「……まぁいいわ。でも、ルルカも結構抜けてるところがあるし、ユエルみたいに、ずっと周りの警戒をしてくれる前衛がいればかなり楽になるのよね。もし何かあったら私が保護してあげるから、いつでも来ていいのよ？」

			　というか、俺がユエルを売るとでも思っているんだろうか。

			　ユエルが自分の意思で俺から離れたいなんて言ったら考えてしまうかもしれないが、そうならないように注意は払っている。

			　まず、売るなんてことはないだろう。

			「あのっ……ごめんなさい！」

			　そして、ユエルはフランに一言だけそういうと、また前を向いて忙(せわ)しなく耳を動かし始めてしまう。

			　周囲の警戒に戻るようだ。

			　ユエルにしてはそっけない態度ではあるけれど、今は警戒に忙しいのかもしれない。

			　森の中では、どこに魔物がいるかわからないし。

			　ユエルが話を切ると、フランが、今度は俺の方に顔を向けて睨(にら)んできた。

			　さすがにいいかげんにしてほしい。

			　ユエルのご主人様として大人気ないことは言えないが、さすがに何か言い返さないと気が済まない。

			「おいおい、いいかげんにしろよ。さっきから散々に言いやがって。俺はユエルにそんなことはしないし、するつもりも……」

			　――と、俺がそこまで口にした瞬間。

			　ナイフを構えながら周囲の警戒をしていたユエルが、急に振り向いた。

			　そして、周囲の警戒すらやめて、呆然とした顔で俺を見つめる。

			　ユエルが俺を見ている。

			「そ、そんなことをするつもりも、ないことはー……ないけれど？　しょ、将来的には、あるかもしれないけれど？」

			　俺の言葉に、ユエルは安心したような表情をして、周囲の警戒を再開した。

			　そして、フランは「うわぁ」とでも口に出してしまいそうなぐらいに表情を歪(ゆが)めた。

			　反論失敗。

			「ほら、やっぱり、やっぱりそうなんじゃない！　汚らしい！」

			　もちろん罵(ば)倒(とう)が飛んでくる。

			　けれど、今のは仕方がなかった。

			　ユエルの今の視線は裏切れなかった。

			　ユエルに手を出すつもりがないことを匂わせただけで周囲の警戒をやめてしまうほど不安になってしまうのに、断言なんかしたらユエルがどうなるかわからない。

			「それに、あなたは知らないかもしれないけどね、私はあの街の領主の娘なの。本来、あなたみたいな人と話すような人間じゃな……あ」

			　罵(ば)倒(とう)を続けるフラン。

			　正直「僕はこの子が大きくなったら手を出します」なんてやつがいれば、罵(ば)倒(とう)されても仕方がない。俺だって罵(ば)倒(とう)する。

			　けれど、フランは不意に罵(ば)倒(とう)をやめた。ルルカとセラが、戻ってきたからだ。

			「いたっ！」

			　コツン、とフランの頭をセラが叩く。

			「ちょっと目を離しただけで男の人といさかいを起こすなんて。もう、本当に仕方ないですね……」

			　少し声に怒(ど)気(き)を混じらせながら、フランを諌(いさ)めるセラ。手慣れた手つきでフランの頭の横に両拳を添えて、ぐりぐりとする。

			「いたい！　いたいってば！　もうセラっ、ちょっと、話をっ！」

			「ねぇ、ちょっと離れてる間になんでこんなに険悪な雰囲気になってるの？　もっと仲良くしようよ、ね？」

			　ルルカが仲(ちゆう)裁(さい)に入る。

			　でも、俺がユエルに手を出すと言ったからフランに罵(ば)倒(とう)されましたなんて言えない。放っておいてほしい。

			　

			　それからしばらく森の中を進んでいくと、ふと、鼻の頭に冷たい感触があった。

			　触れてみると、湿った感覚。雨だ。

			「あれ、雨かな？」

			「降りだしてしまったようですね、森に入る前から天気もよくなかったですから」

			　どうやら、ルルカやセラも気づいたらしい。

			「それじゃあ、いったん雨宿りでもして休憩ってところか？」

			　時間はだいたい昼過ぎから夕方。三時か四時か、といったところだろう。

			　これまでも何度か休憩はあったけれど、今日中に討(とう)伐(ばつ)して日帰りというのは無理そうだ。

			「んー、多分、そうはならないかな。さっき騎士の人と話した感じだとね」

			「シキさん、さっき騎士の方から聞いたお話なのですが、クランクハイトタートルというのは水を好む魔物らしいんです。普段は川沿いに住処(すみか)を作っているんですが、大雨が降ると別の場所に移動してしまうことがあるようで。多分、先を急ぐことになるでしょう」

			　やはり、さっき二人が騎士と話していたのはクランクハイトタートルの居所についてだったようだ。

			　しかし、雨が降るとクランクハイトタートルは移動するのか。

			　やっぱり名前にタートルなんてついているだけあって、亀に近い生態なのかもしれない。

			「この地図でいうと、川を遡(そ)上(じよう)した、このあたりにいる可能性が高いらしいです。ここから一時間も離れていませんし、おそらく、移動する前に討(とう)伐(ばつ)してしまおうという話になるかと」

			　セラが、地図を取り出して見せてくれる。

			「それにね、たぶん、雨が降ると討(とう)伐(ばつ)しやすくなると思うんだ。ほら、雨で毒霧が弱まるから」

			　ルルカは冒険者らしい意見だ。

			　フランは拗(す)ねてでもいるのか、セラたちから離れてユエルの耳をつんつんと触ってみたり髪を触ってみたりしている。かなり邪魔そうだ。

			　ここからだとユエルの後頭部しか見えないが、微妙な表情をしているであろうことは想像がつく。やめてあげてほしい。

			　その後も、雨は強くなった。

			　そして、ふと騎士たちの歩みが止まった。

			「たった今、斥(せつ)候(こう)がクランクハイトタートルを発見したという報告が入った。クランクハイトタートルがいるのはこの先にある川沿いの、少し開けた場所だそうだ。これから、簡単な作戦会議を行う、集まってくれ！」

			　騎士の中の一人が、そう口にした。

			　

			　クランクハイトタートルは、川沿いの開けた場所にいた。

			　川のすぐ側に巣のようなものをつくり、寝転んでいる。

			　クランクハイトタートルの見た目は、少し特徴的な甲(こう)羅(ら)を持つ亀、といったところだ。

			　魔物らしい凶悪な顔つきで、体長は五メートル近くあるけれど。

			　多分、ヒュージスライムよりも大きい。

			　甲(こう)羅(ら)にはいくつもの突起があり、その先端には穴がある。

			　あの穴は……。

			　と、クランクハイトタートルがこちらを向いた。どうやら接近に気づかれてしまったようだ。

			　騎士の鎧(よろい)の音のせいだろうか。もうビキニアーマーにすればいいのに。

			　騎士が散開していくのと同時に、クランクハイトタートルが甲(こう)羅(ら)の穴から霧(きり)を吹き出した。

			　あれが毒霧なんだろう。かなり強い勢いだ。

			　けれど、雨でだいぶ掻き消されているようにも見える。視界は悪いが、見えなくはない。

			「それじゃ、解毒よろしくね？」

			　ルルカも俺に声をかけてから、霧(きり)の中に突っ込んでいく。

			　俺の仕事は、ユエル、ルルカたち、そして割り当てられた騎士数人の解毒と治療である。

			　クランクハイトタートルの毒は、遅(ち)効(こう)性の毒だ。

			　けれど、近接戦闘をするぐらいクランクハイトタートルに接近していれば、一分もせずに発症してしまうらしい。

			　だから分担を決めて定期的に解毒をすることで、毒の発症を防ごう、という指示があった。

			　見失わない程度の距離まで近づいて、騎士やルルカたちにディスポイズンとヒールをかけていく。

			　ユエルは俺の側を離れない。

			　まぁ、あの巨体に小さなナイフで挑んでも無駄だとわかっているんだろう。

			　それか、俺個人の護(ご)衛(えい)を優先しているのかもしれない。

			　クランクハイトタートルの攻撃で注意すべきは、突進攻撃と、噛みつき攻撃らしい。

			　動きはそこまで速くはないが、あの魔物にはヒュージスライムとは比べものにならないほどの重量があるらしい。

			　突進を受け止めたりすることはできないそうだ。

			　噛みつきに関しては、俺は前衛ではないし関係ないけれど。

			　会議で聞いた作戦の内容は単純だった。

			　クランクハイトタートルの突進は速くはないが、止められない。

			　だから、前衛がクランクハイトタートルの注意を引きつつ、後衛はクランクハイトタートルを囲むように散開して魔法を放って攻撃、治(ち)癒(ゆ)魔法使いは定期的な解毒と負傷者の治療。

			　多分、治(ち)癒(ゆ)魔法使いの数さえ揃えばそこまで対処の難しい魔物ではないのだろう。

			　毒霧が厄(やつ)介(かい)というだけで。

			　実際、前衛の騎士に被害は出ていない。

			　騎士は巧(たく)みに攻撃を避けたり、剣で切りつけては注意を引いたりしている。

			　騎士の動きも速いが、それよりもクランクハイトタートルの動きが遅い。

			　遅いからこそ、獲物を毒で弱らせる、なんて進化をしたのかもしれない。

			　作戦会議では、とにかく突進は避けろ、人のいない方向に避けろとだけ言われたけれど、その突進すらしてくる気配がない。

			　というか、クランクハイトタートルはろくに攻撃すらしていないようにも見える。

			　まるで何かに耐えているかのように、じっと動かない。

			　エリアディスポイズンを使って解毒をこなしていると、後衛から、クランクハイトタートルに向けて魔法が飛んでいく。

			　セラも甲(こう)羅(ら)以外の部分を狙って弓を放っているようだ。

			　そしてフランも魔法を……放っていなかった。何やら長々と詠(えい)唱(しよう)をしている。

			　しかし、余裕そうだ。

			　ほとんど何もできずにクランクハイトタートルは満(まん)身(しん)創(そう)痍(い)。楽に倒せそうだ。

			　それから数分が経っても、クランクハイトタートルはろくに動かない。

			　何かに耐えるようにして、じっとその場で縮こまっている。

			　なんだか一方的にいたぶっているようで気分はよくないが、仕方がない。

			　この魔物は害(がい)獣(じゆう)である。

			　こいつがいるだけで森の魔物が街道や街の近くまで逃げてくる上、こいつ自身が街までやってきてしまう可能性だってある。

			　もしそうなったら目も当てられない。

			　騎士だけしかいない今だって解毒を追いつかせることができていない治(ち)癒(ゆ)魔法使いがいるのに、多くの住人がいる街にクランクハイトタートルが来てしまったら。

			　治療が追いつくわけがない。大惨事になるだろう。

			　解毒が追いついていないところは俺がエリアディスポイズンの範囲を広げてフォローしているけれど。

			　しかし、亀だけあって頑(がん)丈(じよう)だ。なかなか倒しきれない。時間の問題だとは思うが。

			　――そんな中。

			　戦闘が始まってからずっと、長々と何かの詠(えい)唱(しよう)を行っていたフランが、騎士たちに近づいていく。そして、バッと杖(つえ)をかかげた。

			「ちょ、ちょっと、下がって！　みんな下がってー！」

			　それを見たルルカが、騎士に避難を呼びかける。なんだかやばそうだ。

			　それを感じ取ったのか、騎士たちもクランクハイトタートルから距離をとる。

			「とどめはもらったわ！　サンダーレイン！」

			　閃(せん)光(こう)。そして、轟(ごう)音(おん)。

			　一瞬、目が眩(くら)む。

			　視界が戻ると、そこには黒々とした煙(けむり)をあげる、クランクハイトタートル。そして、その周囲数メートルが真っ黒く焦(こ)げていた。
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			「……ふ、ふふ。私は、凄(すご)いってことがよくわかったかしら」

			　誰に言うでもなく、フランが呟(つぶや)く。

			　相当魔力を使ってしまったのか、ふらついている。

			　しかし、今の魔法は凄(すご)かった。

			　ヒュージスライムなら一発で蒸発していたんじゃないかと思えるほどの威力があった。

			　クランクハイトタートルは、全身から煙(けむり)を上げて、倒れている。

			　終わった。案外あっけなかった。

			　クランクハイトタートルの周りから、霧(きり)が散っていく。

			　あとは最後の解毒をかけてしまえば、今回の俺の仕事は終わりだ。だが――

			「ご主人様、まだです」

			　ユエルが呟(つぶや)くと同時。

			「―――――ッ!!」

			　雄(お)叫(たけ)び。

			　その巨体から黒い煙(けむり)をあげながら、クランクハイトタートルが立ち上がった。

			　あの魔法でも、倒し切れていなかった。

			　クランクハイトタートルは、近くにいる前衛も無視して、脇目も振らずフランに向けて突っ込んできた。

			　倒せたと思っていた。

			　どうやらそれは騎士たちも同じだったようで、みなが驚いている。

			「後衛は下がれ！　回避しろ！」

			　すぐさま、一人の騎士が脚を斬りつける。

			　けれど、止まらない。

			　一人の騎士が頭に剣を突き刺す。

			　それでも、方向は変わらない。

			　フランに向けて、着実に距離を詰めていく。何か、執(しゆう)念(ねん)のようなものを感じる。

			　フランはといえば……地面に尻(しり)餅(もち)をついてしまっている。

			　ふらついているところに、突然の咆(ほう)哮(こう)を食らったせいかもしれない。

			　それとも、さっきの魔法に魔力を使いすぎて、ろくに動けないのか。

			　ちょうどフランの解毒をしようとしていたせいか、俺が一番近い。クランクハイトタートルとの距離も、まだ十分ある。

			「暴れるなよ」

			　フランを抱えて、クランクハイトタートルから距離をとる。

			「っ……!?　ちょっ……」

			　突然の突進で驚きはしたけれど、やはり亀だけあって動きは速くない。

			　人のいない方向へ、フランを抱えて走る。

			　フランは胸の重りがないせいか、案外軽い。

			　ユエルより少し重いかな、という程度。

			　抱えたままでも走れる、なんとか突進は避けられそうだ。大雨のせいで地面が滑りやすいのだけが少し怖いが。

			「ご主人様、追ってきてます！」

			　と思ったら、進行方向を修正してきたらしい。

			　騎士もなんとかとどめをさそうと攻撃を重ねているが、まだ倒れない。

			　騎士の攻撃のおかげか、最初と比べればクランクハイトタートルも速度を落としているけれど、もう少し距離をとった方がよさそうだ。

			　しかし、どうして急に突進なんてしてきたんだろうか。

			　さっきまでは縮こまったように、ろくに動かなかったのに。

			　――ふと、クランクハイトタートルがさっきまでいた場所に視線をやれば、そこに、黒焦(こ)げになった何かがあった。

			　黒ずんで、割れた、丸い、何か。

			　あれは――卵か。

			　クランクハイトタートルは、あれを守っていたのか。

			　だから、動かなかったのか。

			　卵はフランの範囲魔法で割れてしまったようだ。

			　またクランクハイトタートルの体力ももう限界だったようだ。

			　最後に騎士が頭に剣を突き刺すと、ビクリと震えて、急に動きが鈍った。

			　そして、クランクハイトタートルはその巨体を、大きな音と衝(しよう)撃(げき)とともに地面に横たえた。

			　もう動く様子はない。今度こそ、勝ったらしい。

			「……って、ちょっ、ちょっと、離してよ！　どこ触ってるのよ！」

			　フランも我に返ったようで、顔を真っ赤に染めながら暴れ出す。

			「ほら、今下ろすから、暴れるなよ」

			　――だがその瞬間。

			　ビシリ、と嫌な音がした。

			　音の方向、下の地面を見れば、何本ものひび割れが走っている。

			「ご主人様！」

			　数メートル先で、ユエルが叫ぶ。気づかなかった。

			　クランクハイトタートルの突進を避けるうちに、フランを抱えて人のいない方向に移動するうちに、川のすぐ側まで来てしまっていたようだ。

			　クランクハイトタートルの死(し)骸(がい)を起点に、ヒビが、いや、地割れが広がっていく。

			　足元の地面が、川に向かって滑り始める。

			　大雨で緩(ゆる)んだ地面、増水した川。

			　そこに、クランクハイトタートルが倒れた時の、大きな振動。

			　サッと、顔から血の気が引いた。

			　反射的に、フランを川の反対方向に放り投げた。

			　足元が傾いていく。

			　川に、落ちていく。

			　ユエルや騎士が駆け寄ってくるが、間に合わない。

			　川に落ちる。

			　濁(だく)流(りゆう)にのまれる寸前、何かがこちらに向けて飛び込んできたのが見えた気がした。

		

	
		
			　

			第９話　川に落ちて

			　

			　ふわり、と何かが触れる感覚で目が覚めた。

			　細く、長い何かが胸元を撫(な)でる。

			　なんだかくすぐったい。そして重い。

			　――目を開けると、そこにはユエルがいた。

			　俺の胸にぴったりと耳を押し当てながら、身体を密着させている。

			　表情はなにやら不安気だ。

			　ユエルは眉(まゆ)を歪(ゆが)めながら、ぎゅっと目を閉じている。

			　どうやら今の感覚は、ユエルの髪が俺の肌に触れた感触だったらしい。

			　そして、ユエルに声をかけようとして、気づいた。今の感触は通常の状態において、あってはならないと。

			　ユエルの髪が、俺の素肌に触れたのだ。そう、素肌に。

			　自分を見る。いつの間にか、パンツ一丁である。

			　……おかしい。

			　俺の修道服はいったいどこへいってしまったのか。

			　そしてユエルはなぜ、そんな俺の体に密着しているのか。

			　こういう時こそ冷静さが肝心だ。一つずつ、状況を整理していこう。

			　まず、俺の服はどこにあるのか。

			　少し視線を動かすと、すぐに見つけた。俺の頭の横に、綺(き)麗(れい)に畳んで置いてある。

			　次に、ここはどこなのか。

			　小さな洞(どう)窟(くつ)のようになっている、岩陰だ。

			　周囲は焚(た)き火でぼんやりと照らされ、川の流れる音も聞こえてくる。

			　時刻は夕暮れか夜、場所は川沿いのようだ。

			　川。

			「……そうだ。川に落ちたんだった」

			「ご、ご主人様っ！」

			　俺が言葉を発すると、ユエルがパッと目を見開いた。

			「ご主人様、お怪(け)我(が)はないですか!?」

			「あ、あぁ、だいじょう……いったたた」

			　少し体を動かすと、全身に痛みが走る。

			　骨が折れたりはしていないようだけれど、いくつか打(だ)撲(ぼく)がありそうだ。

			　あと、頭が痛い。

			　あまり覚えてないが、川に落ちてから打ったのかもしれない。とりあえず、まずは治療だろう。

			「ヒール！　ユエルは怪(け)我(が)はないか？」

			「えっと、わたしは……」

			　少し口ごもる。よくユエルを観察すると、ユエルの掌(てのひら)から血が滲(にじ)んでいた。

			「血が出てるじゃないか！　エクスヒール！」

			　しかし、俺が川に落ちてから何があったのか。

			　川沿いの岩陰に寝かされていた俺。ユエルと二人きりの現状。

			　そして、俺が川に飲まれる寸前に見た、人影。

			　だいたい想像はつくけれど。

			　多分、俺が川に落ちた時、ユエルも後を追って飛び込んできたんだろう。

			　けれど俺はすぐに頭を打つか何かして意識を失った。

			　ユエルはそんな俺をどうにかして助け、ここまで運んだ。そんなところだろう。

			　岩陰の外から俺を引きずってきたような跡も残っているし。

			　しかし、ここがどこだかわからない。あれからどれだけ時間が経ったのかも不明だ。

			　まずは、情報の共有が肝心だろう。

			　

			　ユエルは淡々と何があったのか話してくれた。

			　簡(かん)潔(けつ)にまとめるとこうだ。

			　俺が川に落ちた後、ユエルもすぐに川に飛び込んだ。

			　ユエルはなんとか俺に取り付くと、俺から離されないように、体にしがみついた。

			　しかし、助けようと思ったものの、川の流れは速かった。

			　それに加えて、すぐに俺が気を失ってしまったために、ユエル一人での救出は困難。

			　しばらくはそのまま流され続けていたそうだ。

			　そんな中、ユエルは必死に俺を助ける方法を考えた。そして、思いつく。

			　アイテムボックスに入っていたロープの片方を俺に、そして片方をナイフにくくりつけて、ナイフの方を川沿いの木に引っ掛ける、という方法を。

			　ユエルは何度かの失敗を経て、ロープのついたナイフを木に引っ掛けることに成功し、俺とユエルは川岸にたどり着くことができたそうだ。

			　掌(てのひら)からの出血は、俺を川から引きあげる時に、掌(てのひら)をロープで強く擦(こす)ったせいらしい。

			　そしてそれから、俺を近くの岩陰までひきずっていき、寝かせた。

			　服に関しては、濡れたままだと風邪をひいてしまうからと脱がせたものの、替えの服は俺のアイテムボックスに入っていたために取り出せず、そのまま焚(た)き火で温めることにしたということだ。

			　そして、さっきの密着は心音を聞いていただけだそうだ。

			　話を聞く限り、ユエルは相当頑張ったようだ。

			　しかし、迷いなく増水した川に飛び込む度胸。あるものを駆(く)使(し)して俺を助けたその機転。

			　そして、川に落ちたり、すぐに気絶するような情けないご主人様を責めるでもなく、ただひたすら心配し続けた、その優しさ。

			　有能すぎる。

			　ユエル自身は、ご主人様からもらったナイフを一本、川の中に落としてしまったと言って落ち込んでいるけれど。それもかなり悲しげに。

			　でもそんなことは、本当に些(さ)細(さい)なことだ。

			　ユエルが俺を川から助け出した功績を考えれば、いくらでもお釣りがくる。

			　何かユエルが喜ぶことをしてあげたくなるけれど、何をすればユエルは喜ぶんだろうか。

			　迷宮で魔物を倒した時は、頭を軽く撫(な)でるだけで良かったけれど。

			　さすがに今回も頭を撫(な)でるだけというのは、ユエルも不満が残るかもしれない。

			　でも、とりあえず撫(な)でておく。

			「ユエル、本当によく頑張ったな。助かったよ」

			　ねぎらいながら頭を撫(な)でると、ユエルははにかみながら、頭を寄せてきた。

			　凄(すご)く嬉しそうだ。

			　……これで良かったらしい。

			　ユエルの頭を撫(な)でながら、話を続ける。

			「ところで、あれからどれぐらいの時間が経ったか、わかるか？」

			「……えっと、ご主人様が寝ていた時間も合わせて、だいたい三時間ぐらいだと思います」

			　あれから三時間というと、今はだいたい夜の七時ぐらいだろうか。ずいぶんとぐっすり寝てしまっていたらしい。

			「どれだけ流されたか、わかるか？」

			「……ごめんなさい、わかりません。でも、川の流れも速かったですし、多分、かなり……」

			　はっきりとしたことはわからないか。

			　いや、逆をいえば、わからなくなるほど流されたのか。

			　そういえば、いつだったかドラマで、主人公が増水した川に落ちた子犬を助けるシーンを見たことがある。

			　あのドラマでは、大人が全力で走ってやっと、川を流れる子犬と並走できていた。

			　俺が落ちた川も、実際それぐらい流れが速かったような気もする。

			　そう考えると、たとえ川に流されていた時間が二〜三〇分程度だとしても大(おお)雑(ざつ)把(ぱ)に見積もって五キロぐらいは流されていそうだ。

			　川の中にいた時間次第では、もっとかもしれない。討(とう)伐(ばつ)隊との合流はできるんだろうか。

			　こんな視界もろくに利かない、魔物がはびこる森の中で。

			　ふと、以前治(ち)療(りよう)院(いん)でルルカの言っていた言葉が脳(のう)裏(り)を過(よぎ)る。

			　――遭(そう)難(なん)。

			　いやいや、大丈夫、大丈夫なはずだ。

			　川に落ちたんだから当然ではあるけれど、川というわかりやすい目印がある。

			　これを遡(そ)上(じよう)していけば、騎士団率いる討(とう)伐(ばつ)隊と合流できるはずだ。

			　……討(とう)伐(ばつ)隊が川から離れていなければ。

			　討(とう)伐(ばつ)隊が俺の生存を諦(あきら)めていなければ、川を下って、周辺を捜(そう)索(さく)しにくる可能性はある。

			　また、クランクハイトタートルと戦う前、セラから地図を見せてもらったが、確かこの川は森を抜けて、メルハーツの街につながる街道の方向に流れていた。

			　川を下れば、いつかは街道に出られるのだ。

			　具体的な距離までは覚えてないが、多分、丸一日はかからないだろう。

			　どうするべきか。

			　まずは川を遡(そ)上(じよう)し、討(とう)伐(ばつ)隊との合流を目指す。クランクハイトタートルを討(とう)伐(ばつ)した場所まで戻って討(とう)伐(ばつ)隊と合流できなかった場合、今度は川を下って森を抜け、街道に出る。これがベターだろうか。

			「ご主人様？」

			　考えていると、ユエルが声をかけてきた。

			　どうやら考えすぎて、撫(な)でる手が止まっていたらしい。

			「ユエル、これからのことなんだが、川を上って討(とう)伐(ばつ)隊との合流を目指そうと思う。討(とう)伐(ばつ)隊も、俺たちを探している可能性があるしな。ユエルはどう思う？」

			「はい。私も合流できそうなら、騎士の人たちとすぐに合流した方が良いと思います。街の外は、とても危険ですから」

			　ユエルの言葉には、何だか重みがあった。

			　そういえば、ユエルを買った時、ユエルは大怪(け)我(が)をしていた。そういった危険については敏感なんだろう。

			「それじゃあ、夜が明けたら移動することにするか」

			「……ご主人様。移動するなら、夜の方が安全かもしれません」

			　ユエルが真剣な顔つきで言う。

			「森の中では、大量の魔物に囲まれてしまうのが一番怖いです。でも夜なら少なくとも、夜目の利かない魔物は寝ていますから」

			　なるほど。

			「いや、でも暗いぞ？　こっちも見えないなら、魔物と戦えないだろ？」

			「私は夜でもはっきり見えます。ダークエルフですから」

			　ハイスペックなユエルさん。

			　なんと暗視モードも搭(とう)載(さい)しているらしい。

			　

			　川を上ること十数分。

			　空はもう晴れていて、川沿いには月明かりが差している。

			　月明かりがあるといっても、魔物はびこる夜の森。

			　正直怖いものがあるけれど。

			　ユエルは時折耳をピクピクと動かしては周囲の物音を探り、少しずつ前進していく。

			　そして、何かを見つけたのか、唐(とう)突(とつ)に駆け出した。

			　一瞬、ナイフが月明かりに煌(きら)めく。

			　近寄ってみると、それは犬のような顔をした、亜人タイプの魔物の死体だった。

			　首を一刀で切り裂いている。

			　慎重に移動しつつも、魔物を見つければ、常に先制攻撃を仕掛けていく攻撃的なスタイル。

			　まるで暗殺者である。

			　伸ばしてはいけないユエルの才能を見てしまった。

			　いや、ユエルの場合こういうスタイルをとらないといけない理由があるのかもしれないが。

			　ユエルの体は小さいし、ルルカのように盾(たて)のスキルを持っているわけでもない。

			　ユエルは誰かを守るということが、肉体的な特徴として、不得手なんだろう。

			　だから、脅(きよう)威(い)になりそうなものを俺に近づく前に排除する、という攻撃的なスタイルになるのかもしれない。

			　よく考えれば合理的である。

			　そんなことを考えていると、ふと、ユエルが足を止めた。

			　そして、耳をピクピクとさせながら、キョロキョロと周囲を窺(うかが)う。

			「ご主人様、この先に多分、コボルドの集落があります」

			「わかるのか？」

			「はい。たくさんの魔物の気配があります。かなり規模の大きい群れで……一〇〇匹以上はいるかもしれません。多分、今のコボルドも、その集落の見張りです」

			「倒せそうか？」

			「……ごめんなさい、多分、私一人では無理だと思います」

			　ですよね。さすがに無茶振りだった。

			「見つからずに進めそうか？」

			「……コボルドは夜目も利きますから、危険です。これ以上近づくと、いつの間にか囲まれてしまう可能性もあると思います」

			　コボルドの大規模集落か。

			　どうするべきか。

			　ユエルを単騎で突入させて、俺は木の上あたりからエクスヒールをかけ続けるというアイデアが一瞬思い浮かんだが、さすがに物量に潰されそうだ。

			　というかそんな作戦、実行する気もさらさらないけれど。

			　となると、迂(う)回(かい)か。

			　コボルドは夜目も利くらしいし、見た目からして耳も嗅(きゆう)覚(かく)も鋭そうだ。

			　もし見つかって大量のコボルドとの戦闘になれば、目も当てられないことになる。

			　かなり大きく迂(う)回(かい)する必要があるだろう。

			　いや、でも、迂(う)回(かい)するということは川から大きく離れることになる。

			　広い森の中で、川という目印を失うのは痛い。

			　それに、討(とう)伐(ばつ)隊とすれ違ってしまう可能性もある。どうする。

			　考える俺を、ユエルが見つめている。

			　そして気づいた。

			　ユエルが、眠そうな、疲れたような表情をしていることに。

			　――そうだ、ユエルが眠ったらどうしよう。

			　背中に冷や汗が流れるのを感じる。

			　不(ま)味(ず)い。考えが足りていなかった。

			　今、ここには俺とユエルの二人しかいないのだ。

			　そしてユエルは索(さく)敵(てき)も戦闘もできるけれど、俺は両方ろくにできない。

			　音を殺して近寄る野生の魔物を感知することなんてできないし、突然の攻撃から眠るユエルを守ることもできない。

			　……川を、上るべきではなかったのかもしれない。

			　このままもし討(とう)伐(ばつ)隊に合流できなければ、そこから街に戻るまで、倍近い、もしくは倍以上の時間がかかる。

			　ただでさえ、ユエルは川での俺の救出、そして看病と、相当疲れているはずだ。

			　俺は眠っていたようなものだからいいものの、ユエルはその間もずっと魔物を警戒していたはずである。

			　これからコボルドの集落を迂(う)回(かい)して、川を上って、討(とう)伐(ばつ)隊と合流できなかった場合、ユエルの体力が持つかわからない。

			　そしてユエルの体力が限界を迎えた時が、魔物の餌(え)食(じき)になる時である。

			　今からすぐに川を下って、街道まで出さえすれば、街道警備の騎士や行商人と合流できる可能性もある。

			　純粋な距離の問題としても、討(とう)伐(ばつ)隊と合流を図るより短い時間で街に帰ることができるだろう。

			　そもそも、討(とう)伐(ばつ)隊が川を下ってきているという保証はない。

			　一瞬、動かずにじっと助けを待つことも考えたが、この森には魔物がいる。

			　長期戦は駄目だ。幸い、まだ川を上り始めて二〇分も経っていない。

			　損失は少ない。引き返せる。

			「ユエル、川を上るのは諦(あきら)めよう。川を下って、街道から街を目指そう」

		

	
		
			　

			第10話　疲労する

			　

			「川を下って街道に、ですか？」

			「あぁ。コボルドの集落を迂(う)回(かい)して、川から離れるのは得策じゃない。いっそのこと、川を下って街道まで出た方が、森の中にいる時間は短くて済むんじゃないかと思ってな」

			　俺が川を下ることを提案すると、ユエルはじっと目を瞑(つむ)って考え始める。

			　一番の理由はユエルの体力面への懸(け)念(ねん)だけれど、それを言ってもユエルは多分、考(こう)慮(りよ)に入れないだろう。

			　酒場でアルバイトを始めた時のことを考えれば、ユエルは自分の体調管理は無視して、目的のために無理を続けるタイプである。無理をしていないかだけは、俺が見ていないといけない。

			　そして、ユエルはじっくりと考えた後、真剣な顔で頷(うなず)いた。

			「……確かに、迂(う)回(かい)は危険かもしれません。それに、あれだけのコボルドがいるということは、その餌になる小型の魔物の巣も複数近くにある可能性が高いです。もし一斉に襲われたら、ご主人様をお守りしきれません。……街道に向かった方が、ご主人様をお守りできる可能性は高いと思います」

			　小型の魔物の巣。

			　その可能性は考えていなかった。

			　よく気がつくユエルさんである。

			　ユエルには森の中でのサバイバル経験でもあるんだろうかと思えるほどだ。あっても不思議じゃない。

			　話がまとまると、ユエルは忙しなく周囲の警戒をしながら、すぐに俺の数歩前に立って移動を始めた。

			　

			　川沿いを下っていく。

			　川を下っていけば、一日かからず街道に出られる。

			　街へ向かうルートからは少し逸れてしまうが、迷わず、最短距離で街道まで出られるのだ。

			　しかし、ひとつ懸(け)念(ねん)がある。

			　俺の数歩前を歩くユエル。その様子が、おかしいように感じる。

			　風による木の揺れのような、些(さ)細(さい)な物音にさえ、過敏に、大きく反応している。

			　どうにも、過剰に神経を使っているような気がする。気負いすぎているように見える。

			　迷宮を探(たん)索(さく)していた時は、ユエルはもう少し気を抜いていた。警戒は大事ではあるけれど、先は長い。この調子で、この先もつのだろうか。

			「ユエル、まだ先は長い。もし魔物に襲われても、一撃で気を失ったり死んだりさえしなければ、俺はいくらでも回復できる。このダメージ軽減の腕(うで)輪(わ)だってある。あまり、気負いすぎなくていいからな」

			「……はい」

			　一応声をかけておくが、ユエルの様子は変わらない。

			　森の中ではこのレベルの警戒が最低限必要、ということなんだろうか。正直俺には判断がつかない。ユエルの方が、そのあたりの知識は豊富なのかもしれない。

			「ユエルは、森の中で生活した経験とか、あるのか？」

			　ふと、俺の口から出た言葉。そして、足を止めるユエル。

			　言ってから後悔した。地(じ)雷(らい)を踏(ふ)んでしまったかもしれない。

			　ユエルの過去を、聞いてしまった。

			　今まで、ユエルの過去にはあまり触れないようにしていた。

			　奴(ど)隷(れい)なんて身分になる時点で、話したくなるような過去であるはずがないのだ。

			　例えば、親に売られてしまっただとか。魔物に親を殺されただとか。

			　ただ聞くだけでも、ユエルの辛い記憶を掘り起こすことになってしまうかもしれない。

			「はい。孤(こ)児(じ)院(いん)にいた頃は、森で薬草を採ったり、魔物を狩ったりして孤(こ)児(じ)院(いん)にお金を入れていました。私は生まれた時に、親に捨てられてしまったそうなので」

			　けれど、ユエルは特に気にする様子もなく答える。

			　孤(こ)児(じ)院(いん)。

			　ユエルは昔、孤(こ)児(じ)院(いん)にいたのか。

			　推測するに、その孤(こ)児(じ)院(いん)から、あの奴(ど)隷(れい)商人に売られてしまったんだろう。

			　孤(こ)児(じ)院(いん)が潰れたか、もしくは最初から売るために育てていたかはわからないが。

			　まぁそれは置いておくとしても、孤(こ)児(じ)院(いん)時代に普段から狩りをしていたのなら、森の中の危険も熟知しているだろう。俺がユエルの姿勢に口を挟むべきではないのかもしれない。

			　……。

			「ユエル、その孤(こ)児(じ)院(いん)は、メルハーツの街にあるのか？」

			　過去の話も少し聞いてしまった以上、これを無視してはいけないような気がする。

			　もしその孤(こ)児(じ)院(いん)がまだ存在して、そしてユエルが望むのであれば、資金援助、なんて選択もあるだろう。

			　その孤(こ)児(じ)院(いん)に、思い入れがあるかもしれない。今でも遊びに行きたい、なんて思っているかもしれない。逆の可能性もあるかもしれないが。

			「いえ、少し離れた、クルセルという小さな街です。もともと借金があったみたいで、孤(こ)児(じ)院(いん)は私が売られる時に一緒に潰れてしまったので、もうありません」

			　潰れたのか。

			　ユエルは多分、借金の形に売られたということだろう。

			　そして、そのクルセルとかいう街から、メルハーツまで移送されてきた。

			　まぁ、メルハーツは大きい都市だ。経済も活発な方だろう。

			　ユエルは戦闘スキル持ちだし、奴(ど)隷(れい)商人も迷宮都市であるメルハーツの方が、高く売れると思ったのかもしれない。

			　しかし、こういう時、俺はどうすればいいのか。

			　俺が今からユエルのためにできることも、孤(こ)児(じ)院(いん)が潰れてしまったのならあまりなさそうだ。

			　かといって、慰(なぐさ)めたりするのは得意じゃないし。なんだか気まずい。

			「私は、今ご主人様と一緒にいられるだけで、凄(すご)く幸せです」

			　黙りこんでいると、ユエルはそう言ってニコッと笑った。

			　……逆に俺の方がフォローされてしまっている。

			　健(けな)気(げ)だ。いたいけだ。

			　頭を撫(な)でてやろう。そしてユエルに手を伸ばすと――

			　突然ユエルが後ろを振り向いて、駆け出した。

			　そして一閃。どうやら、魔物がいたようだ。

			　

			　時折休憩や食事を挟みつつ、川を下り続ける。

			　食事や飲料に関して問題はなかった。

			　アイテムボックスには食料もある程度入っていたし、以前迷宮で見つけた給湯器もどきの魔道具だってある。

			　ユエルの警戒のおかげもあってか、ユエルが勝てないような強敵や、魔物の群れと遭(そう)遇(ぐう)するようなこともなかった。

			　けれど、騎士に囲まれているうちはあまり気づかなかったが、魔物は唐(とう)突(とつ)に、そして頻(ひん)繁(ぱん)に襲ってくる。常に気は抜けない。

			　けれど、それでも、これまでにだいぶ距離を稼ぐことができた。

			　時間もずいぶんと経ったようで、空もわずかに白み始めてきている。

			　地図は一瞬しか見ていないし、街道までの正確な距離はわからない。

			　でも多分、もう少しのところまで来ているはずだ。

			「ユエル、大丈夫か？」

			「……はい」

			　しかし、やはりというか。ユエルが明らかに、疲れきってしまっている。

			　足取りはフラつき、歩みは遅くなり、そしてたまに頭をブンブンと振っている。

			　だいぶ眠そうだ。

			　ナイフを構える腕の高さも、心持ち低くなっているような気がする。

			　何時間もの警戒で、神経だって磨り減っているだろう。

			　思い返せば、ユエルは討(とう)伐(ばつ)隊と一緒にいた時でさえ、周囲をずっと警戒していた。

			　昨日から、丸一日近くずっと気を張って警戒を続けてきたようなものだ。

			　もう、体力は限界なのかもしれない。一度、休憩を取るべきだろうか。

			　いや、でも、これまで休憩の時間を取っても、ユエルはほとんど休まなかった。

			　食事を取っている間でも、絶対に警戒を解かないのだ。

			　多分、時間を経過させるだけ逆効果になるだろう。

			　今はできるだけ早く、森からの脱出を目指すべきなのかもしれない。

			　――そんな中、ユエルがピクリと耳を動かし、駆け出した。

			　ユエルの視線の先には、一匹の狼のような魔物。ユエルはその狼に気づかれる前に、喉にナイフをねじ込んだ。いつもの、ユエルの必殺のパターンである。

			　……しかし、浅かった。

			　ユエルがナイフを抜いても、狼が死んでいない。

			　狼はユエルを遠ざけようと、大きな声で鳴きながら激しく暴れている。やはり、ユエルは疲れているようだ。いつもなら一撃で仕留めているのに。

			　ユエルはすぐに、もう一度ナイフを振り下ろし、狼にとどめを刺す。

			　今度こそ、絶命する狼。

			　けれど、大きな戦闘音を立ててしまった。

			　鳴き声だって、響いてしまった。

			　眉根を寄せ、素早く左右に目を向けるユエル。

			「ご主人様、すぐに移動しなければいけません。今ので、魔物が寄ってくる可能性があります。私についてきてください」

			　やはり、さっきの戦闘音は不(ま)味(ず)かったらしい。

			　ユエルは余裕のない口調だ。

			　そして、すぐに走り始めた。俺も、ユエルについて走り出す。

			　走っては止まり、走っては止まりを繰り返し、進行方向を小刻みに変えながらユエルが進む。

			　多分、魔物を避けているんだろう。

			　それでも散発的に、さっきと同じ、狼の魔物が襲ってくる。

			　ユエルは襲いかかってくる狼の喉にナイフを合わせ、極力時間をかけずに魔物を処理し、移動を続ける。

			「ご主人様、こっちです！」

			　ユエルの表情は硬い。声にも、必死さが出ている。

			　多分、もう余裕はないんだろう。

			　そしてふと、俺とユエルの間の茂みから、ガサリと物音がした。

			　そこから、狼の魔物が顔を出す。

			　ユエルの警戒から漏(も)れていたのかもしれない。ずいぶんと近い距離だ。

			　ユエルはその物音を聞くなり、ビクリと震えて、すぐに視線を草陰に向ける。

			　――そしてその瞬間、俺は見た。

			　ユエルが、草陰に視線を向け、草陰から顔を出す狼の魔物を見るなり、「ホッとしたような表情」をしているのを。

			　――強い、違和感があった。

			　そして、一つの疑問が湧(わ)いた。

			　魔物に襲われているのに、なんでユエルは安(あん)堵(ど)の表情を浮かべたんだろう。もう一度、ユエルを見る。

			　……もしかしたら、俺は、とんでもない勘違いをしていたのかもしれない。

			　ユエルが狼の魔物を瞬殺し、また走り始める。

			　その後を追って走りながら、考える。

			　ユエルは魔物を、必要以上に警戒していた。ずっと、警戒を解かなかった。

			　それはなぜか。

			　ユエルが、俺を守るために全力を尽(つ)くしている。ユエル自身、無理を続けるタイプだ。

			　それもあるだろう。

			　けれど。もしかしたら――ただ、「怯(おび)えていた」んじゃないのか。

			　草陰からの物音に、過敏に反応したユエル。

			　そして狼の魔物を見た瞬間の、安(あん)堵(ど)の表情。

			　一つの可能性。ユエルはただ、「何か」に怯(おび)えていた。

			　そう考えると、今までのユエルの行動に納得がいってしまう。

			　ユエルは、いったい何に怯(おび)えているのか。

			　孤(こ)児(じ)院(いん)時代、日常的に森で狩りをしていたというユエルが、なぜそこまで森で怯(おび)えるのか。

			　思い当たること。

			　……そういえば、ユエルを買った時。

			　ユエルはまるで魔物に引っかかれたような、大怪(け)我(が)をしていなかったか。

			　ユエルは奴(ど)隷(れい)として、他の街からメルハーツに運ばれた。

			　奴(ど)隷(れい)商人がユエルの価値を見込んで、利益を出せると思ったからこそ奴(ど)隷(れい)商人はユエルを仕入れたはずだ。

			　けれど、俺がユエルを買った時。

			　ユエルは大怪我をしていた。目と鼻は潰れ、耳も片方がなかった。

			　まるで、大型の魔物の爪(つめ)で引き裂かれたかのような傷跡じゃなかったか。

			　奴(ど)隷(れい)商人が自分の財産を傷つけるとは考えにくい。

			　現に、傷ついたユエルはなかなか売れず、俺という買い手がつくなり奴(ど)隷(れい)商人は逃げるように去って行った。

			　それならば。

			　ユエルが怪(け)我(が)をしたのは、クルセルの街で奴(ど)隷(れい)商人に売られてから、俺が買うまでの間。

			　……輸送中、怪(け)我(が)をした。輸送中に、魔物に襲われたんじゃないのか。

			　そして、輸送には街道を使っただろう。

			　今、街道に向かおうとしている俺とユエル。

			　俺は、ユエルが魔物に再起不能にされた、まさにその場所に、向かおうとしているのかもしれない。もちろん、俺の想像でしかない。

			　でも、今のユエルは、明らかに何かに怯(おび)えているように見える。

			　この推測が、現実味を帯びてくる。

			　街道付近には、ユエルが怯(おび)えるほどの何かがいる。

			　川を、下るべきではなかったのか？

			　いや、ユエルは町を出てからずっと、周囲を警戒し続けていた。多分、川を上ったとしても、ずっと周囲を過剰なまでに警戒していただろう。

			　そして、ユエルが疲(ひ)弊(へい)したところで大量のコボルドや小型の魔物に囲まれる。そんな可能性もあった。

			　それにもう、街道だって近いはずだ。今さら引き返すことなんて、できない。

			「ご主人様、右に向かいます！」

			　進行方向を変える直前、また茂みから狼が飛び出してくる。

			　ユエルはまた、狼を目視するなりホッとした表情をした。魔物に遭(そう)遇(ぐう)したというのに。

			　すぐさま排除して、ユエルはルートを確保する。

			　走ってユエルを追いながら、思い返す。

			　ユエルは俺が街の外に出る、ということになった時、どんな表情をしていたか。

			　……俺はユエルを見ずに、エリスの胸にばかり気を取られていたような気がする。

			　ユエルが俺に腕(うで)輪(わ)を買った時、暗い顔をしていなかったか。

			　自分の胸にコンプレックスがあるから暗くなっている、なんて、軽く考えていた。

			　なぜこんな、一定以上の威力の攻撃を一度だけ軽減できる、そして一度使えば壊れてしまう、そんな実用一辺倒な魔道具を、今まで稼いできたお金をすべてはたいてまで俺に買ったのか。

			　思い返せば、ユエルはずっと街の外に出ることに怯(おび)えていたのかもしれない。

			　それでも、俺を危険から守りたくてついてきたのかもしれない。

			　ふと、ユエルが急に立ち止まる。

			「……ご主人様、申し訳ありません。囲まれてしまいました」

			　茂みから、狼が現れる。

			　前から、横から、そして後ろから。

			　五匹、六匹。いや、もっといる。汗が、頬(ほほ)を流れる。

			　もう冷や汗なのか、普通の汗なのかも判別がつかない。

			　消(しよう)耗(もう)したユエルだけでは、無理だろう。俺もメイスを構える。

			　周囲を囲みながら、じりじりと距離を詰めてくる狼。

			　けれど、ユエルの行動は速かった。

			　両手に持つナイフを、前方にいる二匹に投げる。

			　そして命中するかどうかも確認せずに、アイテムボックスから新しいナイフを取り出し、俺の横にいる狼の眼球に突き刺した。

			　一瞬で三体だ。ユエルなら、無傷で倒せてしまうかもしれない。

			　なんとかなるかもしれない。

			「――――――ッ！」

			　空気が震えた。狼の遠吠え。

			　ユエルの反対側にいた一匹が、大音響の遠吠えをあげる。

			　そしてその声にまるで呼応するかのように、追加の狼が三匹、遠くから近づいてくるのが見えた。

			　不(ま)味(ず)い。不(ま)味(ず)い。

			　ユエルが、森の中では魔物に囲まれるのが一番怖いと言っていた理由がわかった。

			　一匹が弱くとも、数に囲まれてしまえば、いつか潰される。

			　ユエルだけならもしかしたら逃げられるかもしれないが、今は俺がいる。

			　間違いなく、このままだと不(ま)味(ず)い。

			　――けれど一瞬、狼の動きが硬直した。

			　すかさず、ユエルが三匹を瞬殺する。俺も、一匹の頭をメイスで潰す。

			　すると唐(とう)突(とつ)に、背を向けて逃げて行く狼。

			　どうしたんだろう。犠(ぎ)牲(せい)が増えたから、逃げたのか？

			　そんなことを考える中――ユエルが、ビクリと震えた。

			　それからすぐに、ユエルが、俺の方に振り向く。

			「ご主人様っ！」

			　勢いよく、ユエルに突き飛ばされた。

			　地面を滑る感触。わずかにぬかるんだ土が、気持ち悪い。

			　いったい、何が――

			「ユエル、どうし……た？」

			　起き上がって振り向く。そこに、ユエルはいなかった。

			　代わりに「鬼」がいた。

			　二メートルを超える、巨大な体。

			　ついさっきまで俺がいた場所を「鬼」が、その巨腕で薙(な)ぎ払っていた。

			　何か、キラキラとした破片が宙を舞う。

			　あれは、なんだ。見覚えのある、色、模様。

			　あれは……ユエルの腕(うで)輪(わ)だ。ドクン、と心臓が跳(は)ねた。

			　薙(な)ぎ払われた、巨腕の先を見る。

			　

			　そこには、大きく吹き飛んで、木に叩きつけられたユエルの姿があった。

		

	
		
			　

			第11話　鬼

			　

			　抱きかかえるほどに太い四肢。二メートルを超える、巨大な体(たい)躯(く)。頭から生える、一本角。

			「鬼」が、その剛(ごう)腕(わん)を振り切った体勢でそこにいた。

			　ユエルは数メートル先に吹き飛ばされて、木にもたれかかるようにして、ぐったりとしている。

			　狼が逃げて行ったのは、仲間が死んだからじゃない。こいつの気配を察したからか。

			　そして鬼は、倒れこむユエルに向かって歩いていく。

			　不(ま)味(ず)い。駄目だ。

			　弱ったユエルに何をするつもりかなんて、わかりきったこと。

			　とどめを刺すつもりだ。

			　ユエルは今、立ち上がろうともがきながらも、立ち上がれないでいる。

			　俺を庇(かば)ったせいだろう。相当なダメージを負っているようだ。

			　今のユエルに、魔物の攻撃を避けることはできない。

			　それにもう、ユエルにあの腕(うで)輪(わ)はない。

			　次にこいつの攻撃を食らえば、本当に死んでしまうかもしれない。

			　それは駄目だ。それだけは駄目だ。

			　絶対に、行かせてはならない。

			　すぐに起き上がり、メイスを強く握り込む。

			「はあああああっ！」

			　メイスを鬼に向かって叩きつける。

			　そしてガラ空きの鬼の背中にメイスが直撃し――

			　メイスが、大きく弾かれた。

			　鉄板でも殴ったかのような、硬質な音。ついメイスを手放してしまいそうになるほどに、硬い感触。まるで、金属のような手応え。

			　弾かれたメイスに引かれて上半身が仰(の)け反(ぞ)り、バランスが崩れる。

			　俺は足元のぬかるみに足をとられて、尻(しり)餅(もち)をついた。

			　その直後。頭のすぐ上を剛(ごう)腕(わん)が走った。

			　強烈な風圧。

			　風圧だけで体が揺れる。足元の水溜りが波立つ。

			　――これは勝てない。

			　もし尻(しり)餅(もち)をついていなかったら、一発で頭を砕かれていたかもしれない。

			　そんな一撃だった。

			　確信した。俺では、相手にもならない。

			　それに、あの硬質な皮膚。

			　金属製の鈍器で殴ったというのに、ろくにダメージを受けた様子もない。

			　あの様子では、ユエルのナイフで切りつけても傷がつくかすらわからない。

			　俺やユエルが攻撃しても、まず倒せないだろう。

			　こいつと戦っちゃいけない。絶対に勝てない。

			　……いや、勝てる勝てないを考えている場合じゃない。

			　今はユエルだ。

			　とにかく、まずは怪(け)我(が)をしたユエルを助けなければいけない。すぐに立ち上がり、ユエルのいる方向に走る。

			　瞬間、鬼の拳が背中を掠(かす)めた。背中が焼けるような熱を持つ。

			　バランスを崩しそうになるが、立て直してユエルのもとまで走る。

			　すぐにユエルを抱え上げ、治(ち)癒(ゆ)魔法をかける――寸前、地面に影がかかるのが見えた。

			　嫌な予感がした。ユエルを抱きかかえて、横へ飛ぶ。

			　ついさっきまで、俺とユエルがいた場所を剛(ごう)腕(わん)が潰した。

			　地面が弾ける。

			　全身に砕けた石と泥を浴びながら、ゴロゴロと地面を転がった。

			　やばい。本当にやばい。

			　あんな攻撃、まともに受けたら死ぬ。間違いなく死ぬ。

			　頭に直撃でもしようものなら、治(ち)癒(ゆ)魔法を使う暇(ひま)すらなく死ぬかもしれない。

			　最低でも、意識は刈り取られるだろう。

			　逃げるしかない。咄(とつ)嗟(さ)に、土を握り込み鬼の目に向かって投げた。

			「エクスヒール！　ユエル、大丈夫か!?」

			　それから勢いを止めずに立ち上がり、ユエルを抱えて走る。

			　脇目も振らずに鬼から逃げる。

			　背後から、鬼の怒声が響く。どうやら、土が目に入ったようだ。

			　これで少しは時間が稼げる。

			　身が竦(すく)みそうになるけれど、今は距離を取らなければならない。

			「ご、ご主人様、ごめんなさい」

			　ユエルは俺を見ながら、謝ってくる。

			　あの魔物の接近に気づけなかったことに対する謝罪だろうか。その声は、震えている。

			　やはり、あの魔物が、街を出てからユエルが怯(おび)えていた「何か」なのかもしれない。

			「……ユエルの目は、あいつにやられたのか？」

			「っ……！」

			　俺の言葉に目を見開き、驚いた顔をするユエル。

			　やっぱりか。ユエルはずっと、こいつを警戒していたのかもしれない。

			「ご、ご主人様、私は大丈夫です、下ろしてください。私が時間を稼ぎます、その間に逃げてください！」

			　ユエルが、真剣な顔で言う。

			　でも、それは無理だ。あれは、今まで迷宮で戦ってきたような魔物とは違う。

			　ユエルでは、一撃死もあり得る。もし死んでしまえば、俺でも治せない。

			　それに、抱きかかえている俺だからこそ、今、ユエルが震えているのがわかる。

			　過去に大怪(け)我(が)を負わされて、そして今もあんな怪(け)我(が)を負わされて、怖くないわけがない。

			　しかも、ユエルはこれまでの移動で疲れ切っている。あの魔物とユエルを戦わせるわけにはいかない。どうする。

			　ユエルの腕(うで)輪(わ)は壊れた。

			　しかも、ユエルは疲(ひ)労(ろう)困(こん)憊(ぱい)。

			　狼の魔物に気を取られていたとはいえ、あの魔物がここまで近づくまで気づけなかったほどだ。そして、精神的にも通常じゃない。

			　隠そうとしてはいるけれど、怯(おび)えているのが伝わってくる。

			　逃走一択だ。

			　幸いなことに、あの鬼の魔物のおかげか、他の魔物の姿が見えない。

			　狼の魔物が逃げたことから考えるに、あの魔物は他の魔物からも警戒されていると見ていいだろう。

			「ご主人様、お、下ろしてください！」

			　ユエルが切(せつ)羽(ぱ)詰(つ)まったような声で、叫ぶ。背後を見れば、すぐ近くに鬼が迫っていた。

			　思った以上に足が速い。このままだと、追いつかれるかもしれない。

			　大きい魔物だ。

			　そんな魔物が自分に殺意を向けているというだけで、身が竦(すく)む。体が縮こまる。

			　あんな魔物と戦っちゃいけない。戦った結果どうなるか。

			　奴(ど)隷(れい)市場で見かけたユエルはどうなっていたか。

			　顔は潰れ、耳は削(そ)げ、もう戦うこともできなくなっていた。

			　怖い。頭の中が、恐怖でいっぱいになる。

			　でも、やはり鬼の方が足は速いようだ。

			　どんどん距離を詰めてくる。

			　俺の足では、逃げられるかどうかわからない。逃げるには、誰かが足止めをするしかないだろう。

			　――ひとつの考えが、脳(のう)裏(り)を過(よぎ)る。

			　ユエルには、嫌われるかもしれないが。

			　そういえば、ユエルにこれを使うのは初めてだ。今までは、ここまで危険なことはなかった。別に、必要ないと思っていた。

			　けれど、使うしかない。

			　ユエルをそっと地面に下ろす。

			　すぐにユエルは鬼に向かって行こうとするが、肩を掴(つか)んでそれを止める。振り向いたユエルと目が合う。

			　決意をこめたような表情、でもどこか張り詰めたような、不安そうな顔だ。

			　そしてユエルが何かを思いついたように、息をのむ。

			　俺を見て、何をしようとしているのか察したようだ。

			　けれど、かまわず続ける。声に、魔力を込める。

			　そして――命令する。

			「命令だ。ユエル、街まで逃げろ」

			　ユエルの肩に、赤い、赤い紋(もん)様(よう)が浮かび上がる。

			「ご、ご主人様っ!?」

			　ユエルの悲鳴が上がる。
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			　奴(ど)隷(れい)紋(もん)。

			　命令を絶対遵(じゆん)守(しゆ)させる魔術の刻(こく)印(いん)。

			　使い方が合っているか不安だったが、どうやら魔力を込めて命令を声に出すだけでよかったようだ。

			　詠(えい)唱(しよう)が必要、とかじゃなくてよかった。ちゃんと機能している。

			　ユエルを、こんな魔物と戦わせるわけにはいかない。

			　俺がこれだけ怖いんだから――ユエルは、もっと怖いに決まっている。

			「俺が時間を稼ぐ、その間に逃げてくれ」

			　ここは格好つけないといけない場所だ。ご主人様として。

			　

			　ユエルは街に向かった。

			　ユエルは赤く輝(かがや)く奴(ど)隷(れい)紋(もん)を見て、驚(きよう)愕(がく)の表情をし。

			　そして奴(ど)隷(れい)紋(もん)に身体を操られながらも、何度もこっちを振り返り走っていった。

			　ユエルだけなら、一人でも街まで帰れるだろう。

			　目の前の鬼を見据える。

			　俺がメイスを構えると、鬼は興味深げに俺を見て、立ち止まった。

			　大丈夫だ。

			　強そうな魔物とはいえ、武器は拳だけ。

			　そして俺は、治(ち)癒(ゆ)魔法が使える。頭さえ庇(かば)えれば、そうすぐにはやられない。

			　ユエルがある程度ここから距離を取るまで、時間を稼ぐ。

			　巨大な、鬼の魔物を見る。

			　奴(ど)隷(れい)市場にいた頃のユエルの怪(け)我(が)。

			　街を出てから、ずっと周囲を警戒していたユエルの様子。腕の中で、震えながらも戦うと言ったユエルの表情。この魔物を見ていると、様々な光景が鮮(せん)明(めい)に蘇(よみが)る。

			　気持ちが昂ぶっていくのを感じる。まともに戦って勝てないのはわかっている。

			　時間を稼ぐだけのつもりだった。

			　でも、治(ち)癒(ゆ)魔法を使いながら殴り合えば、もしかしたら粘り勝ちできるかもしれない。

			　そんな気がしてくる。

			　ユエルが怯(おび)えるこの魔物を、ユエルのトラウマを倒したい。

			　そんな気持ちが、だんだんと湧(わ)いてくる。

			　少女の盾(たて)となって、強大な魔物と戦う自分、そんな雰囲気に酔っているのかもしれない。

			　でも、やっぱり、この魔物を倒したい。

			　ユエルが、この魔物の影に怯(おび)えなくて済むように。

			　まずは、鑑定を使う。

			　アーマーオーガ（変異種）

			　この魔物はアーマーオーガというらしい。

			　弱点なんかがわかることを期待したけれど、そうそう上手くはいかないようだ。

			　アーマー、というのは、やはりメイスを弾く硬質な皮膚があるからか。

			　変異種、というのはよくわからないけれど。

			　とりあえず、頭をいつでも庇(かば)える位置にメイスを掲げながら、ジリジリと、距離を詰める。

			　まだオーガの攻撃も俺の攻撃も届く距離じゃない。

			　少しずつ、慎重に距離を詰めて行く。

			　魔物と戦う上で何が大切かといえば、攻撃を受ける覚悟だ。

			　いつでも攻撃を受けると思って、治(ち)癒(ゆ)魔法の準備をしておくことが重要だ。

			　俺の治(ち)癒(ゆ)魔法なら、致(ち)命(めい)傷(しよう)でもすぐさま完治する。

			　理論上、頭さえ無事なら俺は絶対に死なない。俺でも、戦えるはずだ。

			　そんなことを考えていると――

			　

			　オーガは武器を構える俺を見て、突然、両腕を振った。

			　なんだ？

			　まだオーガとの間に距離はある。

			　腕なんて振ったところで、届きはしない。

			　いったい何を――

			　瞬間。

			　オーガの両手から、刃物のようなものが飛び出した。

			　アーマーオーガの手首のあたりから生えた、五〇センチほどの……剣、いや、爪(つめ)だろうか。

			　そういえば、鑑定の結果、あいつはアーマーオーガの変異種と出た。

			　……変異っていうのは、あれのことか。

			　一目見ただけで鋭い切れ味があることを予感させる、大きな爪(つめ)。それが、アーマーオーガの両手から生えていた。

			　…………やばいかも。

			　スッと、頭が冷えていく。

			　あれは駄目かも。いや、駄目な気がする。

			　刃物は駄目だ。刃物は駄目だろう。

			　拳なら受け方や打ち所次第では耐えられるかもしれない。でも、刃物は駄目だ。

			　頑張ってどうこうなるものじゃない。真っ二つになるビジョンしか見えない。

			　というか怖い。刃物は本当に怖い。

			　ジャイアントアントに足を切られたトラウマが蘇(よみが)る。

			　そういえばユエルの顔、あれは拳にやられたというより、爪(つめ)でやられたという方が近かった。

			　そうだよな、爪(つめ)、あるよな。

			　頭の中の天(てん)秤(びん)が、一気に傾いていくのを感じる。

			　やっぱり俺も逃げよう。戦術的撤退だ。

			　素手ならほんの少しは希望もあったが、あの爪(つめ)は駄目だ。

			　硬質な皮膚、鋭く凶悪な爪(つめ)、まさに攻防一体。まともにやって勝てる気がしない。

			　ちょっと格好良い自分に酔っていたのが、あの爪(つめ)を見て一気に冷めた。そうだ、俺は剣士でも戦士でもない。治(ち)癒(ゆ)魔法が使えるだけの一般人だ。

			　こんな魔物と戦っちゃいけない。

			　簡単に返り討ちにあって、ユエルのトラウマを増やすことになるだけだ。

			　――考えているうちに、オーガが腕を一振りした。

			「ひ、ひぃっ！」

			　咄(とつ)嗟(さ)に横っ飛びして直撃を避けるが、はためいた服がスッパリと切り裂かれた。

			　この切れ味。

			　……そして逃げることを決めたは良いものの、今オーガは目の前にいる。

			　俺は横っ飛びからの、地面に転んだ状態。

			　マジで殺される五秒前。いや、二秒前ぐらいかもしれない。

			　何か、何かないか。

			　地面から石を投げて、オーガにぶつける。石は、オーガの腕の一振りで粉々に砕かれた。

			　アイテムボックスから服を取り出して、オーガの顔に投げつける。

			　服は、オーガの顔に届く前に真っ二つに切り裂かれた。

			　そうしてアイテムボックスを漁(あさ)っていると、いいものがあった。

			　それは以前迷宮で見つけた、給湯器もどきの魔道具。

			　……これは使えるかもしれない。

			　立ち上がりながら、魔道具でオーガの目を狙う。

			　出力はせいぜい水道の蛇口を全開にした程度。まさに水鉄砲。

			　些(さ)細(さい)な嫌がらせだ。

			　でも、至近距離なら効果はある。

			　目に水が入るのが煩(わずら)わしいらしく、オーガが腕で目を庇(かば)う。

			　一瞬、オーガが俺を見失う。

			　オーガが顔を庇(かば)えば、足元に水をまく。オーガの足元がぬかるんでいく。

			　ほんのわずかに、俺を追う足が遅くなる。

			　これはいける。いけるかもしれない。

			　もともと昨日の雨で地面がぬかるんでいたせいか、少量の水でも十分に効果があるようだ。

			　水を撒きながら、全力で逃げる。逃げる、逃げる、とにかく逃げる。

			　でも、時間を稼ぐことは忘れてはいけない。

			　まともに戦うのは無理でも、せめてこの魔物がユエルに追いつく可能性だけは排除しておきたい。大きく円を描きながら、オーガから逃げる。

			　こうして時間を稼いでいる間にも、ユエルは街に向かって走っているはずだ。

			　ユエルは大丈夫だろうか。

			　いや、ユエル一人なら、魔物に囲まれたとしても突破できるだろう。少なくとも、俺を連れているよりは安全に街にたどり着けるはずだ。

			　無事であると信じたい。

			　オーガから逃げ続ける。オーガは俺との間に立ち塞がる枝を、木を、その爪(つめ)で切り倒しながら追ってくる。やばい、超怖い。

			　そ、そろそろいいかもしれない。

			　疲れているとはいえ、ユエルの足ならわずかな時間でもこいつが追いつけない程度には先行しているはず。

			　俺も、このまま街道に向かうべきだ。

			　放水の魔道具はだいぶ使える。

			　オーガを振り切ることはできないかもしれないが、一定の距離をとりつつ逃げることは可能だろう。

			　逃げられる。あんな凶悪な爪(つめ)を持つ、怖い魔物から逃げられる。

			　……でも、逃げる前にせめて一発、この魔物をぶん殴っておきたい。

			　ユエルに、二度も怪(け)我(が)をさせた魔物だ。

			　怖い。

			　あの魔物は確かに怖い。

			　けれど、逃げているうちに、ひとついいことを考えついた。

			　上手くいけば、この魔物を討(とう)伐(ばつ)できるかもしれない、そんなアイデアを。

			　

			　森の中を逃げる。

			　オーガの顔に、足元に、水をかけながら逃げ続ける。

			　温水の魔道具は、六、七メートルほどの距離を超えると水が届かなくなる。

			　俺の足の速さからも、魔道具の性能的にもこれ以上は離れられない。

			　転んだだけでも致(ち)命(めい)的(てき)だ。慎重に足場を選んで逃げる。

			　泥を避け、できるだけ岩の上、木の根の上を選びながら逃げ続ける。

			　すると、目の前に大きな水溜りが見えた。

			　水を撒きながら、ずっと同じ場所をぐるぐると回って逃げたのだ。

			　昨日の雨もある。そこら中に、水溜りがある。

			　そして俺の目の前にあったのは、ちょうどアーマーオーガの体が入るほどの大きな水溜り。

			　ここだ。

			　俺は、水溜りを飛び越えながら、アイテムボックスの中身をその場に落とした。

			　アイテムボックスの中から飛び出したのは、スライムゼリー。

			　……この戦い方は、ユエルには絶対に見せられない。

			　間違っても、これは格好良くなんかない。

			　ユエルに、「なんでこんなにたくさんのスライムゼリーを持っているんですか？」なんて言われたら答えられない。

			　こんなことを気にしている場合ではないけれど。

			　でも、ユエルを逃がしておいて良かった。

			　水に溶けやすいスライムゼリーは、急速に水に溶けていく。

			　即席のトラップの完成である。

			　そしてその水溜りに、アーマーオーガが右足を踏(ふ)み入れる。

			　滑る右足。踏(ふ)ん張りがきかずに、アーマーオーガの右足が跳(は)ね上がる。

			　アーマーオーガが、面白いぐらい簡単に半回転した。

			　大きな音を立てて、アーマーオーガは後頭部から水溜りに沈んだ。

			　ローションプール、インオーガ。

			　できればこんな魔物相手じゃなく、美少女を相手にやりたかった。

			　じたばたともがき、立ち上がろうとするアーマーオーガ。起き上がるのにも、時間がかかっている。

			　これはチャンスだ。

			　俺がこの魔物に一撃を入れるなら、ここしかない。

			　水溜りに足を入れないように、慎重にアーマーオーガに近寄る。

			　そして、メイスを大きく振りかぶる。

			　どこを狙うか。

			　アーマーオーガの皮膚は固い。

			　普通に攻撃しても、致(ち)命(めい)傷(しよう)にはなりえない。

			　たとえ、金属のメイスを俺の全力で振り下ろしたとしても、こいつに致(ち)命(めい)傷(しよう)を与えることはできない。

			　なら、致(ち)命(めい)傷(しよう)じゃなくていい。

			　ほんの少し。こいつを自由に動けなくすればいい。

			　俺とこいつの違いは、怪(け)我(が)を治せるか否か。

			　この一撃で、俺とユエルを追えなくする。移動できなくする。

			　目を狙いたいが、目は無理だ。二つを潰すのは難しいし、腕に近すぎる。

			　攻撃は腕で簡単に庇(かば)われてしまうだろう。反撃の可能性も高い。

			　狙うのは足首、その関節だ。

			　関節なら、柔軟に動かすために、あの硬い皮膚も少しは柔らかくなっているはず。

			　関節を砕ければベスト。ヒビが入るだけでもいい、外れるだけでもいい。こいつから、少しだけでも移動力を奪えれば、それでいい。

			　メイスを握る腕に、治(ち)癒(ゆ)魔法をかける。

			　大きな意味があるわけではないが、これで骨が折れても、筋(きん)繊(せん)維(い)が千切れてもすぐに修復できる。

			　力が増幅するわけじゃない。でも、俺の持てる、全力の全力でメイスを振り抜くことができる。

			　最後まで、絶対にメイスから手を離さない。強く、強く、メイスを握りしめる。

			　そして俺は渾(こん)身(しん)の力を込めて、アーマーオーガの足にメイスを叩きつけた。

			　硬い感触。反動で手を離しそうになる。

			　でも、メイスを握りしめる手は緩(ゆる)めない。

			　筋肉に、骨に、痛みが走る。しかしすぐに、治(ち)癒(ゆ)魔法がそれを修復していく。

			　――メイスが肉に食い込んだ、手応えがあった。

			　オーガからの反撃を受ける前に、大きく距離をとる。

			　大きく大きく距離をとる。もうちょっと、距離をとっておく。

			　二〇メートルは離れて、木の陰に隠れながら、いまだに水溜りでもがくオーガの様子を窺(うかが)う。

			「……どうだ？」

			　数秒して、水溜りから這い上がり、立ち上がるアーマーオーガ。

			　立ち上がったアーマーオーガは……

			　右足を、引きずっていた。

			「よしっ！」

			　やった。やってやった。

			　これでこいつを振り切れるかもしれない。

			　右足にダメージを与えた。

			　あの巨体なら、足にかかる負荷だって相当に大きいはず。

			　あいつはしばらくの間、移動しにくくなるだろう。

			　あとは街に帰ったらこのことを騎士団に報告して、このあたりを探(たん)索(さく)してもらえばいい。

			　以前街道で被害を出した魔物だ、騎士団も放置はしないだろう。

			　そして騎士団にお願いして、オーガの死(し)骸(がい)をユエルに見せる。

			　これでユエルはもう、あいつに怯(おび)える必要はない。

			　ユエルに怪(け)我(が)をさせた、あの魔物は必ず討(とう)伐(ばつ)する。

			　けれど、それをやるのは俺じゃない。餅は餅屋、魔物は騎士団に任せよう。

			　今俺がやるのは、少しでも移動を封じて、こいつがこの付近から逃げにくくするだけだ。

			　俺自身も逃げやすくなる、一石二鳥。

			　この魔物を倒すためならエクスヒールを人前で使ってもいい。

			　騎士団に雇われるのもいいだろう。

			　次に会う時は、底なしのエクスヒールを駆(く)使(し)して不死身の騎士団と戦わせてやる。

			　完(かん)璧(ぺき)だ。

			　まぁ俺がこのまま討(とう)伐(ばつ)するのが一番ではあるんだけれど、もし俺が返り討ちにされたらそれこそユエルのトラウマになる。

			　引き際を誤ってはいけない。自分の実力を見誤ってはいけない。

			　べつにあの爪(つめ)を見て、攻撃を受けるのが怖くなったとか、そういうのじゃない。

			　リスクを勘(かん)案(あん)し、俺にできる最善手を選んだのだ。

			　あのオーガの頭にメイスを叩き込んだところで、致(ち)命(めい)傷(しよう)になるとも思えない。

			　ある程度ダメージを与えるためには、それこそさっきのように全力を振り絞る必要があるだろう。

			　足にダメージは与えたものの、まだオーガは健在だ。バランスは悪いが、二本の足で立っている。カウンターで殺されるビジョンしか見えない。

			　一撃をいれて、個人的な鬱(うつ)憤(ぷん)も少しは晴らせた。ユエルの前で、ご主人様としての格好もつけた。足にダメージを与えて、次への布石も打った。

			　一時的には逃げるが、戦略的には勝利である。アーマーオーガに背を向けて、走る。

			　他の魔物のことが気になるが、もうあまり街道まで距離はないはずだ。

			　多少のダメージは無視して、立ち止まらずに走り抜けよう。

			　そうだ、ユエルと合流はできるだろうか。

			　いや、駄目か。

			　奴(ど)隷(れい)紋(もん)が正常に働いていれば、ずいぶんと俺の先を行っているはずだ。

			　奴(ど)隷(れい)商人はろくに説明もしてくれなかったし、正直解除の仕方もわからない。

			　多分、命令を果たせば消えるとは思うけれど。そんなことを考えながら、ひた走る。

			　――瞬間、背中に、衝(しよう)撃(げき)がはしった。

			　呼吸が止まる。

			　走っていたはずなのに、地面に足がつかない。

			　体が、宙に浮いている。傾いていく。

			　ふと、キラキラと、光るものが目に入った。

			　つい最近、見た光景。

			　腕(うで)輪(わ)だ。

			　腕(うで)輪(わ)が砕けている。勢いが止まらない。

			　衝(しよう)撃(げき)とともに、頭から地面に着地した。

			　ゴロゴロと、そのまま地面を転がる。

			　痛い。背中から下の感覚がない。体に、力が入らない。呼吸ができない。

			　何が起きた？

			　アーマーオーガに追いつかれたのか？

			　いや、アーマーオーガとは二〇メートル以上離れていたはずだ。

			　こんなにすぐに追いつかれるはずがない。

			　じゃあ、どこかに、別の魔物が隠れていたのか。

			　目だけを動かして、周囲を見る。

			　――違う。

			　岩だ。

			　血のついた岩が、地面を転がっていた。真後ろから、岩が飛んできたんだ。

			　誰が。

			　後ろを見れば、腕を振り切ったような姿で、アーマーオーガが俺を見ていた。

			　オーガの表情なんて知らないが、今のあいつの表情はなんとなくわかる。

			　あれは、憤(ふん)怒(ど)だ。

			　……中途半端にダメージを与えて、あいつを本気にさせてしまったのかもしれない。

			　やってしまった。

			　体から血が抜けていく。視界が暗くなっていく。ろくに身動きもとれない。

			　そうだ、治療だ。治療しないと。

			「……っエクスヒール！」

			　暖かさとともに、急速に体に力が戻ってくる。

			　大丈夫、大丈夫だ。

			　治せる。

			　木を陰にして逃げればなんとかなるはずだ。とにかく、逃げよう。

			　立ち上がると、今度は目の前の木を投石が砕いた。

			「っ……！」

			　木の破片が体を打つ。

			　バランスが崩れる。泥の水溜りに、尻(しり)餅(もち)をつく。

			　泥が気持ち悪い。足をくじいたのかもしれない。

			　でも、そんなことを気にしている場合じゃない。

			「エクスヒール！」

			　逃げないと。

			　顔を上げ、側にあった木を支えに立ち上がる。

			　立ち上がると、すぐ近くにアーマーオーガが迫っていた。大きな爪(つめ)の生えた、腕を振り上げた状態で。

			　予想していた以上に足が速い。なんだよ、全然動けるじゃないか。

			　俺の攻撃は痛みは与えても、動きを制限するほどのダメージは与えられなかったのか。

			　骨までは、届かなかったのかもしれない。

			　爪(つめ)の一撃が、くる。

			　背中には木、後ろは無理。横の回避は間に合わない。避けられない。

			　もう腕(うで)輪(わ)もない。

			　――直撃すれば、死。

			　そして、腕が振り下ろされる瞬間。

			　オーガの腕が、止まった。

			　オーガは振り上げていた腕を、顔の横で止めている。

			　それから、金属音。キィン、と軽い音が鳴る。

			　オーガの腕に当たり、地面に落ちる一本の金属片。

			　……見覚えのあるナイフだ。

			　オーガが、横に視線を向ける。

			　その視線の先には、銀髪の少女がいた。

			　どうして。なんで戻ってきた。

			　奴(ど)隷(れい)紋(もん)で逃がしたはずだ。奴(ど)隷(れい)紋(もん)がある限り、奴(ど)隷(れい)は命令に逆らえない。

			　そういうもののはずだ。

			　次々と、疑問がわいてくる。

			　ユエルは肩をおさえて、ぜえぜえと息を切らしながら、オーガを見ている。

			　そして、そのユエルの肩には、刃物で何度も刺したような傷があった。まるで、奴(ど)隷(れい)紋(もん)の浮いた場所を、抉(えぐ)り取るかのような。
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			　……そうだ、奴(ど)隷(れい)紋(もん)のあった場所の、皮膚がなくなっている。

			　あんな抜け道があったのか。

			　……もしかしたら本来は、奴(ど)隷(れい)には自傷禁止の命令を出してから、改めて命令を下すものなのかもしれない。

			「命令を無視してしまって、ごめんなさい」

			　ユエルが、俺を見ながら呟(つぶや)く。

			「でも、私は一人で逃げるなんて、したくありません！　私はご主人様を守るためにここまでついてきたんです！」

			　叫んだ。

			　そしてユエルが、ナイフを構える。

		

	
		
			　

			第12話　戦闘

			　

			　ユエルは肩の傷を気にする様子もなく、すぐにアーマーオーガとの戦闘に入った。

			　まるで弾丸のように、迷いなく俺とアーマーオーガの間に割り込んで。

			　そして、横薙(な)ぎに払われた爪(つめ)の一撃を。生木を粉(ふん)砕(さい)する拳の一撃を。かすっただけでも死に繋がりかねない、嵐のようなアーマーオーガの攻撃を、ユエルは回避し続ける。そして、ただ躱(かわ)しているだけじゃない。

			　俺が隙(すき)を見て肩を治療した後、ユエルはアーマーオーガの関節を、腱(けん)を、目を狙ってナイフを振るう。

			　皮膚の薄い場所を狙って、隙(すき)を見ては一撃を入れていく。

			　過去、再起不能になるまでの大怪我を与えられた魔物を目の前にして。ユエルは怯(おび)えることなく、一歩も引かずに戦っている。

			　助かった。危ないところだった。

			　安全を考えて逃がした少女に、逆に助けられるなんて情けないことこの上ないが、窮(きゆう)地(ち)を救われた。

			　……でも。

			　でも、これでは駄目だ。

			　ユエルが、アーマーオーガの腕をナイフで斬りつける。

			　けれど、刃はうっすらと一筋の線をつくるだけ。

			　ユエルが腕を振るったアーマーオーガの脇をナイフで突き刺す。

			　けれど、刃は皮膚をわずかに裂くだけで止まる。

			　ユエルがアーマーオーガの目に、ナイフを投(とう)擲(てき)する。

			　しかしそれも、アーマーオーガの腕に防がれる。

			　ユエルの攻撃は、アーマーオーガの防御を抜くことができない。

			　わかっていた。攻め手が足りない。

			　ユエルでは、時間を稼ぐことはできても、アーマーオーガを倒すことができないのだ。

			　このまま戦ったとしても、ユエルは勝てないだろう。

			　もし勝てる可能性があるとしても、間違いなく長期戦になる。

			　そして、ユエルがぬかるんだ泥に足をとられれば、疲労が限界に達すれば、それだけで簡単にアーマーオーガに殺されてしまう。

			　何よりも、それだけは絶対に駄目だ。

			　ユエルに長期戦を挑ませるのは、危険すぎる。どうする。

			　今からでも、ユエルを連れて逃げるか？

			　いや、逃げたとしても、あの投石がある。

			　背を向けたところでアレをやられれば、ひとたまりもない。ユエルの小さな体にあれが直撃すれば、即死の危険だってある。

			　戦うか？

			　駄目だ、ユエル一人では決定打に欠ける。

			　ユエルの力では、あの硬質な皮膚は貫(つらぬ)けない。

			　関節ですら、血が出ないほどに薄く皮膚を裂くことしかできていない。

			　ナイフが通りそうなのは、せいぜい目ぐらいだろう。

			　今もまさにユエルが目を狙ってはいるけれど、アーマーオーガはユエルが攻撃しようとすると、すぐに目を庇(かば)う。

			　両目を潰せれば理想的なのだが、アーマーオーガも自身の弱点である目をそう簡単に攻撃させてはくれない。

			　一撃食らえば即死、そんなアーマーオーガの攻撃を回避しながら、ガードを抜いて目を抉(えぐ)るのは、さすがのユエルでも難しいだろう。

			　逃げられない、ユエルでは勝てない。なら、どうするか。

			　……方法はある。

			　多分、ユエルも言わないだけで思いついてはいるはずだ。

			　それぐらい、単純なこと。

			「俺も、戦えば良い」

			　ユエル一人が戦うのではなく、俺も一緒に、二人で戦えばいい。

			　俺がアーマーオーガの攻撃を引き受ければ、ユエルは攻撃を回避する必要がない。

			　自由に、好きなだけ攻撃できる。

			　俺が攻撃されている隙(すき)に、囮(おとり)になっているうちに、ユエルがアーマーオーガの目を狙う。

			　そうすれば、ユエルの攻撃でも届く可能性がある。

			　刃物は怖い。大きな魔物は、もっと怖い。

			　でも、ユエルがアーマーオーガの凶撃に倒れるのは、まさに次の一瞬かもしれない。

			　迷っている時間なんてない。

			　メイスを握りしめ、アーマーオーガに近づいて行く。ユエルに釘付けだったアーマーオーガの視線が、俺に向く。

			「ご、ご主人様！　だ、駄目です！　危険です！　下がっていてください！」

			　ユエルが驚(きよう)愕(がく)の声を上げるが、アーマーオーガの目は明らかに俺のメイスを見つめている。

			　アーマーオーガにしてみれば、硬い表皮をひっかくだけのユエルのナイフより、一瞬でも足を引きずらせたこのメイスの方が脅(きよう)威(い)なはずだ。

			　想像通り、アーマーオーガが、ユエルから俺に向き直る。

			「ユエル、俺が注意を引く。その隙(すき)にアーマーオーガの目を潰せ！」

			　ユエルと共闘するのは初めてだ。

			　ユエルの後ろで戦いを見ていることはあっても、前に出て戦うようなことはほとんどなかった。

			　アーマーオーガの正面に立つ。巨大な体に太い腕、鈍く光る、鋭い爪(つめ)。

			　目の前に立つだけで、本能が逃げろ、逃げろと警(けい)鐘(しよう)を鳴らしているのがわかる。

			　小柄なユエルであれば、これはもっと大きいだろう。

			　……こんな魔物の前に、ユエルを立たせ続けるわけにはいかない。

			「で、でも！　もしご主人様が……っ！」

			「無茶はしない。ユエル、俺を信用しろ。ユエルのご主人様は、そんなにやわじゃない！」

			　まぁ、信用に値するような戦闘経験はないけれど。

			　そして、ユエルはゆっくりと、小さく頷(うなず)く。

			　ユエル自身も、内心ではこれしかないと、わかっているのかもしれない。

			　俺を信用してくれたのだろう。

			　べつに、なにも切り結ぼうというわけじゃない。

			　ただ、俺が一発二発防いでいる間に、ユエルに攻撃してもらおうというだけだ。

			　俺はただ、アーマーオーガの隙(すき)をつくれればそれでいい。

			　メイスを振りかぶる。狙うのは、右足。

			　防御を疎(おろそ)かにして、全力で攻撃するようなつもりはない。

			　ほとんどフェイントのような、力のない一撃。

			　けれど、アーマーオーガは慌てたように、腕を振りかぶって俺を狙う。

			　……どうやら、あの時の足首への一撃は本当に痛かったらしい。

			　すぐにメイスを引き戻し、自分の正面に掲げる。

			　守る場所は最初から頭だけだ。

			　アーマーオーガの膂(りよ)力(りよく)。そこから繰り出される一撃。

			　凄まじい速度で、アーマーオーガの爪(つめ)が迫る。

			　でも、怯(ひる)んではいけない。目を瞑(つむ)ってはいけない。よく見ろ。

			　俺はずっと、これより速いユエルの動きを見てきたはずだ。アーマーオーガの一撃は、確かに速い。

			　――でも、ユエルの動きの方が絶対にキレがある。

			　必ず、目で捉(とら)えられる。

			　そしてこのメイスを、アーマーオーガの腕に合わせるだけでいい。

			　激しい、金属音が鳴った。

			　ガリガリと金属を削る音とともに、アーマーオーガの爪(つめ)がメイスの側面を滑っていく。

			　そして、その軌道がわずかに逸れた。顔の左側が、焼けるように熱を持つ。

			　耳の感覚がない。自分の耳が、今どうなっているのか不安になってくる。

			　でも、ジャイアントアントに足を切られた時よりは痛くない。

			　それに、まだ俺は生きている。

			　――今だ。

			　アーマーオーガの腕が伸び切った、この瞬間。

			　ユエルが、アーマーオーガの背後を取っていた。

			　アーマーオーガを挟んで、ナイフを振りかぶったユエルが、泣きそうな目で俺を見ている。

			　俺は、そんなユエルに目で合図する。

			　銀閃が走る。ぶちゅり、と、何かが潰れる音がした。

			「――――――ッッ！！！」

			　アーマーオーガの、絶叫。

			　ナイフを手放したユエルが、振り払われる。

			　そして――

			　アーマーオーガの右目には、深々と、ユエルのナイフが突き刺さっていた。

			　やってくれた。やはりユエルは優秀だ。

			　後で、たくさん褒(ほ)めてあげなければいけない。

			　アーマーオーガは咆(ほう)哮(こう)をあげながら残った左目でユエルを睨(にら)む。

			　俺のことなんて、完全に無視である。

			　今度はユエルを潰そうといきり立っているようだ。ユエルは強い。

			　一瞬の隙(すき)を作っただけで、的確に急所を潰してくれた。

			　アーマーオーガがユエルを警戒するのは、間違っていない。

			　でも今、お前が見るべきなのはそっちじゃない。

			　――強く、メイスを握り直す。

			　興奮し、まさに今、ユエルに向けて爪(つめ)を振るわんとするアーマーオーガ。

			　そんなアーマーオーガの右目からは、ナイフの柄が生えている。

			　――アーマーオーガに向けて、一歩、足を踏(ふ)み込む。

			　アーマーオーガの残った左目は興奮からか充血し、俺をまったく見ていない。

			　ただ、攻撃を避けるユエルの動きを追うだけだ。

			　――メイスを大きく振りかぶる。

			　回避を続けるユエルと、目が合った。ユエルは、アーマーオーガを俺の目の前に誘(ゆう)導(どう)しようと、大きく攻撃を回避する。

			　――全身の筋肉を、強く、強く引き絞る。

			　そして、目の前には、ユエルへの攻撃を空振りした、アーマーオーガ。

			　その右目から生えたナイフの柄は――俺のメイスの、絶好の的だった。

			「はああああああああっ！！！」

			　わずかな肉の抵抗を、力で押し込んだ感触。

			　瞬間。ビクリ、と硬直するアーマーオーガ。

			　ユエルに向かおうとしていた、アーマーオーガの足が止まる。

			　――アーマーオーガの右目を見れば、深く眼(がん)孔(こう)に押し込まれた、ナイフの柄(え)尻(じり)が見えた。

			　どうやら、目の奥までは硬くなかったらしい。

			　そして、まるで糸が切れたかのように、その巨体が崩れ落ちる。アーマーオーガが、地面に倒れた。

			「……や、やったか？」

			　アーマーオーガは、動かない。

			　ツンツンと、メイスで足をつついてみても、再び動く気配はない。

			　……ほ、本当に動かない？

			　メイスでアーマーオーガの体を、軽く叩いてみる。それでも、動く気配はない。

			「ご主人様！　お怪(け)我(が)は大丈夫ですか!?」

			　すぐに、ユエルが駆け寄ってくる。

			　ユエルは俺の心配をしつつも、アーマーオーガの様子を確かめ、ホッと息を吐いた。

			　どうやら、本当に死んだらしい。

			　アーマーオーガの残った左目を見ても、ぐるりと白目をむいている。

			　指も、ピクリとすら動かない。

			　目立った傷が右目だけなせいか、今にも起き上がってきそうな恐怖を感じるが、間違いなく死んでいる。

			　……勝った。守りきった。

			　張り詰めていた気持ちが緩(ゆる)んでいく。

			　そしてふと、ユエルが心配そうに俺の顔、その左側を見つめていることに気づいた。

			　とても心配そうな顔で、俺の……耳のあたりを見つめている。

			　手を当てて、確かめてみると……左耳が丸ごとなくなっていた。

			　え、何これ痛い。超痛い。

			「ヒ、ヒール！　ヒール！　エクスヒール！」

			　すぐに治療して再生するが、自分の心にまた一つトラウマを作ってしまったような気がする。

			　なんでこんなに怪(け)我(が)ばかりしているんだろうか。

			　いや、アーマーオーガの一撃の代償が耳一個というなら、運が良かった方なのかもしれないが。

			　……まぁ、いいか。

			　最終的には無事だったのだ。

			　そして、帰ろう、とユエルに声をかけようとして気づいた。

			　ユエルが、耳を小刻みに動かしながら、森の一点を凝視している。

			「……ご主人様」

			　わずかに震えた声で、ユエルが呟(つぶや)く。

			　ユエルの視線の先には……狼がいた。

			　十数メートルほど先で、見覚えのある狼の魔物が、こちらをじっと見つめていた。

			　その狼が――吼(ほ)える。

			　まだ、だった。終わっていなかった。

			　そうだ、俺たちはアーマーオーガという凶悪な魔物を倒しはした。

			　でも……まだ森の中から抜けてはいない。

			　あの狼。

			　アーマーオーガと遭(そう)遇(ぐう)する直前に戦っていた魔物と、同じ魔物だ。

			　もしかしたら、あの時に逃げずに、ずっと俺たちの様子を窺(うかが)っていたのかもしれない。

			　漁(ぎよ)夫(ふ)の利(り)を狙って。

			　――右から、左から、新たな遠吠えがあがる。

			　ガサガサと、草木を掻き分ける音が、前から後ろから、そこら中から聞こえ始める。

			　体から、力が抜けて行く。

			　駄目だ。これは……逃げ切れないかもしれない。

			　完全に囲まれている。

			　茂みが揺れて、狼が目の前に顔を出す。

			　その数は、時間とともに続々と増えていく。

			　あっという間に、見えているだけで一〇匹以上。

			　狼は、すぐには襲いかかってこない。

			　まるで、弱った獲物を追い詰めるかのように、じりじりと距離を詰めてくる。

			　ユエルがナイフを構える……が、状況は厳しい。

			　この数は、ユエルでも無理だ。

			　狼が、また吼(ほ)える。

			　そしてまた新たに、一際大きい物音を立てて、何かが近づいてくる。

			　まだまだ新手が来る。

			　これは二人とも生き残るなんて、甘い考えでは無理だろう。

			　でも……せめてユエルだけは逃がしたい。

			　俺は、メイスを構え、ユエルを逃がそうと声を――

			　――出そうとした瞬間。

			　視界の端に、絡み合った草木を突破するかのように、一直線に何かが走ってくるのが見えた。

			　風に靡(なび)く、赤い髪。手には盾(たて)と、一本の長剣を持っている。

			「ぜっ……はぁっ……はっ……ま、まにあった、まにあったあー！」

			　そして、強引に俺と狼の間に割り込んできた彼女は、今まさに飛びかかろうとしていた狼を切り伏せた。

			「間一髪、でしたね」

			　青い髪をした冒険者が放った矢が、正確に狼の眉(み)間(けん)を貫(つらぬ)く。

			「ふっ……ぐすっ……ファイヤーボールっ！」

			　金髪の少女が生み出した巨大な炎、それが、狼を一瞬で燃やし尽(つ)くす。

			　そして、わずかに遅れて、複数の金属音。

			　騎士たちが、狼に向かって突撃していく。

			　――討(とう)伐(ばつ)隊だ。

			　呆然とする、ほんのわずかな時間で、狼が次々と駆(く)逐(ちく)されていく。

			「ね、ねぇ、ちゃんと生きてる？　大丈夫だよね？」

			　目の前の赤毛の少女。

			　ルルカが、俺の体をペタペタと触りながら声をかけてきた。

			　ところどころ服がやぶけているせいか、なんだかくすぐったい。

			「あ、あぁ」

			「……間に合って、よかったよ。もう、反応がなくなった時は本当に焦ったんだからね？」

			　どうやら心配をかけてしまったらしい。

			　相当急いでいたらしく、息は相当に荒い。

			　助かった。

			　アーマーオーガと戦ううちに、かなり川沿いからも離れてしまっていた。多分、助けは来ないと思っていたけれど。

			「あ、どうして？　って顔してるね。ほら、私、治(ち)療(りよう)院(いん)で言わなかったっけ。私、前に森の中で迷っちゃったからさ。次からはちゃんと、遭(そう)難(なん)の対策をするって」

			　ルルカが、自分の右耳についたイヤリングを指差しながら笑った。

			「これ、左右ワンセットの魔道具なの。右の方をつけた人が、左をつけた人の場所を知ることができる、ね。本当は私が遭(そう)難(なん)した時に、シキを目印に討(とう)伐(ばつ)隊に戻るために買ったんだけど、逆になっちゃったね。急に反応がなくなって、本当焦ったんだよ？」

			　……そういえば、ルルカにもらったイヤリングを左耳につけた気がする。

			　アーマーオーガの一撃で、耳ごとどこかに消えてしまったが。

			　どうやらそんな理由のある一品だったらしい。

			　……もしかしたら、お揃いの腕(うで)輪(わ)を持つユエルに対抗しちゃったのかな？

			　嫉(しつ)妬(と)なのかな？　なんて思っていたのに。

			　助かって嬉しいはずなのに、なんだか複雑な気分になってくる。

			「こ、これは……指定討(とう)伐(ばつ)対象のアーマーオーガじゃないですか」

			　声を発したのは、なんだか見覚えのある女騎士。誰だったか。

			　あぁそうだ。以前、治(ち)療(りよう)院(いん)にやってきたあの女騎士。マリエッタだ。討(とう)伐(ばつ)隊でも一緒にいたはずだ。

			「た、たった二人で……？　この魔物はそう簡単に討(とう)伐(ばつ)できる魔物ではないのですが……」

			　マリエッタが、疑問を口にする。

			「ご主人様が、守ってくれました」

			　そしてそれに、ユエルが即答した。

			　……どちらかというと守られたのは俺の方な気もするけれど。でも多分ユエルの中ではそうなんだろう。

			　マリエッタが、驚き混じりの表情で俺を見る。

			「ご主人様が、メイスで倒してくれたんです！」

			　ユエルがぐいぐい持ち上げてくる。マリエッタの目が、尊敬の混じったものになる。

			　ちょっと気持ち良いから否定はしないが。

			「へぇー、高く売れそうな魔物だね？　この爪(つめ)とかさ。なんかちょっとカピカピしてるのが気になるけど」

			　それは乾燥したスライムゼリーだ。気にしないでほしい。

			「……助けてくれて、ありがとう」

			　ボソリと呟(つぶや)く声が聞こえた。

			　目を向けると、そこには目を真っ赤に腫(は)らしたフランがいた。そういえば、フランはさっきからずっと、ぐすぐすと泣いている。

			　セラが宥(なだ)めているが、多分、良くも悪くも感情的な性格なんだろう。

			　感謝してほしい。

			　ついでに、その感謝の気持ちをそこのセラさんに伝えて俺の好感度を上げておいてほしい。

			「あ、あの、シキさん。こちらの死(し)骸(がい)はいったん騎士団で預からせていただいてもいいですか？　依頼人に、死(し)骸(がい)の確認をしていただく必要がありますので。後日懸(けん)賞(しよう)金(きん)が出ると思いますから、楽しみにしておいてくださいね」

			「お、おう」

			　カピカピの死(し)骸(がい)を預けることにわずかな不安を感じるが、断れる雰囲気じゃない。

			　まぁ、多少カピカピしているからといって、スライムゼリーだとはわからないだろう。

			　わかったとしても、そのスライムゼリーを持っていた理由だとか、そこまで邪(じや)推(すい)したりはしないはずだ。

			「素(そ)材(ざい)の状態次第を精査した後、ご希望があれば高値で買い取りもさせていただきますから！」

			　……そう信じたい。

			　

			　ぐっすりと熟(じゆく)睡(すい)するユエルを背負って、森の中を歩く。

			　すると、二〇分もかからずに森を抜けた。

			　目の前に広がるのは、なだらかな傾斜を持った、広い平野。

			　整備された、一本の道。街道だ。

			　数人の騎士、ルルカたちと一緒に、街へ歩く。

			　行きとは違い、人数はだいぶ少ない。

			　騎士が数人と、一人の騎士団所属の治(ち)癒(ゆ)魔法使いがいるだけで、他にはルルカたち三人だけだ。

			　俺が川に落ちた後の話を聞いたところ、あれから、騎士団は二手に分かれたらしい。

			　片方は、捜(そう)索(さく)に立候補したルルカたちのパーティーと、マリエッタを含む数人の騎士、そして一人の治(ち)癒(ゆ)魔法使いからなる捜(そう)索(さく)隊。

			　そしてもう片方は、数十人の騎士、治(ち)癒(ゆ)魔法使い、魔法使いからなる本隊。

			　本隊は、非戦闘員の治(ち)癒(ゆ)魔法使いを送り届けるために、一直線に街に向かったそうだ。

			　また、もう一つ、急いで街に戻らなければならない理由があったらしい。

			　捜(そう)索(さく)隊の方はといえば、ルルカのイヤリングからの反応を頼りにして一直線に突き進み、今朝方やっと、狼の魔物と戦う俺たちに追いついたということだそうだ。

			「はぁー、壊れちゃったね、あのイヤリング」

			　ふと、つまらなそうに、ルルカが呟(つぶや)いた。

			　アーマーオーガの死(し)骸(がい)を回収した後、高価な魔道具ということでイヤリングも回収したが、俺の方のイヤリングは壊れてしまっていた。

			　アーマーオーガの爪(つめ)で、真っ二つである。

			　ルルカはずっと、そのことを残念がっている。まぁ、相当高い魔道具だったんだろう。

			　……でも、その魔道具について一つ、どうしてもルルカに聞きたいことがある。

			「なぁルルカ、そのイヤリング、俺にくれたんだよな？」

			「うん？　そうだよ？」

			　怪訝そうな顔で、返事をするルルカ。

			「今回の討(とう)伐(ばつ)が終わっても、俺が持っていてよかったんだよな？」

			「ま、まぁ、そうだね」

			　ルルカの声が、わずかに上擦る。どうやら、俺が何を言いたいのか、もう察したらしい。

			「……つまり、俺があのイヤリングを魔道具だと気づかなかったら、ルルカはいつでもどこでも俺の居場所を把(は)握(あく)できるようになっていたってことか？」

			　一瞬、ピクリ、と硬直するルルカ。わずかな沈(ちん)黙(もく)。

			「え、えへへへー」

			　そして、ルルカは体全体をかわいらしく傾げながら、笑みを浮かべた。

			　完全に誤(ご)魔(ま)化(か)しにかかっている。

			　……何を考えていたかは、だいたい想像がつく。

			　多分、俺が酒場で食事をしていれば偶然を装(よそお)い飯をたかれるとか、迷宮で遭(そう)遇(ぐう)すれば無料で治療をねだれるとか、そんなことでも考えていたんだろう。

			　危なかった。本当に危なかった。

			　もしあのイヤリングが壊れていなかったら。

			　俺がいつかユエルとエリスの目をかいくぐり、こっそりゲイザーお勧めの大人のお店に行った時、ルルカにそのことがバレていた可能性はかなり高い。

			　プライバシーも何もあったもんじゃない。気軽にとんでもないことをしてくれる。

			　まぁ、それで助かったところもあるから、強くは言えないわけだけど。

			「ほ、ほら、街までもう少しだよ！　あの丘を越えれば、もう街が見えるから！」

			　あからさまに、話題を変えようとするルルカ。

			　でも、言っていることは本当だろう。

			　やっと、街に帰れる。

			　疲れた体に鞭(むち)を打ち、街道を進む。

			　そして、なだらかな丘の頂上。

			　そこからは、高い城壁に囲まれた、メルハーツの街が見えた。

			　けれど、その時代を感じさせる街並みは、俺の目には入ってこない。

			　それ以上に目を引くものが、そこにあったからだ。街から、一〇〇メートルも離れていない、まさに目と鼻の先。

			　そこには、俺たちが討(とう)伐(ばつ)したものよりも一回り大きな、クランクハイトタートルの死(し)骸(がい)が転がっていた。

		

	
		
			　

			第13話　毒霧

			　

			　街から一〇〇メートルも離れていない、目と鼻の先。

			　そこには、「二匹目」のクランクハイトタートルの死(し)骸(がい)が転がっていた。

			　……街道を移動する中で、ルルカたちが話してくれた。

			　討(とう)伐(ばつ)隊の本隊が急ぎ街に戻った理由。

			　それは、クランクハイトタートルの卵が発見されたからだった。

			　そういえば俺も見た気がする。

			　クランクハイトタートル討(とう)伐(ばつ)の時、フランが範囲魔法で焼き払い、黒焦(こ)げにしたあの卵のことだろう。

			　迷宮の中以外では、魔物といえども普通の動物と同じようにつがいをつくり、交尾をし、子を残す。

			　つまり、卵があったということは、あの森には少なくとも二頭以上のクランクハイトタートルがいたということになる。

			　川に落ちてからはそんなことを考えている余裕もなかったし、気にもとめていなかったけれど。

			　でも、卵の存在は騎士団にとって不意の凶(きよう)報(ほう)だった、ということなんだろう。

			　行軍中にもセラが言っていたが、クランクハイトタートルは、大雨が降ると移動する習性がある。

			　そして昨日の夕方。

			　クランクハイトタートルを討(とう)伐(ばつ)した、あの時も大雨が降っていた。

			　騎士団は、二匹目のクランクハイトタートルが移動し、街に近づいている可能性を考え帰路を急いだらしい。

			　昨日の夕方の時点では、街の防(ぼう)衛(えい)を担う騎士団は討(とう)伐(ばつ)隊に人員を割いていることもあり、いつもより手薄な状況だった。

			　特に、騎士団所属の治(ち)癒(ゆ)魔法使いに関してはほとんどが今回の討(とう)伐(ばつ)隊に駆り出されてしまっていたそうだ。

			　それに加えて、街にいる一般の治(ち)癒(ゆ)魔法使いも、優秀な人間から声をかけられ討(とう)伐(ばつ)隊に参加していた。

			　クランクハイトタートルは、治(ち)癒(ゆ)魔法使いによる断続的な解毒魔法がなければ、まともに戦うことも難しい特殊な魔物だ。

			　街にいる騎士団員だけでは早期にクランクハイトタートルを発見できたとしても、街に近づく前に討(とう)伐(ばつ)することができないかもしれない。そんな懸(け)念(ねん)があった。

			　そして今、街のすぐ近くに転がる、あのクランクハイトタートルの死(し)骸(がい)。あれは、その懸(け)念(ねん)が的中してしまったことを意味している。

			　治(ち)癒(ゆ)魔法使いの不足した街に、餌を求めてクランクハイトタートルがやってきた。

			　その結果、毒霧のせいで騎士はまともに戦えず、クランクハイトタートルをあの距離まで街に近づけてしまった。ことの顛(てん)末(まつ)は、そういうことなのだろう。

			　この状況は、とても不(ま)味(ず)い。

			　毒霧を広範囲にばら撒くクランクハイトタートル。そんな魔物が、あそこまで街に近づけばどうなるか。

			　……街に、毒霧が届いたかもしれない。

			「そ、そんなっ……！」

			　フランが、街のすぐそばに転がるクランクハイトタートルの死(し)骸(がい)を見つめ、呻(うめ)くような声を上げる。焦りを感じさせる表情だ。

			　しばらく呆然としていたフランは、そのまま街の中に走っていく。

			「ちょっと!?　フラン！　待ちなさい！」

			「フラン、落ち着いて！」

			　セラとルルカもそれを追って駆ける。

			　俺も後に続くように、街に入った。

			　

			　街の中に入ると、そこはいつものメルハーツの街とは違っていた。いつものような、賑(にぎ)やかで楽しげな喧(けん)騒(そう)はない。

			　通りに並ぶ屋台の数も、歩く人の数も、普段と比べだいぶ少ない。

			　その代わり、特徴のある揃いの修道服を着た神官や、鎧(よろい)を着込んだ騎士たちが忙しそうに動き回っていた。

			　そして人の減った街の中。通り沿いの治(ち)療(りよう)院(いん)。

			「早くこっちを治療してくれ！」

			「俺が先だ！　中に入れろ！」

			　そこにだけは、怒号とともに大きな人だかりができていた。

			「こ、こんなことが……」

			　捜(そう)索(さく)隊の騎士たちの中で、マリエッタが驚いたような声をあげる。

			　この街の状況は異様だ。

			　不安の声を上げる民衆と、その混乱を抑えようとする騎士、そんな構図が街のいたるところにあった。

			　特に治(ち)療(りよう)院(いん)周辺はひどいものだった。

			　どうやら、もう街の人間は事態を把(は)握(あく)しているらしい。

			「私たちはすぐに詰所の方に向かい、指示を仰がなければなりません。今回の報(ほう)酬(しゆう)等についてはまた後日改めて話があると思いますので、失礼します」

			　捜(そう)索(さく)隊の騎士の一人が、早口気味に言った。

			　わずかな時間も惜しい、そんな感情が滲(にじ)み出ている。

			　討(とう)伐(ばつ)から帰ったばかりだが、多分、騎士は休むこともできないだろう。

			「あ、あぁ」

			　街の状況は、パニック一歩手前といったところだ。

			　まぁ、あんな街の目と鼻の先で巨大な魔物と戦闘をしていれば、街の住人も気づいて当然か。

			　治(ち)療(りよう)院(いん)に一人きりのエリスが心配だ。エリスの治(ち)療(りよう)院(いん)に、急がなければならない。

			　

			　エリスの治(ち)療(りよう)院(いん)につくと、やはり人だかりができていた。

			　今まで見たこともないほどの大(だい)繁(はん)盛(じよう)っぷりである。

			　でも多分エリスは嬉しくないだろう。

			　二〇人、いや、三〇人はいるだろうか。

			　……あの数は、エリス一人では絶対に捌(さば)ききれない。

			　門の前。

			　よく見てみると、人だかりの中心に一人の騎士がいた。

			「一人ずつ、一人ずつです！　並んでください！　割り込まないでください！」

			　その騎士は、我先にと治(ち)療(りよう)院(いん)に入ろうとする人々を抑えようと、声を張り上げている。

			　この混乱だ。

			　治(ち)療(りよう)院(いん)に警備も兼ねて、騎士団が人員を派遣してくれていたのかもしれない。

			　エリスが人だかりにもみくちゃにされたりしていないか心配だったが、どうやらその心配はなさそうだ。

			　人だかりへの対応は騎士に任せ、鍵(かぎ)を使って、裏口からこっそり治(ち)療(りよう)院(いん)の中に入る。

			　いつもの治療室、そこにエリスがいた。

			　エリスは目をつむり、眉(み)間(けん)に皺(しわ)を寄せながら一人の客に向けて治(ち)癒(ゆ)魔法を発動させていた。

			　けれど、だいぶ辛そうだ。

			　治療室に入ってきた俺に気づかないぐらいである。顔色も悪い。

			　……多分、エリスはもう魔力が切れてしまっているんだろう。これは手伝わないといけない。

			「大変そうだな」

			　後ろから声をかけると、エリスは安(あん)堵(ど)したように大きく息を吐く。

			「あぁ、シキ、帰ってきてたのね。街の外から来たなら状況はわかっていると思うけど、今、毒の霧(きり)が街に入ったって噂(うわさ)が流れて街の人がパニックになってるの。それでその、私はもう魔力がないから……っ！」

			　そして、振り返りながら話を始めるが、俺の姿を見るなりぎょっと目を見開いた。

			「ちょっ、ちょっと！　ボロボロじゃない！　だ、大丈夫なの!?」

			　エリスの視線の先は、俺の着ている修道服だ。

			　……そうだった。

			　街の異様な雰囲気に呑まれて、すっかり忘れていた。

			　今の俺は、アーマーオーガとの戦闘のせいで服のところどころに血が滲(にじ)み、全身はこびりついた泥にまみれ、ボロボロになってしまっていた。

			　そういえば治(ち)療(りよう)院(いん)にはあんなに人だかりができているのに、俺が誰かに治療をねだられるようなことはなかった。

			　ボロボロだけど、修道服を着ているのに。

			　……もしかしたら治(ち)癒(ゆ)魔法使いではなく、ホームレスか何かだと思われていたのかもしれない。

			　面倒を避けられたのはラッキーではあるが、なんだか複雑な気分だ。でも仕方ない。

			　着替えの服はアーマーオーガに投げつけたせいで真っ二つ。

			　スッパリ腰から下の布がなくなった修道服で街に帰るわけにもいかなかった。

			　解放感がありすぎて、すぐに騎士につかまってしまうこと間違いなしだ。

			　もっと服をアイテムボックスに入れておけばよかったんだが、容量の九割近くを圧迫するスライムゼリーの存在を考えると、それもできなかった。

			「あー、もう大丈夫だ、怪(け)我(が)もない」

			　まぁ、エリスは心配しているけれど、今はもう怪(け)我(が)はない。

			　とりあえず、ぐっすり眠り続けるユエルをエリスに預け、目の前の客にヒールとディスポイズンをかける。

			　クランクハイトタートルの毒なら、これでいいはずだ。

			　――討(とう)伐(ばつ)隊の作戦会議で、クランクハイトタートルの毒の特性については学んだ。

			　話を聞いてみたら、なんというか毒というより細菌に近いような気がしたけれど。

			　クランクハイトタートルの毒霧は、特殊な遅(ち)効(こう)性の毒を含むらしい。

			　毒霧を浴びてから一定の時間が経つと、高熱の症状が出る。

			　以前、フランとセラが寝込んでいたあれだ。

			　あの毒霧は、浴びた量によって発症までの時間が変化する。

			　クランクハイトタートルと剣で戦うほどまで接近していれば、それこそ一分も経たずに発症するが、浴びた量が少ないと、発症までの時間は大きく延びる。

			　毒の量によっては発症しないということもあるらしい。

			　そして高熱を発して時間が経つにつれ、ゆっくりと黒い斑(はん)紋(もん)が全身に広がっていき、なんの対処もせずに放置すれば、一週間ほどでそのまま死に至る。

			　クランクハイトタートルの毒は、そういう毒だそうだ。

			　……やはり、凶悪だ。

			　少ない量でも時間が経てば発症するとか、あの毒霧は実は細菌の塊(かたまり)だとか言われた方が納得できる。

			　そしてそれが一定量を超えると人間の免疫機能の方が負け、細菌が一斉に体内で毒素を吐き出し高熱を発生させる、とかそんなイメージで。

			　俺は細菌のことなんてよく知らないし、騎士たちは呪(じゆ)毒(どく)だなんだと言っていて結局はよくわからなかったんだけど。

			　まぁ、そんなことはともかく。

			　とりあえず毒の治療にはディスポイズンが必要で、免疫力を回復したり熱を下げる効果もあるヒールがあれば、なおよいはずだ。

			　

			　エリスに代わって、治した客と入れ替わりで入ってくる客を治療していく。

			　どんどん治療していく。次々と治療していく。

			　次々と。次々と。次々と。

			　一〇人を超えたところでうんざりしてきた。

			「エリス、これ、いつになったら終わるんだ？」

			「……終わらないわ。街には遅(ち)効(こう)性の毒霧が入ったって噂(うわさ)が流れているもの。……誰が流したのかは知らないけど、何時間か前に街の外からは戦うような音がしたし、本当に霧(きり)も入ってきていた。このあたりは門に特に近いから、みんなパニックになっているのよ」

			　噂(うわさ)を流した人物なるものがいるとすれば、それはきっとクランクハイトタートルのことを知っている街の治(ち)癒(ゆ)魔法使いあたりだろうか。

			　治(ち)療(りよう)院(いん)の繁盛っぷりを考えるに。

			　いや、クランクハイトタートルの毒は発症すると高熱でほとんど動けなくなるから、その前に治療を促(うなが)すための善意の行動ととれなくもないが。

			「多分、治療の必要がない人もたくさんいるんだろうな」

			　以前、ルルカは俺が怪(け)我(が)の治療のヒールをかけたせいもあるかもしれないが、フランやセラと違って高熱を出さなかった。

			　薄まった霧(きり)がわずかに街に入ったぐらいなら、建物の中に入ってやり過ごしていればそうそう発症もしないはずだ。

			　街の住人がパニック気味になっているのも、クランクハイトタートルの毒が遅(ち)効(こう)性で、いつ発症するかどうかわからないせいだろう。

			「んっ……」

			　と、そんなことを話していると、エリスの膝(ひざ)の上から、小さな呻(うめ)き声が聞こえた。

			　どうやら、ユエルが目を覚ましたようだ。ユエルは目をこすりながら、ぼーっと俺を見ている。

			「ご主人様、ここは……」

			「おはようユエル。エリスの治(ち)療(りよう)院(いん)だ。今日はよく頑張ったな」

			　ユエルを褒(ほ)めて、頭を撫(な)でる。

			　ユエルはキョロキョロと周囲を見渡すと、安心したように小さく微笑(ほほえ)んだ。

			　――が、その笑顔が急に固まった。

			　ユエルは目を大きく見開いて、一点を見つめている。

			　頭を撫(な)でる俺の腕を、じっと見つめている。

			　頭を撫(な)でて腕を動かすたびに、その瞳(ひとみ)がゆらゆら揺れる。

			　見つめている先は……俺の手首だ。

			　そして、ユエルは何かを確かめるかのように、恐る恐る、といった感じで自分の腕に視線を向けた。

			　一気に、ユエルの表情が暗くなっていく。まるで、何か大切なものを失くしたかのような。

			　そんな表情で、何度も、何度も俺と自分の腕に視線を向ける。

			「う、うでわが……」

			　そしてユエルが、震えた声で呟(つぶや)いた。

			　腕(うで)輪(わ)。そうだった。

			　アーマーオーガとの戦闘で、壊れてしまったあの腕(うで)輪(わ)。

			　アーマーオーガと戦っていたあの時は落ち込んでいる余裕なんてなかっただろうが、今は違う。

			　ユエルは俺が買った安物のナイフ一本をなくしただけで暗くなってしまうような、そんな繊(せん)細(さい)な女の子だ。それが、魔法のついたアクセサリーを壊してしまったとくれば。

			　しかもあの腕(うで)輪(わ)を買った時、暗いユエルを元気付けようと、俺はお揃いだとか言って特別感を出してしまった。

			　ユエルにとって、あれはご主人様とお揃いの、大切なアクセサリーだったのだ。

			　……完全に裏目に出た気がする。

			「ご、ご主人様に買ってもらった、お、おそろいの、うでわが……」

			　ユエルの目に、涙がじわじわと溜まっていく。

			　でもどうしよう。壊れてしまったものは壊れてしまったのだ。

			　新しく買うか？

			　いや、それでもあの腕(うで)輪(わ)が壊れた事実は変わらない。

			　ユエルはきっと、腕(うで)輪(わ)を壊してしまった情けない自分に泣くだろう。

			「っ……！　ふっ……うぇっ……」

			　ユエルがわずかに上を向き、引き結んだその唇が、ぶるぶると震え始めた。

			　不(ま)味(ず)い、不(ま)味(ず)い不(ま)味(ず)い不(ま)味(ず)い。

			　これはいけない。

			　泣く。泣いてしまう。

			　このままではユエルは絶対に泣く、いや、大泣きする。

			　今回のクランクハイトタートル討(とう)伐(ばつ)で、ユエルは大活躍だった。

			　川に落ちた俺を独力で救出し、アーマーオーガにやられそうになっていた俺を颯(さつ)爽(そう)と救出した。そしてそのアーマーオーガを、撃破した。

			　今回のＭＶＰと言ってもいいだろう。

			　でも、今ユエルは悲しんでいる。

			　これは駄目だ。報われなさすぎる。

			　どうにか、どうにかしなくてはいけない。

			　何かないか。何か……！

			　そうだ。

			　……まだ手はある。

			　俺は、ユエルの両脇を掴(つか)み、立ち上がらせる。

			　そして今にも泣き出しそうなユエルの手を握り――

			「ユエル、ついてこい！　エリス、ちょっと出かけてくる！」

			　治(ち)療(りよう)院(いん)の外へ向かって、走った。

			「えっ、ちょっ、ちょっと！　治(ち)療(りよう)院(いん)は!?　その格好で外に行くの!?」

			　後ろからエリスの声が聞こえるが、今は急がなければならない。

			　ユエルは暗い顔をしながらも、まだ泣いていない。

			　多分あのまま治(ち)療(りよう)院(いん)にいたら、ユエルは泣く。

			　ユエルは今日のＭＶＰだ。泣かせるわけにはいかない。腕(うで)輪(わ)から、気を逸らしてやらないといけない。

			「ユエル、南だ。とりあえず街の南端に向かってくれ。南端についたら、今度は人のいないところを探すんだ」

			　そして街を走りながら、ユエルに指示を出す。突然の俺の行動、そして突然の指示に、ユエルは困(こん)惑(わく)気味な表情だ。

			「ひ、ひとけのないところですか？」

			　でも何かを思いついたらしいユエルの表情が、わずかに明るくなる。

			　多分ユエルの考えていることとは全然違うが、この際だ。

			　ユエルが一時的にでも明るくなるなら、誤解しておいてもらおう。

			「……ご主人様、なんだか街の様子がおかしいです」

			　ユエルは走りながら、街の様子を見て呟(つぶや)いた。

			　ユエルはクランクハイトタートルの毒霧が街に入ったことを知らない。

			　寝ていたし。説明の必要がある。

			「――ユエル、今、この街は大きな危機に瀕(ひん)している」

			　突然の俺の言葉に、きょとんとするユエル。

			　ことの重さをユエルが理解できるよう、意識して声音を低くする。俺は、走りながら話を続ける。

			「クランクハイトタートル。俺たちが討(とう)伐(ばつ)したあの毒霧の魔物は、実は二匹目がいたんだ。そして俺たちが街に戻る前、その一匹が街を襲い、あの毒霧が街全体を包んだ」

			　多分、街全体を包んではいないが。被害を受けていない人だっているだろう。

			　でも、こういうのは勢いが大切である。ユエルは、ことの重大さを理解したのか、難しそうな表情をして頷(うなず)く。

			「見ろユエル。あの、治療を求める人々の姿を」

			　ユエルが、通り沿いの治(ち)療(りよう)院(いん)の前にできた人だかりを見る。

			　そして、ユエルはすがるような表情で俺を見た。

			　多分、治療してあげてほしいと思っているんだろう。

			　でも、俺はそれを黙(もく)殺(さつ)し、ユエルに移動するよう促(うなが)す。

			　ユエルは少し迷いながらも、俺の「人のいないところへ行け」という命令に従って、路地裏に入っていく。

			「ユエルも、魔力を使い果たして疲れきったエリスの顔を見ただろう。……このままでは、きっと治療は追いつかない。間違いなく、多くの人が死んでしまう」

			　多分、そんなに多くは死なない。

			　発症しても、死ぬまでは一週間程度の猶(ゆう)予(よ)があるという話だから、騎士団や教会あたりがなんとかするだろう。

			　運悪く治療から漏(も)れたり、体力のない子供や老人だったり、ユエルのような見限られた奴(ど)隷(れい)だったり。

			　……そんな人は死ぬかもしれないが。

			　ユエルは俺の言葉を聞いて、とても悲しそうな顔をする。ユエルに悲しそうな顔をさせるのは本意ではない。

			　が、これは必要な「演出」だ。

			「このあたりで良い。ユエル、今、俺たちを見ているやつはいないよな？」

			　そして、たどり着いたのは路地の奥。完全に人気のない場所。

			　このあたりでいいだろう。

			「は、はい……」

			　ユエルは不安そうな顔で俺を見る。

			　こんな街の状況の中、なぜ人々の治療もせず、こんな路地裏に来るのか。

			　俺の考えがわからなくなったんだろう。

			　俺はあえて、言葉では説明しない。その代わり、魔法を発動する。

			　全力で、魔力をこめて。

			「――エリアヒール！」

			　暖かな緑色の光が、凄まじい速度で、大きく、大きく、大きく広がっていく。

			　暖かい光の塊(かたまり)が、建物の高さを超え、路地の端を超え、それでもまだまだ広がっていく。

			「――エリアディスポイズン！」

			　もう一度、魔力をこめて魔法を発動する。

			　わずかに色味の違う暖かい光が、エリアヒールの残光を塗りつぶすかのように、遥か彼方まで広がっていく。

			「っ……！」

			　空に残る治(ち)癒(ゆ)魔法の残光を見る限り、効果範囲は多分、三〇〇メートル程度だろう。

			　もう少しいけるかと思ったが、どうやらエリア系の魔法にはこれ以上魔力をこめることができないらしい。

			　少し消化不良だ。

			　けれど、ユエルはここまで大規模な範囲魔法を見るのは初めてだったようである。

			　ユエルが、震えた瞳(ひとみ)で俺を見る。俺はそんなユエルに向けて、高らかに宣言した。

			「ユエル、今から俺は街を救う」

			　ユエルの瞳(ひとみ)が、しっかりと俺を捉(とら)える。

			　治(ち)癒(ゆ)魔法を見たせいか、それともこれから起こる出来事に期待をしているのかはわからない。

			　けれど、ユエルのその表情には、確かな興奮があった。

			「この治(ち)癒(ゆ)魔法を街全体にかけるんだ。俺になら、それができる」

			　街全体に治(ち)癒(ゆ)魔法をかける。

			　俺の魔力量と治(ち)癒(ゆ)魔法の腕がバレてしまう危険はあるが、この規模の範囲魔法なら、発動する瞬間さえ見られなければそうそう特定されることもないだろう。

			　こんな巨大な範囲魔法、どこが中心で誰が使っているかなんて、そう簡単にわかるはずがない。

			　まぁでも、今はリスクなんかどうだっていい。俺はこのタイミングで、ユエルに最も言いたかったことを言葉にする。

			「そして、俺がこうして街を救えるのは、ユエルが俺を街まで守りきったからだ。……腕(うで)輪(わ)はなくなってしまったけれど、ユエルが守ったからこそ、今の俺がここにいる。腕(うで)輪(わ)がないこと、それは俺を守った証なんだ」

			「っ……！　は、はい！」

			　ユエルはハッとした表情で、自分の手首を見つめた。

			　そして、その手首を胸に抱くように、腕を重ねる。

			　――その姿は、まるで大切な宝物を抱えるかのようだった。

			　演出終了だ。

			　……これで、腕(うで)輪(わ)の件は大丈夫だろう。

			　多分、治(ち)療(りよう)院(いん)で椅子に座ったまま言うだけでは駄目だった。

			　俺がどれだけ言葉を重ねても、ユエルは慰(なぐさ)められているとしか感じなかっただろう。

			　今の街の状況を見せてから、俺の常識外れの治(ち)癒(ゆ)魔法を見せつける。

			　今街を救えるのは、俺の治(ち)癒(ゆ)魔法しかないと宣言する。

			　そんな演出があって初めて、ユエルは自分の行動が街を救ったと実感できる。

			　腕(うで)輪(わ)がないこと自体を、誇ることができるのだ。そしてここまでくればもう、後は実行するだけだ。

			「でもこれは、他人にバレてはいけない。俺の治(ち)癒(ゆ)魔法の実力が悪人に知られれば、俺の身に危険があるかもしれないからだ」

			　悪いことをしているわけじゃないんだし、バレたらバレたで逆にチヤホヤしてもらえるかもしれないが。

			　……いや、治(ち)癒(ゆ)魔法使いからすれば収入源をとられるかたちにもなる。どんなところに利害があるかわからないし、やはり隠しておくのが無難である。

			「人に見られないためには、ユエルの協力が絶対に必要だ。手伝ってくれるな？」

			　ユエルは力強く頷(うなず)く。そして、加えて一言。

			「このことは、ユエルとの秘密だ」

			　秘密の共有。

			　子供は大好きだろう。

			　案の定、俺のそんな一言に、ユエルはぐっと顔を寄せて食いついてくる。

			「ふ、二人だけの秘密、ですか!?」

			「へ？　あ、あー……あぁ。そうだ、二人だけの秘密だ！」

			　二人だけかというと、微妙ではあるけれど。多分、エリスあたりは気づきそうだし。

			　エクスヒールまで使える俺が治(ち)療(りよう)院(いん)を飛び出して、帰ってきたら街全体に治(ち)癒(ゆ)魔法がかけられていた、とか。

			　さすがにわかりそうだ。別に、エリスには隠すつもりはないが。

			　エリス以外でも、もし発動の瞬間を見られればバレるかもしれないが、もうそうなった時はそうなった時だ。

			　というかここでバレなくとも、いつか別件で俺の治(ち)癒(ゆ)魔法の実力がバレた場合。

			　街の人間を救えたのに救わなかったという事実が明るみに出る方が、よっぽど危険だ。

			　どんな恨みを買うかわからない。まぁそんな打算的な考え方もあるが――

			「――エリアディスポイズン！　よし、次は西だ、急ぐぞユエル！」

			「はいっ！　ご主人様！」

			　なによりユエルが楽しんでいる。

			　ユエルは頬(ほほ)を紅(こう)潮(ちよう)させ、目をきらきらと輝(かがや)かせ、興奮した表情で先を走る。

			　気分は正義のヒーローだろう。実際やっていることはそんな感じだし。

			　きっともう、腕(うで)輪(わ)を壊したことなんてどこか遠くへいってしまっているはずだ。

			　街の南から、西へ走る。

			　こそこそと街の路地を走っては、治(ち)癒(ゆ)魔法を発動していく。

			　これは、ユエルにご主人様の威光を見せつけるチャンスでもある。

			　治(ち)癒(ゆ)魔法の発動の瞬間、かっこいいポーズをするだけでユエルの瞳(ひとみ)がきらきらと輝(かがや)いた。

			　なんだか楽しくなってくる。

			　西から、北へ走る。

			　治(ち)癒(ゆ)魔法を発動するたびに、ユエルの歓声があがる。

			　けれど、それと同時に魔力が減っていくのを実感する。

			　正直体力的にも走るのが辛くなってきたが、歩いて回っていては日が暮れても終わらない。

			　路地裏に隠れて治(ち)癒(ゆ)魔法を発動し、先導するユエルのペースに合わせて走り続ける。

			　北から、東へ走る。

			　足はもはや震えているが、それをユエルに悟らせてはいけない。

			　しかし、思っていたよりこれはきつい。どんどん魔力が減っていくのがわかる。

			　きっと、底が見えてきたということなんだろう。さすがに街全体に治(ち)癒(ゆ)魔法をかけるなんていうのは、無茶だったかもしれない。

			　貧血のような感覚が、全身を重くする。やっぱりこんなこと、しなければよかったかもしれない。ちょっと後悔してきた。

			　でも、ここでやめてはユエルの尊敬を得られない。疲れたから残りはまた明日にしよう、なんて格好悪すぎる。

			　そして、南へ。

			　ふらふらになりながらも、俺は根性で街を一周した。

			　

			　治(ち)癒(ゆ)魔法の暖かな光と、かけられた瞬間のあの感覚は独特だ。

			　あれがただの発光ではなく治(ち)癒(ゆ)魔法だということは、治(ち)癒(ゆ)魔法をかけられたことのある人間なら誰でもわかったことだろう。

			　日もすでに、すっかり沈んでしまっている。体が重い。

			　ずっと街を走って一周した上に、大規模範囲魔法の連発である。

			　初めて感じる感覚だが、これが魔力の欠(けつ)乏(ぼう)というものなんだろうか。

			　さすがにもう、治(ち)癒(ゆ)魔法は使いたくない。

			　最初はユエルの反応が楽しかったが、どっと疲れた。

			　がくがくと震える脚で、治(ち)療(りよう)院(いん)へ帰る。

			　治(ち)療(りよう)院(いん)の前には、もう、騎士もいなければ、人だかりもない。

			　その代わり、エリスが一人、門の前に立っていた。そして一言。

			「おかえりなさい。……凄(すご)いことをしてくれたみたいね」

			　やっぱりバレていたらしい。

			　まぁ、わからない方がおかしいか。

			　ユエルはやたらニコニコしているし、俺はふらふらしているし。

			　タイミング的なものもある。まぁ、どうだっていいか。

			　なんだか、エリスの顔を見たせいか、一気に気が抜けてきた。

			　そして、治(ち)療(りよう)院(いん)に入ろうとして――不意に足がもつれる。

			　疲れからか、咄(とつ)嗟(さ)に体を支えられない。倒れる。

			「ご主人様、あぶな……っ！」

			「ちょっ、ちょっと……きゃあ！」

			　倒れこんだ先には、何か、とても柔らかいものがあった。

			　エリスの豊満な、とても豊満で柔らかく肉厚な胸に、頭がすっぽりとはまった。

			　ひぅっ、と息を吸い込むようなユエルの小さな叫び。

			　でも、動けない。

			　変な意味で動けない、ではなく、本当に疲労が限界だ。

			　どうやらエリスを押し倒すように倒れてしまったらしい。

			　手にも、顔にも、柔らかいエリスの胸の感触を感じる。

			　こんなセクハラをしたら地面に叩き落とされるか、とも思ったが、エリスが動く様子はなかった。

			　駄目だ、眠くなってきた。

			　もう体力も魔力も空っぽだ。今日はさすがに頑張りすぎた。瞼(まぶた)が重い。

			　ぐいぐいと服の裾(すそ)を引っ張られる感覚を感じながらも、俺は意識を手放した。

		

	
		
			　

			第14話　治療の報(ほう)酬(しゆう)

			　

			　やわやわと。

			　むにむにと。

			　掌(てのひら)に柔らかい手触りを感じながら、目が覚めた。

			　目を開けると、そこはいつもの寝室。

			　そして目の前には修道服を着たまま眠る、エリスがいた。

			　エリスは小さな寝息をたてながら、その目を閉じている。

			　いつもは大人びた雰囲気を持つエリスだけれど、その寝顔はなんだかあどけない。

			　そして、少し視線を下げると――。

			　そんなエリスの胸元に、俺の手が深く沈み込んでいた。

			　……なぜ、俺はエリスの胸を揉(も)んでいるのか。

			　しかも、ふと自分の姿を見てみれば、なんだか着衣に乱れがある。

			　ズボンは穿(は)いているのに上半身は裸だ。

			　これはいったいどういうことだろう。

			　半(はん)裸(ら)の俺が、無防備に眠るエリスと一緒のベッドに入っている。

			　こんなもの、導き出される結論はひとつしかない。俺は、エリスと一線を越えてしまったのだろう。

			　エリスは街をエリアヒールで華(か)麗(れい)に救った俺に惚(ほ)れ直し、ついついベッドに誘い込んでしまったと、つまりはそういうことなんだろう。

			　まぁそんな記憶はまったくないんだが。

			　しかし、それにしても柔らかい。

			　いや、寝ているエリスの胸を揉(も)もうだなんて、そんな不(ふ)埒(らち)な気持ちはもちろんないのだが、胸に手が挟まってなかなか抜けない。

			　なんとか手を動かして抜こうとしてはいるけれど。手が抜けないのだから仕方がない。

			　あー、手が抜けない。なかなか手が抜けないなー。

			　と、そんなことをしていると。

			「んっ……」

			　聞こえたのは、わずかな吐(と)息(いき)。

			　どこから聞こえたかといえば、俺の視線の少し上、エリスの口元からだった。

			　……胸から上、そこにあるエリスの顔を見たくはない。

			　でも、見ないわけにはいかない。おそるおそる、視線を上へ向けてみる。

			　そこには、ジトっとした目で俺の手を見つめるエリスがいた。

			「す、清(すが)々(すが)しい朝ですね。おはようございます、エリスさん」

			　どうやら起きてしまったらしい。

			　現状を再確認しよう。

			　俺は今、半(はん)裸(ら)でエリスのベッドに潜(もぐ)り込み、胸を触っている。

			　不可抗力ではあるけれど、触っているものは触っているのだ。

			　……とりあえずビンタされても舌を噛まないようにと歯を食いしばり、ついでに土(ど)下(げ)座(ざ)の準備もしておこう。

			「……ほら、起きたならどいてくれないと、私が起きられないじゃない」

			「すっ、すみませんでしたーっ！……って、え？」

			　エリスは、俺にどくように促(うなが)しただけだった。

			　これは……怒っていない？

			　胸に手を乗せているのに、あのエリスが怒っていない。

			　いったいどうしたことだろう。

			　もしかして昨日、俺とエリスの間に本当に何かあったんだろうか。

			　まったく記憶にないが。

			　よくよく見れば、エリスの頬(ほほ)もほんのわずかに赤いような気がしないでもない。

			　……もう少し胸を揉(も)んでみれば記憶も戻るかもしれない。

			　胸のボタンを外してみれば、わかるものもあるかもしれない。

			　――と、そんなことを考えていると、急にエリスの目つきが厳しくなった。

			「誤解がないように言っておくけど、あなたはあの後、寝てからも私の……服を掴(つか)んで離さなかったのよ。だから仕方なくそのままベッドに寝かせたの……だから、だから、そのニヤついたいやらしい顔をするのだけはやめて」

			「……そ、そんな顔してないから」

			　エリスは俺の手をペシッと払って、上体を起こす。そして、軽くこめかみを揉(も)んでから、口を開いた。

			「あなたの服はさすがにもう着れなさそうだったから、ユエルちゃんに切ってもらったわ。あのままベッドに寝かせるわけにもいかなかったし。他意はないの」

			　なるほど。

			　いや、でも、だからといって、エリスがこんな格好の男と同じベッドで眠るなんてことがあるだろうか。

			　まぁ、そこは疲れきった俺を見たエリスの優しさなのかもしれないが。

			　街にエリアヒールをかけたことは、多分エリスにも好印象だったんだろう。

			　ただ、エリスが俺の手を見てため息をついているあたり、三歩進んで二歩下がった感じかもしれないが。

			「そういえば、ユエルは？」

			「そこにいるじゃない」

			　エリスの視線の先。よく見たら、本当にいた。

			　ユエルは、俺のズボンをつまみながら、俺を見上げていた。

			　毛布に半分ほど隠れているけれど。

			　ユエルもどうやら起きていたようで、じっと、さっきまでエリスの胸を掴(つか)んでいた俺の手を見つめていた。

			　そして震えるユエルの瞳(ひとみ)を見つめながら、俺が修(しゆ)羅(ら)場(ば)の気配を感じていると。

			　――ふと、治(ち)療(りよう)院(いん)の来客を告げる呼び鈴が鳴った。

			　

			　翌々日。

			　俺、ユエル、そしてエリスは、三人で領主の館に向かっていた。

			　二日前、エリスの胸を揉(も)んだ俺を、ユエルが見つめていたあの状況。

			　その気まずい状況から逃げるきっかけをくれたのは、騎士団の女騎士、マリエッタが鳴らした呼び鈴だった。

			　あの後、俺は呼び鈴が鳴るなり、エリスとユエルのいる寝室から全力で脱出し、マリエッタの話を聞くことにした。

			　話の内容は、俺を領主の館で開かれる討(とう)伐(ばつ)隊の慰(い)労(ろう)を兼ねた食事会とやらに招待したい、というものだった。

			　その食事会で、今回のクランクハイトタートルの討(とう)伐(ばつ)で協力した治(ち)癒(ゆ)魔法使いに報(ほう)酬(しゆう)を支払うから、ぜひともぜひとも来てほしいとのことだった。

			　そして、その日程が今日なのである。

			「ね、ねぇ、本当に私も行っていいの？　やっぱり私は討(とう)伐(ばつ)に参加してないし、場違いな気がするんだけど」

			「騎士も家族連れで来るらしいしな。まぁ問題ないだろ」

			「っ……！　そ、そう。そうなの……」

			　エリスはなんだか遠慮しているが、なんといったって領主の主催する食事会だ。

			　貴族同士のパーティーというわけでもないが、それでも多分、豪勢なものになるだろう。

			　多分、カニとか出る。

			　別に俺とユエルだけで行ってもいいんだが、エリス一人だけ置いていくのも問題だ。

			　俺とユエルがご馳(ち)走(そう)を食べる中、治(ち)療(りよう)院(いん)で一人もそもそと冷めた食事を取るエリスを想像してしまう。

			「ご主人様、着きました！」

			　そんなことを考えながら街を歩いていると、たどり着いた。

			　街の北、その一角にあるやたら大きな領主の館。

			　門の前に立つ騎士に招待状を渡して、中に入る。

			　するとすぐに、清(せい)楚(そ)なメイド服を着たメイドさんに食堂へ案内された。

			　ユエルの手前、あまりジロジロと見ることはできないが、本物のメイドである。

			　案内された食堂も、一〇〇人ぐらいは平気で入りそうなぐらいに広かった。

			　そこには、騎士やその家族らしき子供、ご婦人、魔法使いに治(ち)癒(ゆ)魔法使い、そしてルルカたちがいた。

			「あっ、シキ！　こっちこっち！　こっちに美味(おい)しくて高そうな肉料理が……」

			　ルルカは俺を見るなり、手を振って声をかけてきた。

			　けれど、元気が良かったのは最初だけだ。

			　ルルカは俺の後ろに視線を向けると、声を萎(しぼ)ませていく。

			　ルルカの視線の先を見れば、そこにはエリスがいた。

			　エリスを見て、その赤い髪をかきながら曖(あい)昧(まい)な笑みを浮かべるルルカ。

			　そして対するエリスは、なぜだか少し羨(うらや)ましそうな表情でルルカを見ている。

			　なんだろう。

			　ルルカは多分、治(ち)療(りよう)院(いん)で値引きをしまくっていたことに対する引け目だろう。

			　いつもは逃げていたし、こういうふうに面と向かうのはこれが初めてなのかもしれない。

			　でもエリスの態度がわからない。

			　エリスはルルカに怒るでもなく、なにやら落ち込んでいるようにも見える。

			　いつもならキツイ視線の一つでも向けそうなものなのに。

			　ルルカの隣には、いつにも増してニコニコと穏やかな笑みを浮かべているセラ。それから、なぜかそわそわしながら、爪(つめ)を齧(かじ)るフランがいた。

			　フランはこちらを見ると、すぐに顔を伏せる。

			　それからセラに何事かを耳打ちし、セラはそれをにこやかな表情で聞いていた。

			　なんだろうアレは。

			　というか、フランはお見合い股間攻撃魔法事件で領主の屋敷を追い出されたのではなかったか。なんでいるんだろう。

			　いや、討(とう)伐(ばつ)隊の慰(い)労(ろう)のための会なら、今回に限ってはいるのも不自然ではないのかもしれないけれど。

			　しばらくして。

			　年配の執事に付き添われながら、食堂に一人のおっさんが入ってきた。

			　騎士たちはそれを見ると、一斉に立ち上がる。

			「あー、いやいやいや、いいんだいいんだ、さあ座ってくれ」

			　にこやかに、軽い調子で話すのは四〇歳程度のおっさんだ。

			　多分、アレが領主なんだろう。

			　柔(にゆう)和(わ)な表情をした、人のよさそうなおっさんだ。

			　なぜかフランはそれを見て、激しく貧乏揺すりをしている。高級感溢(あふ)れるツインテドリルをしているくせに。

			　そして、領主は騎士と少し話をすると、俺の方へと歩いてきた。

			「娘からも話は聞いたよ。体を張って娘を助けてくれたそうじゃないか」

			「へ？　あー、えぇ。当然のことをしたまでで……」

			　どうやら、クランクハイトタートル討(とう)伐(ばつ)時のことを聞いていたらしい。

			　そういえば、俺は川に落ちそうな領主の娘を、身を挺(てい)して助けた形になるのだろうか。

			「はっはっは、そうかそうか、当然のことか！　ぜひたくさん食べていってくれ。特にこのスッポンとオークのレバーなどは素晴らしく鮮度がよくてな！」

			　領主は俺の返答にうんうんと頷(うなず)くと、肩をポンポンと叩きながら、何やら料理を勧めてくる。

			　なんだろう、この領主。やたらフレンドリーだ。

			　まぁ、わざわざ討(とう)伐(ばつ)隊なんかの慰(い)労(ろう)会を開くぐらいだから、あんまり貴族として凝り固まった頭はしていないのかもしれない。

			「お、おおおお父様、向こうへ、向こうへ行きましょう？　向こうにとびきりのワインがありますから。樽(たる)で、樽(たる)でいきましょう！」

			　そしてフランが無茶なことを言いながら、領主を連れていく。

			　あんなおっさんに樽(たる)は、さすがに死ぬんじゃないだろうか。

			　その後、適当に食事を取っていると、ふと、一人の騎士が前に出て、口を開いた。

			「これから協力者の方へ、報(ほう)酬(しゆう)の受け渡しを行います。呼ばれた方は前へ」

			　どうやら報(ほう)酬(しゆう)が渡されるようだ。

			　騎士が名簿を読み上げると、それに応じて次々と治(ち)癒(ゆ)魔法使いらしき服装をした人が騎士の下へと歩いていく。

			　そして、騎士は名簿にチェックを入れながら、バンクカードで報(ほう)酬(しゆう)を支払っていく。

			　いったい、いくらもらえるんだろうか。

			　ちょっと前ならヒュージスライム乱(らん)獲(かく)で荒稼ぎできたが、今はもうできない。

			　できればたくさん欲しい。凄(すご)くたくさん欲しい。

			「最後に、シキさん」

			　なかなか呼ばれずそわそわしていると、呼ばれた。どうやら最後らしい。

			　そして騎士が、手元の紙を読み上げる。

			「シキさん、ですね。えー、クランクハイトタートル討(とう)伐(ばつ)への同行で、一〇万ゼニー」

			　……安い。

			　一瞬そう思ったが、よく考えたらこんなものか。

			　多分、俺がヒュージスライムの乱(らん)獲(かく)で金銭感覚が狂ってしまっただけだろう。

			　エリスの治(ち)療(りよう)院(いん)が売りに出された時の一〇分の一近い金額なわけで、それを一日二日の日当として出されたのだ。相当高い金額なような気もする。

			　と、俺がそんなことを考えていると。

			　ふと、領主と騎士が目を合わせた。

			「加えて、フラン様の身を体を張り助けたその勇気ある行動に対して、領主様個人から五〇万ゼニーの褒(ほう)賞(しよう)です」

			　そして、追加がきた。

			「お、おぉ!?」

			　一気に五倍である。

			　今度はちょっと高すぎないかとも思ったけれど、あの領主もなんだかんだで娘を溺(でき)愛(あい)してそうだ。

			　貴族のお見合いで相手の股間を攻撃するなんて大失態をしたのに、その処分は一時的に家から追い出すだけ。甘いような気がしないでもない。

			　それに、セラという付き人までつけている。

			　娘がよほど大事だったんだろう。

			　そのことは、領主がニッコリしながら俺を見ていることからもわかる。

			　四〇近いおっさんの笑顔なんて見たくもないが。しかし騎士の声がでかい。

			　なんだこれ。

			　そして騎士は領主にもう一度視線を向けると、まるで誰かにアピールでもしているかのように、金額を告げる。

			「そして、アーマーオーガの皮膚、爪(つめ)などの素(そ)材(ざい)が六〇万ゼニー。騎士団からの指定討(とう)伐(ばつ)対象討(とう)伐(ばつ)報(ほう)酬(しゆう)として三〇万ゼニー。奴(ど)隷(れい)商組合からアーマーオーガにかけられていた懸(けん)賞(しよう)金(きん)が一〇〇万ゼニー」

			　さらにさらに追加がきた。そんなに凄(すご)い魔物だったのか。

			　さすがに金額が高いせいか、周りの騎士もざわざわとし始める。

			　その中に「おおーっ！」とやたらテンションの高い歓声が聞こえた。

			　あれはルルカだ。間違いない。たかる気満々である。

			「合計で、二五〇万ゼニーです。お受け取りください」

			　バンクカードで金を受け取り、そそくさと席に戻る。

			　一気に小金持ちだ。

			　家ぐらいなら余裕で買える金額である。

			　どうしよう。何に使おう。

			「おいおいあいつ、あのアーマーオーガを討(とう)伐(ばつ)したらしいぜ。お前より強いんじゃないのか？騎士なのになぁ」

			「ちょっと、勘弁してくださいよー。僕これでも騎士学校では結構良い成績だったんすよー？」

			　少し離れたところから、年配の騎士と新人らしい騎士の会話が聞こえてくる。

			　その声を聞いたのか、ユエルは眩(まぶ)しそうな目で俺を見ていた。

			　……アーマーオーガと戦ったのはほぼユエルなんだけど。

			　ユエルの記憶からは、そのあたりがさっぱりと抜け落ちているのかもしれない。

			　ご主人様がメイス片手にアーマーオーガをなぎ払うとか、そんな光景に改変されていそうな気までしてくる。

			　まぁいいか。

			　金も入った。ユエルの尊敬も得た。

			　今回のクランクハイトタートル討(とう)伐(ばつ)は、間違いなく成功だったと言えるだろう。

			　俺は良い気分で食事に手をつけた。

			　

			　食事会も終わりかけ、そろそろ帰るかと思った頃。

			　唐(とう)突(とつ)に、あのおっさん領主が声をかけてきた。

			「どうだ、食べているかね？」

			　顔を赤らめ、息は酒臭い。足は千鳥足でもうべろんべろんだ。

			　領主は、まるで肩を組むかのように体を預けてくる。

			　その表情は嬉しくて嬉しくて仕方がないとでもいうような、そんな表情だ。

			　そういう表情はユエルで間に合っている。おっさんのそんな顔は見たくない。

			　娘を助けたからといって、この距離感はいくらなんでも近すぎる。

			「お、お父様。そろそろお休みになった方がよろしいですよ。寝室へ、寝室へどうぞ」

			　フランも酒に酔ったこの領主の態度は不(ま)味(ず)いと思っているらしい。

			　領主を寝かせてしまおうと、せわしなく動いている。

			「いやいや、その前に話をしないとな」

			　呂(ろ)律(れつ)の回らない、聞き取りにくい声。

			　けれど、領主の目はしっかりと俺の目を見ていた。

			「話？」

			「君が、フランをもらってくれるんだろう？　結婚式の日取りはいつがいいかな？」

			　唐(とう)突(とつ)に。

			　それはもう唐(とう)突(とつ)に領主が言った、その言葉。

			「…………は？」

			　俺が困(こん)惑(わく)とともに間抜けな声を出すと、顔をひきつらせながら、バッと顔を伏せるフランが視界に見えた。

			「あぁ、バレてしまいましたね」

			　そんなフランを見て、セラが微笑(ほほえ)む。

			「……へ？　って、えぇっ、結婚!?　ちょっ、ちょっと待ってフラン！　そ、そそそんなの駄目だよ！　聞いてないよ！　シキは!?　シキはそのつもりなの!?」

			　一瞬何を言っているのか理解できないというような間をあけて、フランと俺を問い詰めるルルカ。

			「ね、ねぇシキ……いったい、どういうことなの？　あのお嬢さんとの婚約発表のために、私をここに連れてきたの？」

			　エリスはなぜか、ひどくどんよりとした雰囲気だ。

			　しかも、とんでもない誤解をしている。

			「ご、ご主人様が……」

			　そして。

			　そしてユエルは顔を挟むように両手を頬(ほほ)に添え、口をあんぐりと開けていた。

			　……どこかでこんな絵画を見たことがある気がする。

			「ねぇシキ、結婚ってどういうことなの!?　ほ、本当なの!?」

			「確かに私……何もできなかったし。そう、そうなるわよね……」

			「ご、ご主人様、結婚、するんですか……？」

			　ルルカは事実を確かめようと俺に迫り、エリスはなぜだかひどく落ち込んで、そしてユエルは今にも泣きそうな顔ですがりついてくる。

			　不(ま)味(ず)い。これは不(ま)味(ず)い。

			「ちょっ、ちょっと待ってくれ！　おいフラン、お前もどういうことなのか説明してくれ！」

			　俺が抗議をしても、フランは顔を逸らして、スカートを握って震えているだけだ。
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			　どういうことだ。どういうことなんだ、この状況は。

			　誤解を解かないといけない。

			　でも、肝心のフランが何も答えない。

			「ねぇシキ！」

			「でも……やっぱり……」

			「ご主人様っ……!?」

			　いったい、俺はどうすれば。

			　もう誰か、この状況をどうにかしてくれ！

			　

			　

			〈『異世界の迷宮都市で治癒魔法使いやってます』③へ続く〉

		

	
		
			　

			番外編　迷宮都市での日常

			　

			　エリスの治(ち)療(りよう)院(いん)を購入した数日後。

			　機嫌良さそうに朝食を用意するエリスが、何気なく口を開いた。

			「今日は、掃除をしようと思うの」

			「掃除？」

			　掃除。清掃。ゴミ出し。

			　ふと先日、風呂場にエリスが大嫌いな蜘(く)蛛(も)の死(し)骸(がい)を置いたことを思い出した。

			　この治(ち)療(りよう)院(いん)のゴミを出す。つまり、俺をゴミに出すとか、そういう話だろうか。

			「ほら、この家って結構広いじゃない？　あなたがこの家を買い戻すまで、一週間も掃除をしていなかったから。ちょっと埃(ほこり)っぽいのよね」

			　いや、どうやらエリスがしたいのは文字通りの掃除らしい。

			　わざわざ俺に告げるあたり、治(ち)療(りよう)院(いん)全体の大掃除でもするつもりなのかもしれない。

			　この治(ち)療(りよう)院(いん)は二階建てだし、なかなか大きい。

			　多分、丸一日かけた作業になるだろう。

			「この際だから、家具の裏とか、床下も徹底的に掃除しようと思うのよ。だから、あなたにも手伝ってほしいんだけど」

			「わ、私もお手伝いします！」

			「床下までやるのか？」

			　本当に本格的にやるらしい。

			　役に立てそうなのが嬉しいのか、ユエルもやる気を出している。

			　しかし、少し気になる。

			　なぜこのタイミングなんだろうか。

			　もう治(ち)療(りよう)院(いん)を買い戻して、数日経っている。

			　エリスの性格なら、治(ち)療(りよう)院(いん)が汚れていると思ったのなら、すぐに掃除を始めそうなものだけれど。

			　最近は特別忙しかったというわけでもないし、というか、客が来なくて暇(ひま)だったし。

			　暇潰しにユエルと迷宮散歩に行くほどだった。

			　掃除を手伝うことに関しては、俺も住んでいるわけだから、かまわないんだが。

			「それにしても、どうしてそんな大掃除をしようと思ったんだ？」

			　なんとなく気になったので聞いてみる。

			　すると、エリスはぶるりと身を震わせた。まるで何か、嫌なことでも思い出したかのような雰囲気だ。

			「わ、笑わない？」

			　そして、俺の表情を窺(うかが)うようにしながら、気弱そうに言ってきた。

			　こういうエリスは珍しい。なんだろう、何か恥ずかしいことなんだろうか。

			「あ、あぁ」

			　そして、エリスはわずかに苦々しい顔をしながら、口を開いた。

			「その、お風呂にね…………大きな蜘(く)蛛(も)がいたのよ」

			　俺のせいでした。

			　

			　朝食を終えると、早速掃除に入った。

			　どうやらエリスは、この治(ち)療(りよう)院(いん)の蜘(く)蛛(も)を根絶やしにするつもりらしい。

			　本当に蜘(く)蛛(も)が嫌いなんだろう。エリスにはちょっと悪いことをしたかもしれない。あまり反省はしていないが。

			　まあそれは置いておくとして、まずは二階の寝室からだ。

			　とりあえず、汚れても良い服に着替えてから、ベッドや箪(たん)笥(す)をエリスと協力して部屋から運び出す。

			　部屋の中のものをだいたい運び出したところで、ユエルが雑(ぞう)巾(きん)と水のたっぷりと入ったバケツを持ってきた。

			「ありがとう、ユエルちゃん」

			　エリスはユエルから雑(ぞう)巾(きん)を受け取ると、それをバケツの水につける。

			　……が、ふと気づいた。

			「エリス、服はその修道服でいいのか？　もっと汚れてもいいような服の方がいいだろ」

			　エリスの服は、いつもの修道服だった。

			　もしかして、このまま掃除をするつもりだろうか。

			　ベッドの下は定期的に掃除でもしていたのか、ある程度は綺(き)麗(れい)なものだが、箪(たん)笥(す)の裏の埃(ほこり)はひどい。

			　あんなところをいつもの服で掃除しようとすれば、たちまち汚れてしまうだろう。

			　そう俺が指摘すると、エリスは胸のあたりを気にするように、少し生地を引っ張りながら言う。

			「あぁ、これは汚れても良い服なのよ。これ、私が一四歳ぐらいの時に着ていた服だから、もう、ちょっと小さくて」

			　……四年も前の服を持っているなんて、物持ち良いですね、エリスさん。

			　しかし、小さい服を無理に着るというのはどうかと思います。

			　言われて見てみれば、エリスが雑(ぞう)巾(きん)を絞ろうと屈んだ、その瞬間。

			　ただでさえむちむちとしてエロいエリスの胸と尻(しり)が、さらに強調されてとんでもないことになった。

			　エリス自身は一切気にしている様子もないけれど。

			　節約家なのか貧乏性なのか知らないが、さすがにもうちょっと周囲の男の視線を気にした方が良いと思う。

			　いや、逆に考えれば気にされていないのなら、いくらでも見て良いのかもしれない。やっぱり気にしなくていい。

			「じゅ、じゅうよんさいのときの……ふく……」

			　今はユエルの前だから、あまりエリスの胸や尻(しり)を直接的に見続けることはできないが、エリスがもっと自分に無(む)頓(とん)着(ちやく)になってくれる分には一向にかまわない。

			　俺が得をするだけだろう。

			「……あと、にねん……あとにねんで、あのおおきさに」

			　……ユエルが何やら呟(つぶや)きながら、自分の胸を見ているのは気にしない。
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			　ユエルはまだ一二歳、けれど、もう一二歳でもある。

			　特別胸の大きな女性というのは、この頃にはもうその片(へん)鱗(りん)が出ていてもおかしくない。

			　けれど、ユエルはほぼ平らだ。

			　多分、あと二年であの服に見合うだけの巨乳にはならないだろう。

			　ユエルを慰(なぐさ)められるような材料は、ここには存在しない。

			　エリスの巨乳という圧倒的強者の前では、さすがの俺もフォローするのは難しい。

			　聞こえなかったふりをして話を流す。

			「さ、さて、掃除するか！　こういう時はまずは天井からだよな！」

			「そ、そうね。あんまりこういう機会はないし、天井も掃除しましょうか。えっと、それなら何か台が必要ね」

			「……私、持ってきますね」

			　ユエルは力なく呟(つぶや)いて、とぼとぼと台を取りに行った。

			　……なんだかもう、巨乳のことは諦(あきら)めさせるのも優しさな気がしてきた。

			　

			「じゃあ、その台を押さえておいてくれる？　届く範囲で天井を掃除するから、そうしたらまた移動して、別の場所を掃除しましょう」

			「あぁ」

			　エリスの指示で、俺が乗る台を押さえる。

			　俺が台を押さえて、エリスが上に乗り、届く範囲で天井をはたきではたく。そして、移動。

			　この繰り返しだ。

			　地味な作業だが、日々を気持ちよく暮らすためには、必要な作業である。

			　とはいっても、さすがにエリスが管理していた建物だ。

			　目に見える場所はたいして汚れてもいない。

			　そんなことを考えながら、台を押さえて天井を見上げていると、ふと、視界にあるものが入ってきた。

			　俺の頭上。

			　そこには、ふるふると震えるエリスの圧倒的下乳があった。

			　見てはいけない。今はユエルも側にいる。

			　部屋の窓を拭(ふ)いているが、チラチラと俺の方も気にしている。

			　ユエルの前で、エリスのこの大迫力の下乳なんて、見てはいけない。

			　でも、パッツンパツンだ。

			　エリスが天井を掃除しようと体を伸ばすたびに、胸がパッツンパツンの服に押しつぶされて、ぐぐっと潰れる。

			　そして体を戻すと、元の形を取り戻すかのように、ぶるんと揺れた。

			　これはけしからん光景だ。役得だ。

			　いや、違う。見てはいけない。

			　俺がエリスを見ているように、今は、ユエルも俺を見ているのだ。

			　今俺は、ユエルの尊敬と、エリスのエロい格好、どちらを取るか測られている。

			　そう、試されているのだ。

			　……下乳には勝てなかった。

			　ゲイザーの顔を思い出しつつ必死に心を鎮めていたが、どうしてもチラチラと視線を向けてしまった。

			　ずっと見続けてはいないから、ユエルにはバレていないと思うが。バレてなければいいな。バレてたとしても適当に誤(ご)魔(ま)化(か)そう。

			　そんな調子で寝室を含めた二階の掃除を終えて、今度はキッチンの掃除に向かう。

			　エリスは本当にはりきっているようで、キッチンに着くなり調理用の魔道具や、鍋類を置いている収納スペースの中を拭(ふ)き始めた。

			　蜘(く)蛛(も)が隠れていそうな収納スペースの中を、隅(すみ)々(ずみ)まで磨こうとしているのだろう。

			　エリスは四つん這いになって、上半身を収納スペースの中に入れている。

			　けれどそんな状態で雑(ぞう)巾(きん)がけしているものだから、俺にはエリスの尻(しり)だけがふりふりと揺れているように見えてしまう。

			　またまたこれはけしからん光景だ。役得だ。

			　でも、やはり見てはいけない。

			　ユエルが俺のすぐそばにいる。どうやら、手持ち無沙汰なようである。

			　やることがなくて暇(ひま)なのか、それはもう俺のことをガン見している。さすがにこの状況でエリスを見続けるのは不(ま)味(ず)い。理性を総動員させるのだ。

			「シキ、ちょっとバケツの水を入れ替えてくれる？」

			　尻(しり)が喋(しやべ)った。

			　違う、エリスが収納スペースに上半身を入れたまま、俺に声をかけた。

			　いけない。これは駄目だ。

			　もう頭が煩(ぼん)悩(のう)に支配されている。

			　ただ掃除をしているだけなのに、エリスのサイズ違いの服のせいで、エリスを見てはいけない掃除大会二四時、といった感じである。

			　このままでは、俺のイメージが。

			　ユエルの中での、高(こう)潔(けつ)で清(せい)廉(れん)なご主人様のイメージが完全に壊れてしまう。

			　しかし、どうすればいいんだろう。

			　こんなの見てしまうに決まってる。パンツの線まで透(す)けている。

			　バケツの水を交換しつつも、どうしても視線がエリスに向いてしまう。

			「あっ、ご主人様！」

			　そしてバケツを運ぶ中、ふと聞こえた、ユエルの声。

			　我に返って見てみれば、足元に雑(ぞう)巾(きん)が転がっていた。

			　けれど、急に言われても体重の乗った足は止まらない。

			「う、うおお!!」

			　俺は濡れた雑(ぞう)巾(きん)に足を滑らせ、すっ転ぶ。

			　バランスが崩れ、身体が急速に地面に接近していく。

			　けれど、俺はこれでも高校時代に柔道を習っていたこともある。授業でだけど。

			　咄(とつ)嗟(さ)に地面に両手をついて、ゴロゴロと転がるように受け身をとり、華(か)麗(れい)な体捌きで事なきを得た。

			「セ、セーフ！」

			　雑(ぞう)巾(きん)で足を滑らせるなんて不覚ではあったが、俺にかかればこんなもの。

			　滑らせた足も、打ち付けそうになった背中も、バケツを持っていた手も、どこも怪(け)我(が)をしていない。

			　あれ、そういえばバケツはいったいどこに――

			「……何が、セーフなのよ」

			　すぐそばから聞こえたのは、わずかに怒(ど)気(き)の混じったエリスの声。

			　視線を向けると、そこには、水もしたたるエリスさん。そして、床にころがる空っぽのバケツと、水浸しの床があった。

			　エリスのパッツンパツンだった修道服はさらに身体に張り付き、加えて透(す)けてもしまい、それはもう大変なことになっていた。

			　エリスもさすがにこれは恥ずかしいのか、手で身体を隠しながら居心地悪そうに俺を睨(にら)んでいる。

			　そしてエリスはバケツ、床、自分に視線を向けると、疲れたような声音で言った。

			「あぁ、もう、びしょびしょじゃない。…………もう、いいわ。あとは力仕事もないし私一人でやっておくから。あなたは少し外で時間でも潰してきて」

			　

			　エリスに追い出された俺は、ユエルと一緒に街を歩いていた。

			　しかし、時間を潰すといってもどうするか。

			　まだ昼には早いような気もするし、迷宮に潜(もぐ)るような気分でもない。

			　ユエルは適当にぶらぶらとしているだけで楽しそうだけれど、正直どこに行けばいいのやら。

			　やはり酒場か。まだ早いけど。

			　酒も飲めるし、食べ物もあるし。

			　そんなことを考えながら道を歩いていると、ふと、通りに人ごみを見つけた。

			「結婚おめでとう！」

			「幸せになってねー！」

			　そこから聞こえるのは、祝福の言葉。

			　近づいて見てみれば、その中心にはウェディングドレスを着た女と、タキシードらしき服を着た男が歩いていた。

			「ご主人様、あれは……？」

			「あぁ、ユエルは初めて見るか。この迷宮都市ではな、結婚式を挙げた後、街を練り歩いてみんなに祝福してもらう、そういう風習があるんだ」

			　前にも一度、見たことがある。

			　知り合いを集めて街を騒いで回る、パレードみたいなものだ。

			「結婚、ですか」

			　ユエルはぽつりと呟(つぶや)くと、ウェディングドレスを着た新婦を見つめる。

			　新婦は、それはもう幸せいっぱいという表情で、新郎と腕を組みながら道ゆく人に手を振っていた。

			　ユエルは、ぼーっとそれを見つめている。

			　そしてユエルはわずかに俯(うつむ)くと、俺に向かって言う。

			「ご主人様、結婚って、どんなものなんでしょう」

			　俺も結婚はしたことないので知りません。それに俺はできればハーレムを作りたい。

			　ユエルを買ってからは難しいような気もしてきたけれど、それでも諦(あきら)めたわけではない。

			　諦(あきら)めてないだけで、何をしているというわけでもないけれど。

			　しかし、そんなことはユエルには言えないので適当に誤(ご)魔(ま)化(か)しておく。

			「結婚っていうのはな、その、好きな人同士がずっと一緒にいましょうねって約束することだよ。でも、本当は結婚がどういうものかは、その人たちによって違うんじゃないかな」

			「わ、私はご主人様が好きです！」

			「ま、まぁそんなに急がなくてもな。もう何年かしたら多分わかるさ」

			　ユエルの質問を躱(かわ)しながら、酒場へ向かう。

			　この話題は突っ込んだら地(じ)雷(らい)を踏(ふ)みそうな予感がする。

			　新婚カップルを横目にそそくさと酒場に入り、席について注文をする。

			　すると、唐(とう)突(とつ)に隣の椅子が引かれた。

			「やっほー、シキ。もうお昼？」

			　ルルカだ。

			　どうやら酒場にいたらしい。

			　まぁ、少し早いがもうすぐ昼時である。わざわざ隣の席にくるあたり、間違いなく飯をたかる気だろう。しかし、またルルカは一人か。

			「パーティーメンバーの二人はどうしたんだ？」

			「あー、あの二人は……たまに別行動もとるんだよ。ちょっと事情があってね。基本的には一緒にいるんだけど」

			　何やら事情があるらしい。だから暇(ひま)して酒場にいるのだろうか。

			　まぁ、ルルカの存在はとりあえず気にせず、ウェイトレスに注文をする。

			　すると、ユエルが唐(とう)突(とつ)に口を開いた。

			「あの、ルルカさん、ルルカさんは、結婚についてどう思いますか？」

			「……へ？　けっ、結婚？　い、いきなりどうしたの？」

			「えっと、あの……」

			　突(とつ)拍(ぴよう)子(し)もないユエルの質問に、戸(と)惑(まど)うルルカ。

			　突然すぎて、ルルカもなぜそんな質問をするのかがわからないようだ。

			「も、もしかしてシキが結婚するの!?　あ、相手は!?　ユエルちゃんってことはないよね!?」

			「ち、違う違う、ここに来る前にちょうど結婚したばかりの人たちを見かけたんだよ。それが気になってるんだろ、多分」

			「あ、あぁ、そういうこと。わ、私は今のところ、そういう予定はないけど。……で、でも、冒険者なんてずっとできる仕事でもないし、誰か安定した仕事をできそうな人となら結婚してもいいかなって思うけどね？」

			　ルルカの答えはなんというか、普通だった。

			　もうちょっと、玉の輿(こし)に乗りたいとか、貴族と結婚したいとか、そんなことでも言うかと思っていたが、案外普通に将来のことを考えている感じだ。

			「わ、私は結婚とかは、ほら、もっと遅くてもいいと思うんだ。そんなすぐに、急いで決めちゃうと、後悔するかもしれないし。ね？　シキもそう思うでしょ？」

			　ユエルはルルカの言葉を聞いて、うんうんと唸(うな)っている。

			　ユエルはどうしてしまったんだろうか。

			　……もしかしたら「結婚は好きな人と一緒になる」という俺の説明と、自分の今の状態を考えたりしているのかもしれない。

			　でも、俺はユエルのことは好きではあるが、年齢的に恋愛対象にはもちろんなり得ない。なったら不(ま)味(ず)い。あまり深く考えてほしくはないところだ。

			　ユエルは自分の中で納得する答えでも見つけたのか、ひとつ大きく頷(うなず)くと、次の質問をルルカに投げかけた。

			「……あと、胸はどうしたら大きくなりますか？」

			「む、胸？　えっと、それはねー。……よく食べて、よく運動することじゃないかな。あ、あと牛乳！」

			　また突(とつ)拍(ぴよう)子(し)もないが、これはなぜだろう。

			　……掃除中、エリスの胸をチラ見していたことを、やはり気づかれていたのだろうか。

			　誤解だ。

			　それは誤解であるとユエルに告げたい。

			　何も誤解ではないんだけど、誤解だ。

			　

			　食事を終え、ユエルが五本目の牛乳を飲み干したところで、酒場を出た。

			　しばらくは酒場でのんびりしようと思っていたけれど、ユエルはルルカの話を聞いた直後から、とにかく牛乳を飲み続けた。

			　それはもう、凄(すご)い勢いで飲んでいた。

			　あのままだとユエルは吐くまで飲んでいただろう。

			　何がユエルをあそこまでさせるのかと思ったが、やはりそれはエリスの巨乳だろうか。

			　日常的にあんなものを見せつけられれば、コンプレックスを持っても仕方がない。

			　まぁ、もし今ユエルにあんな巨乳があったとしても、アンバランスで気持ち悪いだけだとは思うんだが。

			　しかし、酒場を出たけれど、多分まだエリスは掃除を終えていないだろう。

			　まぁ治(ち)療(りよう)院(いん)に戻っても大人しくしていれば問題ないだろうが、俺は掃除に励(はげ)むエリスのあの姿を見て大人しくできる自信がない。

			　腹ごなしも兼ねて適当に散歩をしつつ、時間を潰すべきだろう。

			　そうして街を散歩していると、ユエルが何かを見つめているのに気づいた。

			　キラキラとした瞳(ひとみ)で、何かを期待するように見つめる、ユエルの視線の先。

			　そこには、ドラゴンと剣のポップな看板が飾られた、大きな建物があった。

			「劇場か」

			　看板をよく見てみると、伝説の勇者と邪(じや)神(しん)が戦う、という、よくある冒険活劇をやっているようだ。

			　こういった劇場は、街中にいくつかある。

			　役者が小道具や音楽、そして魔法を使って迫力のある演劇を見せてくれる場所だ。

			　とはいっても、魔法があること以外はほとんど日本にあった劇場と変わらない。

			　それほど高くない入場料を払って演劇を見る、定番のデートスポットのような扱いである。

			　まぁ俺が知っている劇場なんてゲイザーに教わったストリップ劇場ぐらいなものだが。

			　いつか行きたい。

			「入ってみるか？」

			　ユエルに聞いてみると、ユエルは嬉しそうにこくこくと頷(うなず)いた。

			　どうやら純粋に演劇を見てみたかっただけらしい。

			　料金を払って中に入ると、ちょうど演劇が始まる前だったようで、客席には疎(まば)らに人が座っていた。

			　そして適当な場所に座ろうと歩いていると……ふと、見覚えのある顔を見かけた。

			　背の高いメガネの男と、背の低いチンピラ風の男の二人組……。

			　凄(すご)く見覚えがある。

			　男二人が並んで劇場にいるのは、なんだか哀愁を誘う。

			　なんでこんなところにいるんだろう。

			　不思議に思って見ていると、ふと、チンピラ風の男と目が合った。

			「おう、シキじゃねーか！」

			「え、シキ？　なんだよ、シキも来てたのか。偶然だな」

			　やはり、エイトとゲイザーだ。

			　周りにチラホラいる客はカップルばかりなのに、ここだけやたらむさ苦しい。

			　ほとんどゲイザーのせいだが。

			「……なんでこんなところに男二人でいるんだよ」

			「そ、それは言ってくれるなよ」

			「仕方ねぇだろ。知り合いに、席が埋まらねぇから来てくれって言われちまってな」

			　つまりはサクラか。どうやら劇場も大変らしい。

			　まぁ、この劇場、内装を見る限りだとあまり金をかけていなさそうな気もする。多分、できて間もない、新しい劇場なんだろう。

			「あの、エイトさんとゲイザーさんは、結婚についてどう思いますか」

			　そんなことを考えていると、ユエルがまたこの質問をした。

			　……ユエルは純粋だ。

			　純粋ゆえに、男二人で劇場に来るようなやつに、彼女や結婚相手がいるわけがないということを察せないのだろう。

			　エイトとゲイザーが、いきなりどうした、という視線を一度俺に向けたので、これまでの経緯を説明してやった。

			　すると、二人は顔を見合わせて……、

			「……相手が」

			「……いねぇな」

			　小さく、小さく呟(つぶや)いた。

			　心なしか、エイトとゲイザーの背中が、一回り小さく見えた。

			　

			　演劇はありがちで王道な内容だった。

			　召(しよう)喚(かん)された勇者が、仲間を集めて地の底から復活した邪(じや)神(しん)を打ち倒す、簡単に言えばこれだけだった。

			　正直演技は棒(ぼう)で、客が疎(まば)らなのも納得な出来ではあったけれど。ゲイザーなんて寝ていたし。

			　まぁ、ユエルは満足しているようだからいいだろう。

			　劇場を出る直前、エイトとゲイザーが、ユエルと何やら話していたのが少し気になったが。

			　しかし、だいぶ時間を潰すことができた。

			　多分エリスももう掃除を終えていることだろう。

			　そろそろ治(ち)療(りよう)院(いん)に帰ることにしよう。

			　

			　治(ち)療(りよう)院(いん)に帰ると、エリスは掃除を終えて、夕食を作る準備をしていた。

			　多分、もう蜘(く)蛛(も)の死(し)骸(がい)なんてこの治(ち)療(りよう)院(いん)のどこを探しても見つからない。

			　治(ち)療(りよう)院(いん)は、そう思わせるほどに磨き上げられていた。

			　そして、ユエルはエリスのもとへ駆け寄ると、あの質問をした。

			「エリスさんは、結婚についてどう思いますか？」

			　エリスは一瞬、疑問符を浮かべたような表情をするが、俺が補足すると、すぐに考えるように頭を捻る。

			「結婚、ね」

			　エリスはわずかにそわそわとしながら、チラリと俺を見る。

			　この視線はなんだろう。俺を恋愛対象として見てくれているんだろうか。

			　まぁひとつ屋根の下に住んでいるということは、もはや結婚しているようなものかもしれない。

			　エリスが格好いい俺に惚(ほ)れてしまうのも時間の問題だろう。

			　着々と既成事実が積み重なっている。そのうちエリスのベッドに潜(もぐ)りこんでも許される日がくるのかもしれない。ちょっと胸を触ったりしても、笑って許してくれるなんてこともあるかもしれない。めくるめく妄想が膨(ふく)らんでいく。

			　そして、そんなことを考えていると――

			「…………はぁ」

			　エリスが俺の顔を見ながら、大きくため息を吐いた。

			　おっと、不満がありそうだ。

			　どうやら俺の勘違いだったらしい。でもそれなら俺を見たさっきの視線はなんだったんだろうか。

			　俺がいるから結婚できないとか、そういう話ではないと信じたい。

			　いや、エリスに男の影なんて見たことがないし、そこに限っては間違いなく違うはずなんだが。

			　けれどエリスは、そのことはこれ以上喋(しやべ)りたくないとばかりに、ユエルの頭を軽く撫(な)でた。

			「あ、あと……ど、どうすればエリスさんみたいに胸が大きくなりますか？」

			　また、ルルカにしたのと同じ質問。なんだかルルカの時より熱が篭(こも)っているが。

			「ユエルちゃん、大丈夫、まだまだこれからよ」

			　しかし、一四であの服のサイズだったエリスの話には、説得力がまるでなかった。

			　

			　そして、その日の夜。

			　ユエルが一緒のベッドに入りながら、ボソリと呟(つぶや)いた。

			「ご主人様、胸は男の人に揉(も)まれると大きくなるそうです」

			　……俺には見えた。

			　ひとつ隣のベッドに眠る、エリスの肩がピクリと動くのを。これは間違いなく聞き耳を立てている。

			「そんなのは根拠のないでたらめだ。いったい誰が言ってたんだ？」

			　記憶では、ルルカもエリスもそんなことは言っていなかった。

			　とすればゲイザーか。

			　あいつは、いつも本当にろくでもないことを吹き込んでくれる。

			「先輩のウェイトレスさんが、彼氏に揉(も)んでもらってるって言っていました」

			　そっちかー。いったいどのウェイトレスさんだろうか。

			　ちょっと聞きたくなかった。

			　でも、誰が言ったかは知りたい。

			　なんだか複雑な気持ちが湧(わ)き上がってくる。

			　というか、ゲイザーは冤(えん)罪(ざい)だったようだ。心の中で謝っておく。

			「あと、ゲイザーさんも劇場でそう言っていました」

			「ユエル、それは嘘(うそ)だ。信じるな」

			　心の中で謝った俺の誠意を返してほしい。

			　やはりゲイザーはゲイザーだ。ろくなことをしない。

			「ご主人様、私、今日は結婚についてずっと考えていました」

			　それはわかっている。

			　あれだけいく先々で結婚について聞いていて、わからないわけがない。

			「でも、私、結婚のことはよくわかりませんでした。ご主人様とは結婚していなくてもずっと一緒にいられますから」

			　ご主人様と奴(ど)隷(れい)の主従関係は、結婚とは違うものではあるけれど。

			　まぁ今さら一緒にいるということに特別感を感じないという意味だろう。

			　一緒にいるのが当然、そうなっている節はある。

			　やはり奴(ど)隷(れい)だし、そういうことには疎いのかもしれない。

			　しかし、ユエルに結婚したいとか言われなくてよかった。

			　もしそんなことになったら、どう答えても不(ま)味(ず)いことになりそうだ。

			「わたしは今のままでとても幸せです。だから、ご主人様が許してくれるなら、私はどこまででもご主人様についていきたいです」

			　まぁ、誰かと結婚することになったとしても、俺がユエルを捨てることはないだろう。

			　それに俺の目標はハーレムなわけだから、特定の誰かと結婚するよりも、女の子に囲まれていたいわけで。

			「ずっと……どこまでだって……」

			　ユエルは目を閉じて、俺の服を掴(つか)む。

			　なんだか不安そうな、そんな表情をしながら。

			　……今日のユエルの不自然な態度。

			　あれはもしかしたら、俺が誰かと結婚した時、関係が変化することを恐れていたのかもしれない。

			　俺もユエルに、何か安心できるようなことを言った方がいいんだろうか。

			　そうしてユエルに何か言おうかと考えていると、ふと、ユエルの肩の向こうで何かが、わずかに動くのが見えた。

			　視線を向けると、こちらを見ているエリスと目が合った。

			　エリスは目が合うとは思っていなかったのか、すぐに顔を逸らす。

			　暗くて表情までははっきり見えないが、完全に話を聞いていたようだ。

			　どうしようか。

			　ユエルの気持ちを汲(く)み取りつつ、エリスの心象を損ねない適当なことを言う必要がある。

			　それに、ユエルの表情は真剣だった。

			　あまりふざけたことを言うわけにはいかない。

			　しかし、こんな時、何を言えば……。

			　そんなことを考えていると、気づかないうちにユエルが寝息をたてていた。

			　今日、ユエルが実際どんなことを考えていたのか、結婚した新婦を見て何を思っていたのかはわからない。

			　でも、ユエルの「ずっと一緒にいたい」という言葉には、ある種の重みがあった。

			　それこそ、俺が拒絶しない限りは火の中でも水の中でも、何があってもついてきそうな、そんな予感を感じさせる一言だった。

			　まぁ、火の中にも水の中にも入る予定なんてないんだが。

			　俺はそんなユエルの、穏やかな寝顔を眺めつつ。

			　起こさないようにそっと、頭を撫(な)でた。
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